
もっと便利に100％活用術！

普通紙ホームファクス

JPNはじめに、2ページの「マニュアルの使いかた」をお読みください。
将来いつでも使用できるように大切に保管してください。



『 か んたん操作ガ イ ド 』  
 

最も基本 的な 使い かたや ト ラ ブル の 対処 法、 知 っ ている と 便利 な機 能だけ をセ レ ク ト し 、 わか 
り やす く 紹介 し てい ま す。 も っ と 詳 し く 知 り たい と きは 『ユーザーズガ イ ド 』 を ご 覧 く だ さ い。  

 

『 ユ ー ザ ーズ ガ イ ド 』 （ 本書 ）  
 

製 品 の す べ て の 機 能を 、 詳 し く 解 説 し て います。 使 い か た の 詳 細を 知 り た い と き や 、 便 利 
な機能 を も っ と 使い こ な し たい と き に ご 活用 く だ さ い。  

 

マ ニ ュ ア ルの使 い か た 
 各マニ ュ アルは、 次の 順序で お読み く だ さ い。  

 
『 安全に お使 い い ただ く ため に 』  

 
あな た や 他 の 人 へ の 危 害 や 、 財 産 へ の 被 害を 未 然に 防 止 す る た め の 注 意 事 項を 記 載 し て 
い ま す。 製品 を安全 に 正 し く お使いいただ く ため に 、 必ずは じ め に お読み く だ さ い。  

 

 

『 か んたん取付ガ イ ド 』  
 

設置・接続から、電話やLモード操作の準備完了までの手順を紹介しています。  
 

この取扱説明書の見かた 
この取扱説明書および製品には、 製品を安全に正しくお使いいただき、 あなたや他の人への危害や財産への被害を未然に防 
止するために、 いろいろな表示をしています。 その表示と意味は次のようになっています。 製品をお使いになる前に必ずお 
読みになり、内容をよく理解してから、製品をお使いになってください。 

取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある内容が書かれています。安全に使用していただくために、 
必ずこの警告事項をお守りください。 
取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生する恐れのある内容が書かれています。安全に使用して 
いただくために、必ずこの注意事項をお守りください。 

操作上守らなければならない重要事項や禁止事項が書かれています。本機の故障を防ぐために必ずお読みください。 

補足説明が書かれています。 

操作上参考になることが書かれています。 

＜操作手順中の記載について＞ 
文章中の表記は、下記のような意味および操作を表しています。 
【　】、     、    などは操作パネルのボタン名およびイラストのボタンです。詳しくは、「親機 操作パネル部」（P.8）、「子機 
操作パネル部」（P.10）または「本文中の操作パネル部ボタン名」（P.135）をご覧ください。 
例：【メニュー】【スタート／セット】など 
　　　ボタンなどは、親機のディスプレイ下の機能名に対応したマルチボタンを指しています。詳しくは、「ディスプレイの表 
示について」（P.9）をご覧ください。 

● 本文中に記載の社名や製品名は、該当各社の商標または登録商標です。 

警告 

注意 
お願い 

確定 
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商品の構成

お買い上げ後、はじめてお使いになる前に、次のものがそろっているかご確認ください。もしも足りない場合
や、違うものが入っている場合は、お買い上げの販売店にご連絡ください。消耗品のご購入に関しては「消耗
品／別売品について」（P.115）をご覧ください。

　親機（1台）
　電話機コード（1本）
　受話器（1台）
　記録用紙トレイ（1個）
　おためしインクフィルム（10mー1本）
　ホルダー（2個）
　コードレス子機（1台）※CF-SL50W では2 台
　コードレス子機用バッテリカバー（1個）※CF-SL50W では2 個
　子機充電台（1台）※CF-SL50W では2 台
　ACアダプタ（1個）※ CF-SL50Wでは 2個
　子機用バッテリ（1個）※CF-SL50W では2 個

　安全にお使いいただくために（1冊）

　かんたん取付ガイド（1冊）

　かんたん操作ガイド（1冊）

　ユーザーズガイド（本書―1冊）

　記録用紙（5 枚）

　保証書（1部）

　アンケート用紙（1枚）

　各種サービス関連資料（1 式）
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各部のなまえとはたらき

（　）のページに詳しい説明があります。

親機正面

親機背面

受話器

（誘導コイルつきの補聴器で音声を聞
き取りやすくするために、磁界を発生
させる機能が内蔵されています。）

操作パネルを開けるときは、ディ
スプレイを閉じ、両手でパネルを
持って静かに開けてください。

記録用紙トレイ

操作パネル（P.8）

アンテナ

「開く」レバー

ディスプレイ

サブディスプレイ

原稿排出口

電源コード
（P.14）

家庭用電源コンセントに
接続します。

電話回線用モジュラージャック
（P.14）

電話機コードを接続します。

受話器用モジュラージャック
（P.14）

受話器コードを接続します。

スピーカスピーカ

受話器コード

原稿ガイド

原稿入口

記録用紙入口

記録用紙排出口

ペン立て
7
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親機 操作パネル部
※ 本文中のボタンの表記は、イラスト下の【　】および 、 などで記載しています。

135ページのイラストもご参照ください。

【音量／着メロ】

･音量を調節するときに使います（P.24）。
･着信音に使用するメロディを設定するとき
に使います（P.41）。

【消去】

･入力した文字や番号を消去するときに使い
ます。
･通話録音や用件、ファクス、受信メール、お
しらせカレンダーの入力履歴や予定をメモ
リから一括消去するときに使います
（P.99）。
･再生中の通話録音や用件、電話帳の消去に使
います（P.33、37、45）。

【Lモード／
メール】

L モードサイト（番組）を見るときや、メー
ルを送受信するときに使います（P.70）。

【ストップ】

ファクスの送受信、コピー、再生、設定など
を中止したり、操作を途中でやめるときに使
います。

【メニュー】

設定や登録をはじめるときに使います
（P.12）。

【スタート／セット】

／ ／ ／ で選択した項目や文
字を確定するときに使います。

／ ／ ／

･メニュー項目などの選択や文字を入力する
ときに使います。
･電話帳を検索するときに使います（P.38）。
･ は、おしらせカレンダーを表示するとき
に使います（P.60）。

･ は、電話帳を表示するときに使います

（P.38）。
･ は、かかってきた電話の着信日時や相手

の電話番号などを表示するときに使います
（P.65）。

【保留／内線】

･通話中に相手に待ってもらうときに使
います（P.35）。

･子機を呼び出すときに使います（P.39、
40）。

【キャッチ】

キャッチホンを受けるときに使います
（P.35）。

【リダイヤル】

最後に電話をかけた相手にもう一度かけ
るときに使います（P.34）。

【おやすみ】

おやすみモードをセット／解除するとき
に使います（P.46）。

【オンフック】

受話器を置いたまま電話をかけるときに
使います（P.33）。

【留守】

留守モードをセット／解除するときに使
います（P.44）。

【再生】

用件を聞くときに使います（P.44）。

ダイヤルボタン／
【0】～【9】／【 】
／【#】

･ダイヤルするときや、文字を入力すると
きに使います。
･ は、キーロックをセット／解除する
ときにも使います（P.98）。

～

ファクス受信ランプ

新着ファクスがあるとき
に点滅します（P.55）。

メール受信ランプ
新着メールがあるときに
点滅します（P.84）。



準
備

 

ディスプレイ
ディスプレイの表示について

サブディスプレイの表示について

ディスプレイ
お買い上げ時は、待機中に「月カレンダー」を
表示しています。表示される画面を切り替える
こともできます（P.31）。
※ 待機画面表示について

待機画面は約2分間何も操作しないと、OFF
になります。 を押すと、元の待機画
面の表示に戻ります。

※ 本機が動作しているときにディスプレイを
閉じると、待機状態に戻ります（通話中や、
ファクス送受信中などの場合は除く）。

マルチボタン

メモリ保存件数
メモリに保存されている用件、メール、ファクスの件数が表示されます。
新着があるときには黄色の表示に変わります。

状況に応じて、さまざまなはたらきをするボタンです。
現在の機能は、ディスプレイ下部に表示されます。
※本文中では、下記のように記載しています。
例： ボタン：「確定」という機能に対応したマルチ

ボタン
確定

チャクシン　カ゛アリマシタ

シンチャク　ＦＡＸ　アリ

シンチャク　メール　アリ

サブディスプレイ
ディスプレイを閉じているときには、ここに電
話、ファクス、メールの着信情報などが表示され
ます。待機中は、日付と時刻が表示されます。

例：
9
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子機 操作パネル部
※ 本文中のボタンの表記は、イラスト横または下の【　】および 、 などで記載しています。

135ページのイラストもご参照ください。

･ 入力した文字や番号を消去するときに
使います。

･ キャッチホンを受けるときに使います
（P.35）。
･ 再生中の用件を消去するときに使いま
す（P.46）。

･ 子機間通話中、送話／受話を切り替え
るときに使います（P.40）。

受話口

送話口

電話をかけるときや受けるときに使います。

･ メニュー項目などの選択や文字を入力
するときに使います。

･ 電話帳を検索するときに使います
（P.39）。

･ （ ）は、電話帳メニューを表示す

るときに使います（P.37）。

･ （ ）は、最近かけた電話番号（発

信履歴）や、かかってきた電話番号（着
信履歴）を表示するときに使います
（P.34、66）。

･ ダイヤルするときや、文字を入力する
ときに使います。

･ 内線リモート操作をするときに使いま
す（P.46）。

子機を持たずに通話するときに使います
（P.36）。

･ 文字入力モードを切り替えるときに使
います（P.28）。

･ ファクスを受信するときに使います
（P.54）。

･ メニューを表示するときに使います
（P.13）。
･ 選択した項目を確定するときに使いま
す。

･ 電話を切る場合や操作を途中でやめる
ときに使います。

･ バッテリの充電中に点灯します。

･ 通話中に相手に待ってもらうときに使
います（P.35）。

･ 親機や、他の子機を呼び出すときに使
います（P.39、41）。

～

／ ／ ／

【切】
【通話】

／ ／

ダイヤルボタン／【0】～【9】／【 】／【#】

【クリア／キャッチ】

【カナ／ファクス】

【メニュー／セット】

【保留／内線】

【スピーカ】

ディスプレイ
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子機背面

子機充電台

スピーカ

バッテリカバー

充電端子

スピーカホンを使っているときに、
相手の音声が聞こえます。

充電端子 ACアダプタ接続端子
11
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メニュー項目一覧

親機メニュー
【メニュー】を押したときに選ぶことができるメ
ニュー項目です。

親機メニューの使いかた

1 【メニュー】を押す
メニューが表示されます。

2 ／ ／ ／ で設定したい大項目を選
択し、【スタート／セット】を押す
項目一覧が表示されます。

3 ／ で設定したい項目を選択し、【スター
ト／セット】を押す
項目の先頭（左端）の番号のダイヤルボタンを押

して手順4 へ進むこともできます。

4 【スタート／セット】を押す
文字入力画面が表示されます。

5 文字を入力し、 ボタンを押す
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

6 ボタンを押す
設定が登録されます。

4 ／ で項目を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択した項目に黒丸がつきます。

5 ボタンを押す
項目を選択するだけの場合は、これで設定が終わ

ります。項目によっては、この後の操作手順が異

なりますので、それぞれの項目の説明ページをご

覧ください。

4 ／ で項目を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
チェックマークがつきます。もう一度【スタート

／セット】を押すと、チェックマークが消えます。

5 他の項目にもチェックマークをつける場合
は、手順 4を繰り返す

6 ボタンを押す
設定が登録されます。

大項目 項目一覧

画面設定 待機画面選択（P.31）

明るさ設定（P.97）

コントラスト設定（P.97）

留守番電話 応答メッセージ録音（P.47）

おやすみタイマー設定（P.47）

留守録転送（P.50）

リモート暗証番号（P.49）

留守録保存（P.51）

トールセーバー（P.51）

ライフサポー
ト

ホットライン番号（P.97）

キータッチ音（P.97）

キータッチ確定時間（P.97）

キーロックタイマー（P.97）

ホームページ読上げ（P.97）

音声の速さ（P.97）

音声読上げ辞書（P.98）

初期設定 あなたの名前とTEL（P.32）

日付時刻設定（P.30）

回線種別（P.15）

ナンバー・ディスプレイ（P.62）

ダイヤルインサービス（P.93）

Lモード通信速度（P.91）

プリント 通信結果リスト（P.103）

電話帳リスト（P.103）

機能設定リスト（P.103）

着信設定 らくらく FAX（P.57）

FAX受信動作（P.54）

FAX受信同時プリント（P.57）

FAX自動削除（P.58）

メール通知音（P.86）

メール受信動作（P.85）

優先呼出（P.42）

電話帳着メロ呼出＊（P.63）

着信拒否＊（P.64）

＊ ナンバー・ディスプレイを「する」に設定して
いる場合に表示されます。

文字を入力するときは

ラジオボタン（1つだけ選択できる丸ボタン）のつ

いた項目を選択するときは

チェックボックス（複数選択できる四角ボタン）に

チェックマークをつけるときは

確定

登録

登録

登録
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4 【スタート／セット】を押す
プルダウンメニューが表示されます。

5 ／ で項目を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択した項目が反転表示されます。

6 ボタンを押す
設定が登録されます。

例：「画面設定」の場合

大項目を選ぶと項目一覧が表示されます。画面には項目一覧の
一部が表示されています。

／ で表示画面を上下にスクロールし、設定したい項目
を選択することができます。また、各項目の先頭にある番号を
ダイヤルボタン【1】～【9】で押すと、設定したい項目画面
にすぐ切り替えることができます。

ボタンを押すと、一番上にある項目一覧画面に戻ります。

ボタンを押すと、設定が登録されます。 ／ で設定
項目の一番下中央にある「登録」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押して登録することもできます。

■親機で設定や登録を中止するには
【ストップ】を押すか、約 2 分間何も操作しないと、

設定や登録が中止され、待機画面に戻ります。

子機メニュー
【メニュー／セット】を押したときに選ぶことがで
きるメニュー項目です。

子機メニューの使いかた

1 【メニュー／セット】を押す
メニューが表示されます。

2 ／ で設定したい大項目を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で設定したい項目を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す
メニュー項目の中にメニューがある場合は、さら

にメニューが表示されます。同様の手順で設定し
たい項目を選択します。

4 文字を入力し、【メニュー／セット】を押す
設定が登録されます。文字の入力のしかたは 28

ページをご覧ください。

4 ／ で設定値を選択し、【メニュー／セッ
ト】を押す
設定値を選択するだけの場合は、これで設定が終
わります。項目によっては、この後の操作手順が

異なりますので、それぞれの項目の説明ページを
ご覧ください。

■子機で設定や登録を中止するには
【切】を押すか、約2分間何も操作しないと、設定や
登録が中止され、待機状態に戻ります。

プルダウンメニュー（複数の選択肢がかくれている
メニュー）から項目を選択するときは

登録

登録 一覧 

登 録 

2
１ 

3

待機画面選択 
明るさ設定 
ｺﾝﾄﾗｽﾄ設定 

2

1

3

画面設定 

待機画面選択 
時計　 
明るさ設定 
明るく 
ｺﾝﾄﾗｽﾄ設定 
　する 
　しない 
 

画面をスクロールできる方向

一覧

登録

文字を入力するときは

設定値を選択するときは

大項目 項目一覧

ルスデンソウ
サ

ルスセット／ルスカイジョ
（P.46）

ヨウケンサイセイ（P.46）

チャクシンオ
ンセッテイ

チャクシンオンセンタク（P.42）

チャクシンオンリョウ（P.24）

メールツウチオンリョウ（P.86）

ナリワケ（P.63）

モ ー ニ ン グ
コール

ジコク（P.100）

セッテイ（P.100）

キッチンタイ
マ（P.101）

―

ベンリセッテ
イ

キータッチトーン（P.99）

クイックツウワ（P.43）

エキショウコントラスト（P.99）

ショキセッテ
イ

シヨウシャヒョウジ（P.102）

ジコクセッテイ（P.30）

ショキカ（P.102）
13
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親機を回線に接続する

「かんたん取付ガイド」では、梱包材を取り除く作
業から子機の充電までの手順をわかりやすく説明
しています。まず最初に「かんたん取付ガイド」を
ご覧になり、準備をしてください。

1 アンテナを立てて伸ばす

2 受話器コードを親機の受話器用モジュラー
ジャックに接続する
「カチッ」と音がするまで差し込みます。受話器は

親機の受話器台にセットしてください。

3 電話機コードの一方を親機の「回線」モジュ
ラージャックに、もう一方を壁の電話線コン
セントに差し込む
「カチッ」と音がするまで差し込みます。壁側の電

話線コンセントの形状によって、接続のしかたが

異なります（右記）。

4 ディスプレイを開ける

5 電源プラグを電源コンセントに差し込む
「しばらくお待ち下さい」と表示された後、電話回

線の自動識別がはじまります。

お願い

今お使いの電話機／ホームテレホン、ビジネスホンなど
をブランチ式（並列）接続しないでください。

正常に動作しなくなります。

・本機を ADSL モデムに接続すると、ADSL モデム側
の原因で、ファクスが送受信できなくなったり、ナン

バー・ディスプレイなど一部の電話サービスが正常に
動作しなくなることがありますのでご注意ください。

詳しくは、ご利用の ADSL サービスの提供元にお問
い合わせ下さい。

また、110、119、117、186、184や 0120（フ
リーダイヤル）などの番号に電話がかからないことが

ありますので、必ず電話回線の種類を手動で設定し直
してください（P.15）。

・本機を ISDN ターミナルアダプタ（TA）や構内交換
機（PBX）に接続すると、正常に動作しないことがあ

りますのでご注意ください。ISDN 回線でナンバー・
ディスプレイやLモードを利用するときは、各サービ

スに対応したTA をお使いください。詳しくは、お使
いのTA の製造元にお問い合わせください。

■「回線接続を確認して下さい」と表示されたときは

「電話回線の種類を手動で設定する」（P.15）の手順
にしたがって設定してください。

■電話線コンセントのタイプについて
･ モジュラー式コンセントの場合

そのまま使えます。

･ 3ピンプラグ式コンセントの場合

市販のモジュラージャック付電話キャップをお買

い求めください。

1

3

4

2

5

アンテナ

受話器

受話器コード

電話線
コンセント

付属の電話機コード

電源プラグ

電源コード

AC100V 電源コンセント
（50／60 Hz）

注意 別売りのターミナルボックス（P.95）を接
続しないときは、必ず付属の電話機コード
（2芯）をお使いください。4芯コードや6
芯コードを接続すると故障の原因となりま
す。

モジュラージャック付 
電話キャップ 
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･ 直接配線の場合（ローゼット／プレート）

モジュラー式コンセントに変える必要があります。

最寄りのNTTの支店や営業所にご相談ください。
■アース線を接続するときは

本機の底面にはアース端子があります。万一漏電し

た場合の感電事故防止のため、電源コンセントの
アース端子などに市販のアース線を使って接続し

てください。

電話回線の種類を手動で設定する
電話回線の種類を自動識別できなかった場合や、
本機を電話線コンセントに直接接続しない場合
（ADSLモデムなどに接続した場合）は、必ず電話
回線の種類を手動で設定してください。手動で設
定を行わないと、電話がかけられないことがあり
ます。

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「初期設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「回線種別」を選択し、【スタート
／セット】を押す

4 【スタート／セット】を押し、 ／ で回線
の種類を選択し、【スタート／セット】を押す
自動識別できなかった場合や、本機を電話線コン

セントに直接接続していない場合は、「プッシュ」

「10」または「20」を選択してください。

自動 ：自動識別する

プッシュ：プッシュ（トーン）回線

10 ：ダイヤル回線（速度：10PPS）

20 ：ダイヤル回線（速度：20PPS）

5 ボタンを押す

6 117（時報）にダイヤルし、電話がかかるこ
とを確認する
電話がかからない場合は、手順4 で選択した回線

の種類が間違っています。手順1～6を繰り返し、

正しい回線の種類に設定し直してください。

・通話料金はお客様のご負担となります。

・回線の種類がわからないときは、最寄りの NTT の支
店や営業所にお問い合わせください。

日付と時刻を設定する

1 ディスプレイに「セットキーを押して　時刻
設定して下さい」と表示されたら、【スタート
／セット】を押す

2 【0】～【9】を押して日付と時刻を入力し、
ボタンを押す

1桁の数字は0から入力します。

時刻は24時間制で入力します。

詳しくは、「日付と時刻を合わせる」（P.30）をご

覧ください。

デモンストレーションを解除する
お買い上げ時に電源を入れた場合、本機は販売用
デモンストレーションに入ります。
この場合は、次の操作を行ってください。

1 【メニュー】を押す

2 【1】【8】を押す
デモンストレーションが解除されます。

警告 次のようなところへは絶対にアース線を取
り付けないでください。
● ガス管
● 電話専用アース端子
● 避雷針
● 水道管や蛇口

プレート 
ローゼット 

アース端子

アース線

本機底面
アース端子

登録

確定
15



16

準
備

 

インクフィルムをセット
する

受信したファクスをプリントしたりコピーしたり
するために、親機にインクフィルムをセットしま
す。
使用済みのインクフィルムを新しいインクフィル
ムと交換する手順については、「インクフィルムを
交換する」（P.17）を参照してください。

1 ディスプレイを閉じ、「開く」レバーを押し上
げながら、ロックされるまで操作パネルを開
ける

2 インクフィルムのゴムひもを外し、ホルダー
（2個）を取り付ける
テーブルなどの安定した平面の上で作業すること

をおすすめします。

取り付け後、インクフィルムを持つときは、両手

で左右のつまみを持ってください。

3 ホルダーの青いギアを奥に 2 ～ 3 回まわし
て、インクフィルムのたるみを取る
インクフィルムの上にラベルが貼られているとき

は、ラベルがかくれるまでまわしてください。

4 本体の前の溝にホルダーの前ローラーが入る
ようにして、インクフィルムを本体に取り付
ける
取り付け後、ホルダーの青いギアを奥にまわして、

インクフィルムのたるみを取ってください。

5 操作パネルを「カチッ」と音がするまで閉める

6 ディスプレイを開け、 ／ で「新品」を選
択し、【スタート／セット】を押す
インクフィルムが正しくセットされていないと、

ディスプレイに「インクフィルムがありません」と

表示されます。その場合は、もう一度操作パネル

を開けて手順4 ～6を繰り返してください。

操作パネル 
受話器は受話器台 
にセットしたまま 
にしてください。 

お願い 

「開く」レバー 

両手で操作パネルのここを持って、静かに持ち上げてく
ださい。 

・前ローラーの突起と、インク
フィルムの芯の溝とを合わせ、
しっかり止まるまで押し込む。

・同様に、後ローラーをインク
フィルムの芯の溝に押し込む。

前ローラー

突起

溝

つまみ
後ローラー

ギア

ホルダーの青いギア 

両手で操作パネルのここを持って、静かに閉め
てください。

お願い
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■インクフィルムの残量が少なくなったときは

ディスプレイに「インクフィルムわずかです」と表示
されたときは、交換時期が近づいています。新しいイ

ンクフィルムを用意しておいてください。
■インクフィルムがなくなったときは

ファクスやコピーのプリント中に白紙が出たり、ディ
スプレイに「インクフィルムがありません」と表示さ

れたときは、インクフィルムを交換してください。

・付属品のインクフィルムでは当社A4標準原稿を約

30枚まで、別売品（P.115）では約90枚までプ
リントすることができます。

インクフィルムを交換す
る

ファクスやコピーのプリント中に白紙が出たり、
ディスプレイに「インクフィルムがありません」と
表示されたときは、インクフィルムを交換してく
ださい。

1 ディスプレイを閉じ、「開く」レバーを押し上
げながら、ロックされるまで操作パネルを開
ける

2 使用済みのインクフィルムとホルダーを取り
出す

3 使用済みのインクフィルムからホルダー（2
個）を取り外す

4 「インクフィルムをセットする」（P.16）の手
順2～ 6の操作をする

注意 インクフィルムは当社推奨のものをお使い
ください。他のインクフィルムをご使用に
なると、故障や印刷品質の低下を招くこと
があります。

操作パネル 
受話器は受話器台 
にセットしたまま 
にしてください。 

お願い 

「開く」レバー 

両手で操作パネルのここを持って、静かに持ち上げてく
ださい。 

ホルダー
17
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■ インクフィルム交換後、ディスプレイに「新着ファク

スがあります」と表示されたときは
確認していないファクスがあります。「メモリ内の受

信ファクスを確認する」（P.56）の操作を行ってくだ
さい。

お願い

使用済みインクフィルムについて

・使用済みのインクフィルムには、プリントした内容が
残っています。内容を他の人に見られたくないとき

は、はさみなどで細かく切ってからお捨てください。
・使用済みのインクフィルムは、「燃えるゴミ」として

お捨てください（ただし、地域によっては「不燃ゴミ」
として取り扱われる場合があります。地域の条例にし

たがってください）。

記録用紙を準備する

記録用紙について
A4サイズ（縦）の記録用紙のみ使用することがで
きます。通常は、普通紙（複写機で使う標準的な
コピー用紙）で十分なプリント品質を得ることが
できますが、次のような記録用紙のご使用をおす
すめします。

記録用紙を縦方向にセットしてください。
一度にセットできる枚数は 15 枚です。枚数が多
い場合は、数回に分けてセットしてください。

プリントされる範囲は斜線部分です。

お願い

次のような用紙を記録用紙として使用しないでくださ
い。紙づまりの原因となります。

・厚さが0.08mmより薄い用紙（ワープロ用感熱紙な
ど）や0.10mmを超える厚い用紙

・破れ、しわ、折り目、大きい反りのある用紙
・長期間、記録用紙トレイにセットされたままで劣化し

た用紙

注意 インクフィルムは当社推奨のものをお使い
ください。他のインクフィルムをご使用に
なると、故障や印刷品質の低下を招くこと
があります。

セットできる記録用紙

記録用紙の種類 製品名

普通紙（コピー
用紙等）

キヤノンスーパーセレクトペーパー
SC-250A4

プリント可能範囲

約3mm

約4mm

約4mm

約3mm
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記録用紙トレイを取り付ける
記録用紙をセットする前に記録用紙トレイを取り
付けます。

1 記録用紙トレイの突起部を、記録用紙入口の
左右の穴に入れる

お願い

記録用紙トレイが壁などに触れないように設置してく
ださい。

記録用紙をセットする
記録用紙トレイにプリント面をウラ向きにして
セットします。

1 記録用紙トレイ 1を開ける

2 記録用紙トレイ 2を手前に開ける

3 記録用紙をよくさばいてそろえる
普通紙を15枚までセットできます。

4 記録用紙トレイ 1に、記録用紙をセットする

5 記録用紙トレイ 2を閉める

お願い

・記録用紙を複数枚セットするときはていねいにセッ
トしてください。

複数枚同時に送られてしまうなど、紙送りがうまくい
かないときは、もう一度セットし直してください。そ

れでもうまく送れないときは、1枚ずつセットしてく
ださい。

・記録用紙を追加するときは記録用紙トレイに残って
いる記録用紙をいったん取り出し、追加する記録用紙

の縁をそろえてから、再度セットしてください。
・記録用紙が引き込まれている最中は、記録用紙を追加

しないでください。
紙づまりの原因となります。

・反りのある記録用紙は、必ず反りを直してからセット
してください。

・長期間、記録用紙をセットしたままにしないでくださ
い。記録用紙が湿気などを含んで劣化し、紙づまりの

原因となります。

ディスプレイは
閉じておいてく
ださい。

記録用紙トレイ

プリント面を
ウラ向き

セットの方向

記録用紙は、プ
リント面をウラ
向きにセット。
普通紙を15枚
まで！

2記録用紙トレイ

1記録用紙トレイ
19
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原稿について

基準を満たさない原稿をセットしたり、誤った方
法でセットすると、コピーやファクス、イラスト
Lメール送信が正しく行われなかったり、紙づまり
の原因となることがあります。

● サイズ

● 厚さ
原稿入口にセットできる原稿の厚さは、次のとお
りです。

● 一度にセットできる枚数
原稿の枚数が多い場合は、何回かに分けてセット
してください。

読み取れる範囲は斜線部分です。

お願い

原稿を複数枚セットするときはていねいにセットして
ください。

複数枚同時に送られてしまうなど、紙送りがうまくいか
ないときは、もう一度セットし直してください。それで

もうまく送れないときは、1枚ずつセットしてください。

次のような原稿は、別の複写機でコピーをとったり、

キャリアシート（別売）に挟んでから、原稿入口にセッ
トしてください。紙づまりなどの原因となるため、その

ままでは使用できません。
・前記の「セットできる原稿」のサイズや厚さの範囲外

の原稿
・のりやセロハンテープで貼り合わせたもの

・破れ、しわ、反りや折り目のあるもの
・感熱紙、裏カーボン紙など

・フィルムやトレーシングペーパーなど透明なもの

原稿をセットする前に以下のことを確認してください。

・セットできる原稿の基準を満たしている原稿かどう
か確認してください。

・ホチキスやクリップは必ず取り外してください。
・インク、修正液などは完全に乾かしてからセットして

ください。

原稿ガイドは、必ず原稿の幅に合わせてください。
原稿ガイドを正しく合わせないと、原稿が斜めに送られ

てしまうことがあります。

厚さが異なる原稿を一緒にセットしないでください。

送信もれやコピーもれ、紙づまりなどの原因となること
があります。厚さが異なる原稿は1枚ずつセットしてく

ださい。

送信したりコピーする面をウラ向きにセットしてくだ

さい。

厚紙原稿は反りを直してセットしてください。

厚紙原稿の場合、図のような向きに反っていると原稿が
うまく送られないことがあります。

反りを直してからセットし、原稿後端のまん中を持って
軽く押してください。

セットできる原稿

原稿の枚数 原稿の厚さ

1枚のとき 0.06～ 0.23mm

複数枚のとき 0.06～ 0.13mm

原稿のサイズ セットできる枚数

A5～ A4 10枚

読み取り可能範囲

210mm～297mm

148mm～210mm

約1mm

約2mm

約5mm

約1mm 約10mm

約2mm

約30mm

約10mm

●イラストLメールの
場合

●コピー、ファクスの
場合
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子機を準備する

子機を充電する
子機をはじめてお使いになるときやバッテリを交
換したときは、必ず連続15時間以上充電してくだ
さい。

1 子機にバッテリを入れる
バッテリのプラグを子機のコネクタに接続しま

す。

Ni-MHのリサイクルマークを上にしてバッテリを

入れ、バッテリカバーを閉めます。

2 充電台に AC アダプタを接続し、AC アダプ
タを電源コンセントに差し込む

3 操作パネル面を手前に向けて、子機を充電台
に置く
【切】が点灯し、充電がはじまります。

子機を使わないときは、いつも充電台に戻してお

いてください。

●バッテリが完全に消耗しているときは、【切】が

点灯していても充電できないことがあります。

そのときは新しいバッテリに交換してくださ

い。

・完全に充電できるまで約 15時間かかります。
・新しいバッテリをフル充電した場合、連続して通話が

できる時間は約 7時間、待ち受け時間は約200 時間
です。

・充電のしすぎによって故障することはありません。

バッテリマークについて
充電中やバッテリが消耗しているときには、ディ
スプレイにバッテリの状態を示すマークやメッ
セージが表示されます。

◆充電台に置いているとき

◆電池残量が少なくなったとき

◆電池残量がなくなったとき
S

警告 ● 充電台や子機の充電端子をショート（短
絡）させないでください。

● 充電台や子機の充電端子に水滴がつい
たまま充電しないでください。

コネクタ

プラグ

バッテリ

黒
赤

奥まで確実に
差し込みます。

バッテリカバー

コードは溝に押し込みます。

ACアダプタ
接続端子へ

充電台

ACアダプタ（付属）

100V電源
コンセント
(50/60 Hz)

ＮＯ．１
2Ｏ：15

充電中

ＮＯ．１
2Ｏ：15

ＮＯ．１
2Ｏ：15

バッテリマークが点滅する

テ゛ンチサ゛ンリョウカ゛
　アリマセン

バッテリマークが点灯する
21
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子機を設置する

●金属製家具やテレビ、OA機器などの近くは避
けてください。

●親機と子機の間になるべく障害物がないところ
に設置してください。

●親機と子機は約1m 以上離して設置してくださ
い。

●子機増設時は、子機同士を約1m 以上離してく
ださい。

市販の壁掛け用ねじを使って、充電台を壁に取り
付けてください。

1 壁掛け用ねじ2本を壁に取り付ける

2 ねじの頭に充電台の取り付け穴をかける

お願い

バッテリのビニールカバーには重要なことが書かれて
います。必ずお守りください。

バッテリのラベルカバーをはがさないでください。
ビニールカバーは破れやすいので、取り付けたときに破

らないようご注意ください。
バッテリカバーを閉めるとき、バッテリコードを挟まな

いようにご注意ください。

子機のバッテリについて
子機に使用しているバッテリは消耗品です。長時
間充電してもすぐにバッテリの容量がなくなると
きは新しいバッテリと交換してください。使用頻
度により違いはありますが、約 1年程度でバッテ
リの容量が減少していきます。交換の際は、下記
の注意事項をよくお読みください。

お願い

ニッケル水素電池のリサイクルにご協力ください。

子機のバッテリはニッケル水素電池を使用しています。
ニッケル水素電池はリサイクル可能な貴重な資源です。
ご使用済みの製品の廃棄に際しては、バッテリを取り外

してください。また、バッテリの交換や廃棄に際しては
お買い上げの販売店またはニッケル水素電池リサイク

ル協力店へご持参ください。

子機の設置場所の選びかたについて

子機を壁にかけて使うには

注意 ベニヤ板など薄い壁板やボード材（石こう
板）には直接取り付けないでください。取
り付ける場合は、子機の重みで落下しない
ようにしっかりと取り付けてください。子
機が落下すると、ケガの原因となることが
あります。

・壁掛け用ねじは付属していません。
取り付ける場合は、図の推奨寸法に近いねじをお買
い求めください。子機1台：2本

取り付け穴
の寸法

壁面

約3mm残す
50mm

取り付け穴

壁
面

4.2mm

11mm

15mm
2.4mm

3mm

8mm4.1mm

ねじの推奨寸法

警告 バッテリは誤った使いかたをすると破裂や
過熱してケガや火災の原因となります。次
のことを必ずお守りください。
● 金属小物（カギや装飾品、ネックレスな
ど）と一緒にポケットやかばんなどに入
れないでください。

● 端子をショート（短絡）させないでくだ
さい。

● 分解しないでください。
● 水や火の中に投げ入れないでください。
● 取り出したバッテリを保管するときは、
プラス（＋）とマイナス（－）がショー
トしないようにしてください。

● お子様の手の届かないところに保管し
てください。

・ 
・ 
・ 

この電池パックは適用機種専用です。 
充電は指定の電話機に収納し行ってください。 
火の中への投入/加熱/分解やチューブの破り/ 
 ＋ － 端子のショートはしないでください。 

危険 

「使用後はリサイクルへ」 
MADE IN CHINA

ニッケル水素電池 HBT500
　 　           2.4V  600mAh

Ni-MH

Ni-MH



準
備

 

ご使用済みのニッケル水素電池をお持ちいただくとき
は、次のことを必ずお守りください。

・ショートによる発煙、発火の恐れがありますので、＋
端子、－端子をテープで絶縁してください。

・ニッケル水素電池のビニールカバーははがさないで
ください。

・ニッケル水素電池は分解しないでください。
・リサイクルマークのあるニッケル水素電池と、それ以

外の電池を混ぜないでください。

リサイクル協力店へのお問い合わせは、以下へお願いし

ます。
・製品、ニッケル水素電池をお買い上げの販売店

・（社）電池工業会　小型二次電池再資源化推進セン
ターおよび充電式電池リサイクル協力店くらぶ

事務局
電話番号　03ー3434ー 0261

ニッケル水素電池の回収については、下記のキヤノンの
ホームページ上で確認できます。

キヤノンサポートページ　canon. jp/support

子機のバッテリを交換する

1 バッテリカバーを開ける
指でバッテリカバーを押し出すようにしてくださ

い。

2 古いバッテリを取り出す
コネクタからプラグを抜いて古いバッテリを取り

外します。

3 「子機を充電する」（P.21）と同じ手順で、新
しいバッテリを取り付け、充電する

・バッテリは使わないで放置していても自己放電しま

す。このため、新しいバッテリでもはじめから容量が
少なくなっていたり、まったくないことがあります。

これは、バッテリの不良ではありません。
・バッテリが自己放電したときは、充電しても通常の使

用時間より短いことがあります。このようなときは、
充電と通話（充電・放電）を何回か繰り返すうちに通

常の状態に戻ります。
・必ず指定のバッテリ（コードレス子機用バッテリ

HBT500）をお買い求めください。
・子機を長期間ご使用にならないときには、バッテリを

子機から取り外してください。

バッテリカバー
23
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音量を調節する

親機の音量を調節する
親機の各種音量は、【音量／着メロ】で調節します。

◆親機の着信音量を調節する場合

調節中の着信音量はディスプレイで確認できる

1 待機中に【音量／着メロ】を押す

2 ／ または ボタン／ ボタ
ンを押す
5段階／消音に調節できます。【音量／着メロ】を

約2秒間押し続けると、「消音」（OFF）になりま

す。変更するごとにディスプレイの音量表示が変

わります。

1 好みの音量になるまで、【音量／着メロ】を押
す
●内線通話の呼出音量

呼出中に【音量／着メロ】を押します。5 段階

に調節できます。

●相手の声（受話器）の音量

通話中または受話器を取って【音量／着メロ】を

押します。3段階に調節できます。

●相手の声（スピーカ）の音量

【オンフック】点灯中に【音量／着メロ】を押し

ます。5段階に調節できます。

●用件、メールの再生音量

再生中に【音量／着メロ】を押します。5 段階

に調節できます。

●音声ガイダンスの音量

音声ガイダンス中に【音量／着メロ】を押しま

す。5段階に調節できます。

・親機の着信音量を「消音」にしても、ドアホンや内線

の呼出音（P.39、96）は最小音量で鳴ります。

子機の音量を調節する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「チャクシンオンセッテイ」を選
択し、【メニュー／セット】を押す

3 ／ で「チャクシンオンリョウ」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

4 ／ で音量を選択し、【メニュー／セッ
ト】を押す
「オンリョウ　ダイ」「オンリョウ　ショウ」「ショ

ウオン」の3 つから選択します。

「ショウオン」を選択している場合は、ディスプレ

イに「消音」マークが表示されます。

1 好みの音量になるまで、 ／ を押す
●相手の声（受話口）の音量

通話中に ／ を押します。2 段階に調節で
きます。

●相手の声（スピーカ）の音量

スピーカホン（P.36）で通話中に ／ を押

します。2段階に調節できます。

●用件の再生音量

再生中に ／ を押します。2 段階に調節で

きます。

・子機の着信音量を「ショウオン」にしても、内線の呼

出音（P.39）は「オンリョウ　ショウ」で鳴ります。

着信音量を調節する

その他の音量を調節する

音量－ 音量＋

着信音量を調節する

受話音量を調節する
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文字入力について

親機で入力する
ダイヤルボタンを使って文字を入力します。各ボ
タンには「文字リスト」の文字が割り当てられて
おり、ボタンを押すごとに文字が変わります。

◆親機の文字入力画面

1 ボタンを押す
押すごとに入力モードが「かな」→「カナ」→「英」

→「数」→「記号」→「定型」に切り替わります。

「記号」から ボタンを押していくと「区

点コード」の入力画面になります。

*1半角文字入力。入力中に ボタンを押すと、全角文
字に変換できます。

*2「゛」「°」をつけることができない文字の後ろには「゛」
「°」を入力することはできません。

*3メール文章作成時にのみ入力できます。

・続けて同じボタン上の文字を入力する場合は、文字を

入力した後に を押してカーソルを移動してから、
次に入力したい文字を入力します。

・スペースを入力するときは を押して確定エリアに
あるカーソル（ ）を右に動かし、スペースを入力し

ます。

入力モードの切り替え

戻る 確定文字切替 漢字変換

文字入力

かな

松川

たかひこ

現在の入力モード
ボタンを押すごとに切り替わる文字切替

確定エリア：
入力エリアで確定し
た文字が表示される

入力エリア：
入力中の文字が表示
される

マルチボタン機能：
状態によって表示される項目が
変わる

文字切替

次の一覧

文字リスト

ボタン かな カナ 英 *1 数 *1

あいうえお
ぁぃぅぇぉ

ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ
ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ

@._-/ ̃ 1

かきくけこ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ abc
ABC

2

さしすせそ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ def
DEF

3

たちつてと
っ

ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ
ｯ

ghi
GHI

4

なにぬねの ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ jkl
JKL

5

はひふへほ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ mno
MNO

6

まみむめも ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ pqrs
PＱRS

7

やゆよ
ゃゅょ

ﾔ ﾕ ﾖ
ｬ ｭ ｮ

tuv
TUV

8

らりるれろ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ wxyz
WXYZ

9

わをん
ゎ､。ー！？

ﾜ ｦ ﾝ
, 。－ ！ ?

. ’, : ;- ̃( )
[]{}&_!#＄%＾
＊ +l=< >?”
¥/｀@

0

゛°
（*2）

゛ °

（改行）
（*3）

サイズ変換
25
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*4 ボタンを押すと、一覧画面が切り替わります。
*5 入力する項目によって選択できる記号が異なります。
*6 ボタンを押すと、一覧画面が切り替わります。入力

する項目によって選択できる定型文が異なります。

1 ボタンを押し、「かな」を選択する

2 【0】～【9】／【 】を押してひらがなを入
力する
入力エリアに文字が全角で表示されます。

漢字変換をしないときは、手順4に進みます。

3 ボタンを押し、変換候補の中から
／ で変換したい漢字を選択する

4 ボタンを押す
確定エリアに文字が表示されます。

■入力した文字を消去するには

【消去】を押すと、1 文字ずつ消去することができま
す。

■文字を追加するには
／ で確定エリアにあるカーソルを挿入したい

位置に移動し、文字を入力します。
■文字を修正するには

／ で修正したい文字までカーソルを移動し、
【消去】を押して、入力し直します。

・漢字がうまく変換されないときは、変換文字数を1文

字分にしたり、濁点や半濁点を外したり、読み（音読
み・訓読み）を変えて入力し直してください。

・「かな」と「漢字」は半角に変換することはできません。

1 ボタンを押し、「カナ」を選択する

2 【0】～【9】／【 】を押してカタカナを入
力する
入力エリアに文字が半角で表示されます。

3 ボタンを押す
確定エリアに文字が表示されます。

■全角のカタカナ入力をするには
「かな」モードでひらがなを入力後、 ボタン

を押して、変換候補の中から全角のカタカナを選択し
ます。

1 ボタンを押し、「英」または「数」を
選択する

2 【0】～【9】を押して文字を入力する
入力エリアに文字が半角で表示されます。

ボタンを押すと、全角文字に変換でき

ます。

3 ボタンを押す
確定エリアに文字が表示されます。

・メールアドレスを入力する場合は、全角文字に変換で
きません。

入力
モード

入力できる記号

記号
（半角
記号）
*4

半角記号
＠．＿―/：；，｀’！？＾＊＋￥＃＄％＆（）＜＞
［ ］｛｝″̃ ｜＝

全角記号
、。，．・：；？！゛゜´｀¨＾‾＿ヽヾゝゞ〃仝々〆
〇－―‐／＼～‖｜…‥‘’“”（）〔〕［］｛｝〈〉《》
「」『』【】＋－±×÷＝≠＜＞≦≧∞∴♂♀°′″℃
￥＄¢£％＃＆＊＠§☆★○●◎◇◆□■△▲▽▼
※〒→←↑↓〓∈∋⊆⊇⊂∪∩∧∨¬⇒⇔∀∃∠⊥
⌒∂∇≡≒≪≫√∽∝∵∫∬Å‰♯♭♪†‡¶◯
ゐゑヰヱヴヵヶ

特殊記号 *5
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳ⅠⅡⅢ
ⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ
㍉㌔㌢㍍㌘㌧㌃㌶㍑㍗㌍㌦㌣㌫㍊㌻㎜㎝㎞㎎㎏㏄㎡
平成〝〟№㏍℡㊤㊥㊦㊧㊨
（株）（有）（代）㍾㍽㍼≒≡∫∮Σ√⊥∠∟⊿∵∩∪

区点コード
115 ページをご覧ください。

記号
（絵文
字）
*5

絵文字

定型
*6

.co. jp　.ne. jp　.com　.ac.jp　.ad.jp　.ed.jp

.go.jp　.gr.jp …………

こんにちは　わかりました　OK です　わかりませ
ん　NG です　メールしてください　電話してくだ
さい　FAX してください…………

(^_^)　(^o^)　(^_^;　( -_- ;)　(・・;)　(；_；)
(*^_^*)　m(_ _)m …………

How are you? I love you!
Congratulations! Thank you! …………

お父さん　お母さん　おじいちゃん　おばあちゃん
おそば屋さん　お寿司屋さん　ラーメン屋さん　ピ
ザ屋さん　…………

ひらがな入力と漢字入力をするには

…………

次の一覧

次の一覧

文字切替

漢字変換

確定

カタカナ入力をするには

英字入力・数字入力をするには

文字切替

確定

漢字変換

文字切替

サイズ変換

確定



準
備

 

1 ボタンを押し、「記号」を選択する
ボタンを押すごとに、入力画面が「半角

記号」→「全角記号」→「特殊記号」→「区点コー

ド」に切り替わります。

2 ／ ／ ／ で記号を選択する

3 ボタンを押す
確定エリアに記号が表示されます。

・メール文章作成時にのみ、手順1で「特殊記号」が表
示されます。

1 ボタンを押し、「記号（絵文字）」を
選択する

ボタンを押すごとに、一覧画面が切り替

わります。

2 ／ ／ ／ を押し、絵文字を選択する

3 ボタンを押す
確定エリアに絵文字が表示されます。

1 ボタンを押し、「記号」を選択する

2 ボタンを押し、「区点コード」を選
択する
区点コード入力画面になります。

3 【0】～【9】を押して区点コード（4 桁）を
入力する
区点コードで入力できる文字については「区点

コード表」（P.115）をご覧ください。

4 ボタンを押す
確定エリアに文字が表示されます。

・入力した区点コードに割り当てられた文字がない場

合は、エラー音が「ピピピ」と鳴って入力されません。
・区点コードで入力した文字はすべて全角となります。

入力スペースが半角しか残っていない場合は、区点
コードによる入力はできません。

電話帳の名前やメールアドレス、メール作成時の
宛先、題名、本文を入力するときに便利です。

1 ボタンを押し、「定型」を選択する
電話帳の名前やメールアドレス、メール作成の宛

先の入力時は手順3に進みます。

2 ボタンを押し、定型文の種類を選択
する

ボタンを押すごとに、一覧画面が切り替

わります。

3 ／ を押し、定型文を選択する

4 【スタート／セット】を押す
確定エリアに定型文が表示されます。

電話帳のメールアドレスや、メール作成時の宛先、
題名、本文に利用できる定型文をそれぞれ 10 件
まで自分で作成し、登録することができます。

1 ボタンを押し、「定型」を選択する

2 ボタンを押す
すでに自作定型文を登録している場合は、そのリ

ストが表示されます。

3 ボタンを押す

4 定型文を入力する
最大全角10文字、半角20文字まで入力できます。

5 ボタンを押す
確定エリアに文字が表示されます。

6 ボタンを押す
入力した定型文が登録されます。

7 ボタンを押す
登録した定型文がリストの一番上に表示されま

す。

■自作定型文を修正するには

手順 2 で自作定型文のリストが表示されているとき
に、 ／ で 修 正 し た い 定 型 文 を 選 択 し、

ボタンを押します。修正が終わったら、も
う一度 ボタンを押してください。

■自作定型文を消去するには
手順 2 で自作定型文のリストが表示されているとき

に、 ／ で消去したい定型文を選択し、 ボ
タンを押して ボタンを押します。

記号入力をするには

絵文字入力をするには

区点コードで入力するには

文字切替
次の一覧

確定

文字切替

次の一覧

確定

文字切替

次の一覧

確定

定型文入力をするには

定型文を自分で作るには（自作定型文）

文字切替

次の一覧

次の一覧

文字切替

自作定型

新規登録

確定

確定

戻る

内容修正

確定

消去

はい
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付属子機（カナ）で入力する
ダイヤルボタンを使って文字を入力します。各ボ
タンには「文字リスト」の文字が割り当てられて
おり、ボタンを押すごとに文字が変わります。

◆子機の文字入力画面

1 【カナ／ファクス】を押す
押すごとに入力モードが「カナ」→「エイ」→「ス

ウ」に切り替わります。

・続けて同じボタン上の文字を入力する場合は、文字を
入力した後に を押してカーソルを移動してから、

次に入力したい文字を入力します。
・スペースを入力するときは を押して入力エリアに

あるカーソル（ ）を右に動かし、スペースを入力し
ます。

1 【カナ／ファクス】を押して「カナ」　「エイ」
または「スウ」を選択する

2 【0】～【9】／【 】を押して文字を入力する
入力エリアに文字が表示されます。

■入力した文字を消去するには
【クリア／キャッチ】を押すと、1 文字ずつ消去する

ことができます。2秒以上押し続けると、すべての文
字を消去することができます。

■文字を追加するには
／ で挿入したい位置にカーソルを移動し、文

字を入力します。
■文字を修正するには

／ で修正したい文字までカーソルを移動し、
【クリア／キャッチ】を押して、入力し直します。

増設子機（漢字）で入力する
ダイヤルボタンを使って文字を入力します。各ボ
タンには「文字リスト」の文字が割り当てられて
おり、ボタンを押すごとに文字が変わります。

◆子機の文字入力画面

1 【文字／ファクス】を押す
押すごとに入力モードが「漢」→「カナ」→「英」

→「数」→「記号入力」→「定型文」に切り替わ

ります。

入力モードの切り替え

文字リスト

ボタン カナ エイ スウ

ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ
ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ

@._-/ ̃ 1

ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ abc
ABC

2

ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ def
DEF

3

ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ
ｯ

ghi
GHI

4

ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ jkl
JKL

5

ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ mno
MNO

6

ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ pqrs
PＱRS

7

ﾔ ﾕ ﾖ
ｬ ｭ ｮ

tuv
TUV

8

ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ wxyz
WXYZ

9

ﾜ ｦ ﾝ
、 。－ ！ ?

. ’, : ;- ̃( )
[]{}&_!#＄% ＾＊
+l=< >?”￥／｀＠

0

゛ °

マツカワ
　　　　［カナ］

現在の入力モード
【カナ／ファクス】を押すごとに
切り替わる

入力エリア
入力された文字が表示される

カタカナ入力・英字入力・数字入力をするには

入力モードの切り替え

松浦

漢＞ひろゆき

現在の入力モード
【文字／ファクス】を押すごとに切り替わる

確定エリア
確定した文字が表示される
入力エリア
入力中の文字が表示される
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*1「゛」「゜」をつけることができない文字の後ろには「゛」
「゜」を入力することはできません。

・続けて同じボタン上の文字を入力する場合は、文字を
入力したあとに を押してカーソルを移動してか

ら、次に入力したい文字を入力します。
・スペースを入力するときは を押して確定エリアに

あるカーソル（ ）を右に動かし、スペースを入力し
ます。

1 【文字／ファクス】を押して「漢」を選択する

2 【0】～【9】／【 】を押してひらがなを入
力する
入力エリアに文字が全角で表示されます。

漢字変換をしないときは、手順4に進みます。

3 ／ で変換したい漢字を選択する
【クリア／キャッチ】を1 回押すと、変換を取り消

せます。

4 【メニュー／セット】を押す
確定エリアに文字が表示されます。

■入力した文字を消去するには
【クリア／キャッチ】を押すと、1 文字ずつ消去する

ことができます。
■文字を追加するには

／ で挿入したい位置にカーソルを移動し、文
字を入力します。

■文字を修正するには
／ で修正したい文字までカーソルを移動し、

【クリア／キャッチ】を押して、入力し直します。

・漢字がうまく変換されないときは、変換文字数を 1文
字分にしたり、濁点や半濁点を外したり、読み（音読

み・訓読み）を変えて入力し直してください。

1 【文字／ファクス】を押して「カナ」「英」ま
たは「数」を選択する

2 【0】～【9】／【 】を押して文字を入力する

3 【メニュー／セット】を押す
確定エリアに文字が表示されます。

■全角のカタカナ入力をするには

「漢」モードでひらがなを入力後、 ／ で変換候
補の中から全角のカタカナを選択します。

1 【文字／ファクス】を押して「記号入力」を選
択する

2 ／ ／ ／ で記号を選択する

3 【メニュー／セット】を押す
確定エリアに記号が表示されます。

文字リスト

ボタン 漢 カナ 英 数

あいうえお
ぁぃぅぇぉ

ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ
ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ

@._-/ ̃ 1

かきくけこ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ abc
ABC

2

さしすせそ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ def
DEF

3

たちつてと
っ

ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ
ｯ

ghi
GHI

4

なにぬねの ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ jkl
JKL

5

はひふへほ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ mno
MNO

6

まみむめも ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ pqrs
PＱRS

7

やゆよ
ゃゅょ

ﾔ ﾕ ﾖ
ｬ ｭ ｮ

tuv
TUV

8

らりるれろ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ wxyz
WXYZ

9

わをん
ゎ､。ー！？

ﾜ ｦ ﾝ
, 。－ ！ ?

. ’, : ;- ̃( )
[]{}&_!#＄%＾
＊ +l=< >?”
¥/｀@

0

゛°
（*1）

゛ °

入力モード 入力できる記号

記号入力 半角記号
＠．＿―／：；，｀’！？＾＊＋￥＃＄％＆（）
＜＞［ ］｛｝″̃ ｜＝

全角記号
、。，．・：；？！゛゜´｀¨＾‾＿ヽヾヽヾ〃
仝々〆〇－―‐／ ＼～‖｜…‥‘’“”（）〔〕［］
｛｝〈〉《》「」『』【】＋－±×÷＝≠＜＞≦≧∞
∴♂♀°′″℃￥＄¢£％＃＆＊＠§☆★○●
◎◇◆□■△▲▽▼※〒→←↑↓〓∈∋⊆⊇⊂
∪∩∧∨¬⇒⇔∀∃∠⊥⌒∂∇≡≒≪≫√∽∝
∵∫∬Å‰♯♭♪†‡ ¶◯
ゐゑヰヱヴヵヶ

定型文 お父さん　お母さん　おじいちゃん　おばあ
ちゃん　おそば屋さん　お寿司屋さん　ラーメ
ン屋さん　ピザ屋さん　…………

ひらがな入力と漢字入力をするには

カタカナ入力・英字入力・数字入力をするには

記号入力をするには
29
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1 【文字／ファクス】を押して「定型文」を選択
する

2 ／ で定型文を選択する

3 【メニュー／セット】を押す
確定エリアに定型文が表示されます。

日付と時刻を合わせる

親機のディスプレイに表示される日付と時刻を合
わせます。また、日付と時刻を合わせると、ファ
クス送信時に相手側の記録用紙に発信した日付と
時刻をプリントしたり、留守番電話で用件が録音
された日付と時刻を確認することもできます。子
機では時刻のみ設定できます。

親機を合わせる

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「初期設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「日付時刻設定」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す
日付時刻入力の画面が表示されます。

6 【0】～【9】を押して日付と時刻を入力し、
ボタンを押す

1桁の数字は 0から入力します。

時刻は24時間制で入力します。

■数字を入力し直すには

手順 6 で ／ を押して、修正したい数字まで
カーソルを移動し、正しい数字を入力します。

・長時間電源プラグを抜いていたり、停電があったりす

ると、ディスプレイに「セットキーを押して　時刻設
定して下さい」と表示されることがあります。その場

合は【スタート／セット】を押し、日付と時刻を入力
し直してください。

子機を合わせる

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ショキセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「ジコクセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

定型文入力をするには

登録

確定
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4 【0】～【9】を押して時刻を入力し、【メニュー
／セット】を押す
1桁の数字は 0から入力します。

時刻は24時間制で入力します。

■数字を入力し直すには

手順 4 で ／ を押して、修正したい数字まで
カーソルを移動し、正しい数字を入力します。

待機画面を切り替える

親機の待機画面を、あらかじめ用意されている 4
種類の画像や、Lモードで入手した画像に変更する
ことができます。
（お買い上げ時の設定は「月カレンダー」になって
います。）

◆「月カレンダー」設定時の表示例

◆「月カレンダー」以外を設定した場合の表示例

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「画面設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「待機画面選択」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

4 【スタート／セット】を押し、 ／ で表示
させたい待機画面を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
月カレンダー ：当月のカレンダー

週カレンダー ：週間スケジュール

時計 ：日付と時刻

写真 ：あらかじめ用意された画像

Lモード画像 ：待機画面に登録した画面メモの画

像（P.75）

5 ボタンを押す

０件

０件

０件

登録
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あなたの名前と電話番号
を登録する

ファクス送信時には、相手側の記録用紙に、こち
らの親機に登録した名前と電話番号がプリントさ
れます。

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「初期設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「あなたの名前と TEL」を選択し、
【スタート／セット】を押す

4 ／ で「名前」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 名前を入力したら、もう一度 ボタンを押
す
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

最大全角8文字、半角 16文字まで入力できます。

6 ／ で「TEL」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

7 【0】～【9】を押して電話番号を入力したら、
ボタンを押す

スペースは で入力します。入力し直すには、【消

去】を押して正しい数字を入力してください。最

大20桁まで入力できます。

8 ボタンを押す

確定

確定

登録
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電話をかける

親機でかける

1 受話器を取る
「ツー」という発信音を確認します。

2 ダイヤルする
ダイヤルした番号がディスプレイに表示されま

す。

3 相手が応答したら、話す
通話時間の目安がディスプレイに表示されます。

話し終わったら受話器を戻します。

■受話器を取らずにかけるには

【オンフック】を押してダイヤルするか、ダイヤルし
て【オンフック】を押します。相手が出たら受話器を

取って話します。
■通話を録音するには

通話中に ボタンを押すと、すぐに会話の録
音を開始します（通話録音）。【スタート／セット】を

押すと録音を終了します。録音件数は 1 件で録音時
間は約 40秒です。通話録音を聞くには、【再生】を

押します。消去するには、再生中に【消去】を押し、
ボタンを押します。また、待機中に【消去】を

押して消去することもできます（「メモリに保存され
ている内容を一括消去する」P.99）。

■ダイヤル回線でプッシュホンサービスを利用するに
は

各種サービスにダイヤル後、【 】（トーン）を押しま
す。詳しくは各種サービスの提供元にお問い合わせく

ださい。
■電話がつながりにくい場合は

受話器を取らずにダイヤルし、ポーズが必要なところ
で ボタンを押してから受話器を取ります。1

回ごとに約 1 秒の待ち時間が入ります。国際電話な
どで電話がつながりにくいとき、外線発信番号やご利

用になる電話会社の回線番号と電話番号の間にポー
ズを入れるとつながりやすくなります。

子機でかける

1 充電台から取る
充電台に置いていないときは【通話】を押します。

「ツー」という発信音を確認します。

2 ダイヤルする

3 相手が応答したら、話す
話し終わったら充電台に戻します。充電台に置か

ないときは【切】を押します。

■子機を充電台から取らずにかけるには

【通話】を押してダイヤルするか、ダイヤルして【通
話】を押します。相手が出たら充電台から取って話し

ます。
■充電台から取っても外線につながらないようにする

には
子機を充電台から取った後、【通話】を押さないと外

線につながらないように設定することができます
（P.43）。

■ダイヤル回線でプッシュホンサービスを利用するに
は

各種サービスにダイヤル後、【 】（トーン）を押しま
す。詳しくは各種サービスの提供元にお問い合わせく

ださい。
■電話がつながりにくい場合は

［切］を押してダイヤルし、ポーズが必要なところで
を押してから［通話］を押します。1 回ごとに約

1秒の待ち時間が入ります。国際電話などで電話がつ
ながりにくいとき、外線発信番号やご利用になる電話

会社の回線番号と電話番号の間にポーズを入れると
つながりやすくなります。なお、ポーズを含めて最大
23桁までダイヤルすることができます。

通話録音

はい

ポーズ
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電話を受ける

親機で受ける

1 着信音が鳴ったら、受話器を取る
話し終わったら受話器を戻します。

■ 電話に出なかった場合は

電話に出なかった場合は、設定された時間（P.54）
だけ着信音が鳴った後、電話がつながって相手に応答

メッセージが流れます。詳しくは53ページをご覧く
ださい。

■ かかってきた電話の着信日時を確認するには
を押すと、着信履歴が表示されます。 ／ で確

認したい着信履歴を選んで ボタンを押すと、着
信日時を確認することができます。

ナンバー・ディスプレイを契約されている場合は、着
信日時の他に相手の電話番号や名前も確認すること

ができます（P.62）。

子機で受ける

1 着信音が鳴ったら、充電台から取る
充電台に置いていないときは【通話】を押します。

話し終わったら充電台に戻します。充電台に置か

ないときは【切】を押します。

■ 電話に出なかった場合は

電話に出なかった場合は、設定された時間（P.54）
だけ着信音が鳴った後、電話がつながって相手に応答
メッセージが流れます。詳しくは53ページをご覧く

ださい。
■ 充電台から取っても外線につながらないようにする

には
子機を充電台から取った後、【通話】を押さないと外

線につながらないように設定することができます
（P.43）。

電話をかけ直す（リダイ
ヤル）

親機でリダイヤルする
最後にかけた電話番号にかけ直すことができま
す。

1 受話器を取る

2 【リダイヤル】を押す
親機から最後にかけた電話番号がディスプレイに

表示され、自動的にダイヤルします。

子機でリダイヤルする
子機からかけた過去 10 件分の電話番号が発信履
歴として記録されています。

1 充電台から取る
【通話】が点灯します。

充電台に置いていないときは、手順3へ進みます。

2 【切】を押す
【通話】が消灯します。

3 を押す
子機から最後にかけた電話番号がディスプレイに

表示されます。

4 ／ を押してかけ直したい電話番号を表
示させる

5 【通話】を押す

■発信履歴を消去するには 

1手順4 で消去する電話番号を表示させ、【メニュー
／セット】を押す 

2 ／ で「イッケンショウキョ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す 

3 ／ で「ハイ」を選択し、【メニュー／セット】
を押す

■発信履歴の電話番号を電話帳に登録するには 

1手順4 で登録する電話番号を表示させ、【メニュー

／セット】を押す 

2 ／ で「デンワチョウトウロク」を選択し、

【メニュー／セット】を押す 

3名前を入力し、【メニュー／セット】を押す 

4【メニュー／セット】を押す

詳細
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話している相手をお待た
せする（保留）

相手をお待たせする間、メロディを流すことがで
きます。

親機で保留にする

1 通話中に【保留／内線】を押す
保留メロディが流れ、ディスプレイに「保留中」と

表示されます。

受話器を戻しても電話は切れません。

2 再び相手と話すときは【保留／内線】を押す
受話器が戻してあるときは、受話器を取るとその

まま話せます。

■親機で保留後、子機で話すには

保留中に親機の受話器を戻した後、子機を充電台から
取ります。充電台に置いていないときは、【通話】を

押します。

・親機で約10分以上保留にしたままにすると、電話が

自動的に切れます。

子機で保留にする

1 通話中に【保留／内線】を押す
保留メロディが流れます。

充電台に戻しても電話は切れません。

2 再び相手と話すときは【保留／内線】または
【通話】を押す
子機を充電台に戻してあるときは、充電台から取

るとそのまま話せます。

■子機で保留後、親機で話すには
保留中に子機を充電台に戻すか【切】を押した後、親

機の受話器を取ります。
■子機で保留後、他の子機で話すには

増設子機を登録している場合は、保留中に子機を充電
台に戻すか【切】を押した後、他の子機を充電台から

取ります。充電台に置いていないときは、【通話】を
押します。

キャッチホンを受ける

通話中に別の人から着信があるとキャッチホン信
号が聞こえ、別の人との通話に切り替えられるよ
うにするサービスがキャッチホンです。キャッチ
ホンサービスを利用するには、あらかじめNTT と
の契約が必要です。

親機で受ける

1 通話中にキャッチホン信号が聞こえる

2 【キャッチ】を押す
話していた相手は保留状態となり、後からかけて

きた相手と通話できます。

3 もう一度【キャッチ】を押す
後からかけてきた相手が保留状態となり、先に話

していた相手と通話を続けることができます。

子機で受ける

1 通話中にキャッチホン信号が聞こえる

2 【クリア／キャッチ】を押す
話していた相手は保留状態となり、後からかけて

きた相手と通話できます。

3 もう一度【クリア／キャッチ】を押す
後からかけてきた相手が保留状態となり、先に話

していた相手と通話を続けることができます。

・通話中にキャッチホンでファクスを受信すると、電話

が切れて元の相手との通話に戻れなくなります。
・キャッチホンとは別にキャッチホン･ディスプレイを

ご契約の場合は、手順 1で相手の電話番号などが表示
されます。
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子機を持たずに話をする
スピーカホン）

子機を持たずに相手と話ができます。

スピーカホンで電話をかける

1 【スピーカ】を押す

2 ダイヤルして話す
送話口から50cm以内の距離で話してください。

3 終わったら、【切】を押す

スピーカホンで電話を受ける

1 着信音が鳴ったら、【スピーカ】を押す

2 話す
送話口から50cm以内の距離で話してください。

3 終わったら、【切】を押す

■ 通常の通話中にスピーカホン通話に切り替えるには

【スピーカ】を押します。
■ スピーカホン通話中に通常の通話に切り替えるには

充電台に置いてあるときは、充電台から取ります。充
電台に置いていないときは【スピーカ】を押します。

■ 相手の声（スピーカ）の音量を調節するには
通話中に ／ を押します。

・【スピーカ】を押して電話に出たとき、約 3 秒間はこ
ちらの声が相手に聞こえにくい場合があります。

・通話中に充電台に戻すと、電話が切れてしまいます。

電話帳に登録する

よく利用する電話番号などは、前もって電話帳に
登録しておくと便利です。

親機に登録する
親機の電話帳には、メールアドレスも登録できま
す。電話帳は最大100件まで登録できます。文字
の入力のしかたは25 ページをご覧ください。

◆親機の電話帳登録画面

1 を押す

2 ボタンを押す

3 ／ で「なまえ」の行を選択し、 ボタ
ンを押す

4 名前を入力したら、もう一度 ボタンを押
す
最大全角6 文字、半角12文字まで入力できます。

入力した文字のフリガナが表示されます。修正す

る必要がないときは、手順7 に進みます。

5 ／ で「フリガナ」の行を選択し、 ボ
タンを押す

6 フリガナを入力したら、もう一度 ボタン
を押す
最大半角12文字まで入力できます。

7 ／ で「TEL」の行を選択し、 ボタン
を押す

8 電話番号を入力したら、 ボタンを押す
最大 23 桁まで入力できます。市外局番から入力

してください。

ポーズ（P.33）を入力するには ボタンを

押します（6回まで入力することができます）。

9 ／ で「メール」の行を選択し、 ボタ
ンを押す

10 メールアドレスを入力したら、もう一度
ボタンを押す

最大半角50文字まで入力できます。

11 ボタンを押す

戻る 登録選択

電話帳登録
松川尚彦
マツカワタカヒコ
０１２３４５＃＃＃＃
ａｂｃｄ＠ｘｘｘｘ．ｊｐ

なまえ：

フリガナ：

ＴＥＬ：

メール：

項 目 の 行を 選 択 し て
ボタンを押すと、文字

や電話番号の入力画面が
表示される

選択

各項目を登録したら、 ボタンを押して電話帳の登録を
完了する

登録

新規登録

選択

確定

選択

確定

選択

確定

ポーズ

選択

確定

登録
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12 ボタンを押す

■電話帳を修正するには 

1 を押し、 ／ で修正する相手を選択し、
ボタンを押す 

2 ／ で修正する項目を選択し、 ボタンを
押す 

3修正が終わったら、 ボタンを押す 

4他に修正する項目がある場合は、手順 2～ 3を繰

り返す 

5 ボタンを押す

■電話帳を消去するには 

1 を押し、 ／ で消去する相手を選び、【消去】

を押す 

2 ボタンを押す

■電話帳の登録内容を確認するには
を押 し、 ／ で 確認 する 相手 を選 択し、

ボタンを押します。
■親機の電話帳を子機にコピーするには

親機の電話帳データを、子機に全件転送することがで
きます（P.38）。

■「メモリがありません」と表示された場合は
すでに電話帳が100 件登録されています。不要な電

話帳を消去してください。
■かかってきた電話番号（着信履歴）を電話帳に登録す

るには
ナンバー・ディスプレイをご利用の場合は、かけてき

た相手の電話番号を電話帳に登録することができま
す（P.66）。

■海外の電話番号を入力するには
「マイライン」「マイラインプラス」の登録状況で電話

番号の入力のしかたが異なります。
登録しているとき：

「010」+（国番号）+（相手国内番号）
登録していないとき：

（ご利用になる電話会社の回線選択番号）+
「010」+（国番号）+（相手国内番号）

・間違い電話や誤送信を防ぐため、番号は正確に入力し

てください。
・お買い上げ時には、あらかじめ 4 カ所の相手先（時

報、天気予報、電報、番号案内）が登録されています
（電話帳プリセット）。電話帳プリセットは修正／消去

することもできます。
・すでに電話帳に登録されている電話番号の桁数に

よっては、メモリ容量の関係で電話番号が 23桁まで
入力できない場合があります。

・手順 4 で名前を入力途中に ボタンを押すと「入
力文字は消えます よろしいですか？」と表示されま

す。 ボタンを押すと電話帳登録画面に戻ります。

子機に登録する
名前と電話番号を、最大 100 件まで登録できま
す。文字の入力のしかたは 28 ページをご覧くだ
さい。

1 【通話】が消灯している状態で を押す

2 ／ で「トウロク」を選択し、【メニュー
／セット】を押す
名前の登録画面が表示されます。

3 名前を入力したら、【メニュー／セット】を押
す
最大半角12文字まで入力できます。

4 電話番号を入力したら、【メニュー／セット】
を押す
ポーズを含めて最大 23 桁まで入力できます。市

外局番から入力してください。

ポーズを入力するには を押します。

■電話帳を修正するには 

1【通話】が消灯している状態で、 ／ で修正す
る電話帳を表示し、【メニュー／セット】を押す 

2 ／ で「ナイヨウシュウセイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す 

3 名前を修正する場合は、 ／ で修正したい文
字までカーソルを移動し、【クリア／キャッチ】を

押して新しい文字を入力し、【メニュー／セット】
を押す

修正しない場合は、【メニュー／セット】を押して
手順 4 に進みます。 

4 電話番号を修正する場合は、【クリア／キャッチ】
を押し、新しい電話番号を入力し、【メニュー／

セット】を押す
修正しない場合は、【メニュー／セット】を押すと

待機状態に戻ります。
■電話帳を消去するには 

1【通話】が消灯している状態で、 ／ で消去す
る電話帳を表示し、【メニュー／セット】を押す 

2 ／ で「イッケンショウキョ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す 

3 ／ で「ハイ」を選択し、【メニュー／セット】
を押す

■「メモリイッパイデス」と表示された場合は
すでに電話帳が100 件登録されています。不要な電

話帳を消去してください。

戻る

内容修正
選択

確定

登録

はい

詳細

戻る

はい
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■ かけた電話番号（発信履歴）を電話帳に登録するには 

1【通話】が消灯している状態で を押す 

2 ／ で登録する電話番号を表示し、【メニュー
／セット】を押す 

3 ／ で「デンワチョウトウロク」を選択し、
【メニュー／セット】を押す 

4名前を入力し、【メニュー／セット】を押す 

5【メニュー／セット】を押す

■ かかってきた電話番号（着信履歴）を電話帳に登録す
るには

ナンバー・ディスプレイをご利用の場合は、かけてき
た相手の電話番号を電話帳に登録することができま

す（P.66）。
■ 親機の電話帳を子機にコピーするには

親機の電話帳データを子機に一括転送できます。この
とき、子機に登録されている電話帳データはすべて消

去されますのでご注意ください。 

1【通話】が消灯している状態で を押す 

2 ／ で「テンソウ」を選択し、【メニュー／
セット】を押す 

3 ／ で「ハイ」を選択し、【メニュー／セット】

を押す
■ 海外の電話番号を入力するには

「マイライン」「マイラインプラス」の登録状況で電話
番号の入力のしかたが異なります。

登録しているとき：
「010」+（国番号）+（相手国内番号）

登録していないとき：
（ご利用になる電話会社の回線選択番号）+

「010」+（国番号）+（相手国内番号）

・間違い電話や誤送信を防ぐため、番号は正確に入力し

てください。
・お買い上げ時には、あらかじめ 4 カ所の相手先（時

報、天気予報、電報、番号案内）が登録されています
（電話帳プリセット）。電話帳プリセットは修正／消去

することもできます。
・操作中に親機が使用されると、操作が強制終了される

ことがあります。
・子機の電話帳を親機や他の子機にコピーすることは

できません。

電話帳ダイヤルで電話を
かける

親機でかける
電話帳から目的の相手先の名前を選択し、電話を
かけます。

◆親機の電話帳画面

1 を押し、 ／ でかけたい相手先名を選
択する

2 受話器を取る
表示している電話番号を自動的にダイヤルしま

す。

■相手先をすばやく探すには
を押し、電話帳を表示させてからダイヤルボタン

を押すと、ボタンに刻印された「行」に登録されてい
る最初の相手先名が表示されます。

【1】…あ行 【2】…か行 【3】…さ行
【4】…た行 【5】…な行 【6】…は行

【7】…ま行 【8】…や行 【9】…ら行
【0】…わ行

押したボタンの「行」に該当する相手先が登録されて
いないときは、「ピピピ」と音が鳴ります。

■操作を間違えたときは
【ストップ】を押して、操作をやり直してください。

戻る 詳細新規登録 内容修正

電話帳　　　件［　　６］

　おばさん
　おじさん

　時報
　天気予報
　電報

フリガナを基準に、フリ
ガナなし→ 50 音順→ア
ルファベット順→数字順
→記号順に表示される

現在登録済みの件数
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子機でかける
目的の電話帳を選択し、電話をかけます。

◆子機の電話帳画面

を押すごとに、50音順→アルファベット順→数字順→記号
順に表示される。 を押すと逆順に表示される

1 充電台から取る
【通話】が点灯します。

充電台に置いていないときは、手順3へ進みます。

2 【切】を押す
【通話】が消灯します。

3 ／ でかけたい相手先を表示させる

4 【通話】を押す
表示している電話番号を自動的にダイヤルしま

す。

スピーカホンでかけるときは、【スピーカ】を押し

ます。

■相手先を探すには

を押し、 ／ で「ケンサク」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押してからダイヤルボタンを押す

と、ボタンに刻印された「行」に登録されている最初
の相手先名が表示されます。

【1】…ア行 【2】…カ行 【3】…サ行
【4】…タ行 【5】…ナ行 【6】…ハ行

【7】…マ行 【8】…ヤ行 【9】…ラ行
【0】…ワ行

押したボタンの「行」に該当する相手先が登録されて
いないときは、「ピピピ」と音が鳴ります。

■操作を間違えたときは
【切】を押して、操作をやり直してください。

親機にかける・子機にか
ける（内線通話）

親機と子機、または子機同士で通話ができます。

親機から呼び出す

1 【保留／内線】を押す
呼び出された子機の呼出音が鳴ります。

●増設子機を登録している場合は、手順 1の後に

呼び出す子機の子機番号 ボタン～

ボタンを押します。

2 子機が応答したら、受話器を取って話す

3 終わったら、受話器を戻す

■子機が応答しないときは

【ストップ】を押すと呼び出しが止まります。
また、80秒間呼び出しても子機が応答しないと、自

動的に呼び出しを中止します。
■内線呼び出し中に外から電話がかかってきたら

内線呼び出しを自動的に中止し、外からの電話の着信
音が鳴ります。受話器を取ってお話しください。

■内線通話中に外から電話がかかってきたら
受話器から呼出音が聞こえますので、いったん受話器

を戻して内線通話を切ります。その後、もう一度受話
器を取ってお話しください。

■子機から呼び出されたら
受話器を取ってお話しください。

・着信音量が「消音」に設定されていても、内線からの

呼出音は最小音量で鳴ります。

子機から呼び出す

1 充電台から取るか、【通話】を押す
【通話】が点灯します。

2 【保留／内線】を押す

3 ダイヤルボタンで親機番号【0】を押す
親機の呼出音が鳴ります。

4 親機が応答したら、話す

5 終わったら、子機を充電台に戻すか、【切】を
押す

オトウサン
0902222XXXX

親機を呼び出す

子機1

子機4
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1 充電台から取るか、【通話】を押す
【通話】が点灯します。

2 【保留／内線】を押す

3 ダイヤルボタンで子機番号【1】～【4】を押す
呼び出された子機の呼出音が鳴ります。

4 ディスプレイに「ソウワモード」と表示され
たら、話す

5 話し終わったら、【クリア／キャッチ】を押す
ディスプレイに「ジュワモード」と表示され、相

手の話を聞くことができます。

6 通話を続けるときは、手順4 ～5を繰り返す
「ソウワモード」と表示中の子機で【クリア／

キャッチ】を押すたびに、送話／受話が切り替わ

ります。

7 終わったら、子機を充電台に戻すか、【切】を
押す

■ 呼び出した親機または子機が応答しないときは
【保留／内線】または【切】を押すと呼び出しが止ま

ります。
また、80秒間呼び出しても親機または他の子機が応

答しないと、自動的に呼び出しを中止します。
■ 内線呼び出し中に外から電話がかかってきたら

内線呼び出しを自動的に中止し、外からの電話の着信
音が鳴ります。【通話】を押すと、外線の相手と通話

できます。
■ 内線通話中に外から電話がかかってきたら

親機と通話中のときは、受話口から呼出音が聞こえま
すので、相手に通話を切るように伝えます。

【通話】が点滅したら【通話】を押すと、外線の相手
と通話できます。

他の子機と通話中のときは、子機間通話は中止されま
す。受話口から呼出音が聞こえたら【通話】を押す

と、外線の相手と通話できます。
■ 親機または他の子機から呼び出されたら

充電台から取るか、【通話】を押します。

・子機間通話では、送話側（「ソウワモード」と表示中
の子機）には受話側（「ジュワモード」と表示中の子

機）の声は聞こえません。
・子機間で通話できるのは60 秒までです。60秒が過

ぎると、自動的に通話が切れます。60 秒以内に送話
／受話を切り替えると、子機間通話を続けることがで

きます。
・着信音量が「ショウオン」に設定されていても、内線

からの呼出音は「オンリョウ　ショウ」で鳴ります。

親機や子機に転送する
（保留転送）

外線の相手との電話を、親機または子機に取りつ
ぐことができます。

親機から転送する
電話を親機から子機へ転送します。

1 通話中に【保留／内線】を押す
外線の相手には、保留音が流れます。

2 子機番号 ボタンを押す
増設子機を登録している場合は、呼び出す子機の

子機番号 ボタン～ ボタンを押し

てください。

呼び出された子機の呼出音が鳴ります。

3 子機が応答したら、子機と話をする
内線通話で、外線を転送することを伝えます。

4 受話器を戻す
子機と外線がつながります。

■子機の応答がないときは

もう一度【保留／内線】を押すと、呼び出しを中止
し、再び外線の相手と通話することができます。

■子機から呼び出されたら
受話器を取ってお話しください。

他の子機を呼び出す

子機1

子機1 子機4
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子機から転送する
電話を子機から親機へ、または増設している他の
子機へ転送します。

1 通話中に【保留／内線】を押す
外線の相手には、保留音が流れます。

2 ダイヤルボタンで親機番号【0】を押す
増設子機を登録している場合は、呼び出す子機の

子機番号【1】～【4】を押してください。

呼び出された親機または子機の呼出音が鳴りま

す。

3 呼び出された親機または子機が応答したら、
話をする
内線通話で、外線を転送することを伝えます。

内線通話のしかたについては、P.39をご覧くださ

い。

4 充電台に戻すか、【切】を押す
親機または他の子機と外線がつながります。

4 【通話】を押す
再び外線の相手との通話に戻ります。

■呼び出した親機または子機の応答がないときは

【保留／内線】または【通話】を押すと、再び外線の
相手と通話することができます。

■親機または他の子機から呼び出されたら
充電台から取るか、【通話】を押します。

・子機間で通話できるのは 60秒までです。60秒が過

ぎると、自動的に呼び出された子機が外線通話につな
がります。

・60 秒以内に送話側で【クリア／キャッチ】を押して
送話／受話を切り替えると、子機間通話を続けること

ができます（P.40）。

着信音を設定する

親機の着信音を設定する
親機の着信音を変えることができます。
(お買い上げ時の設定は「メロディ（ボサノバ）」に
なっています。)

1 【音量／着メロ】を押す
現在設定されている着信音が再生されます。再生

を止めるには ボタンを押してください。

2 ボタンを押す
着信音一覧が表示されます。

3 ／ で着信音を選択し、 ボタンを押
す

■選択できる着信音は

*Ｌ モードからメロディを 3 曲までダウンロードできます
（P.79）。ダウンロードした曲が登録されていない場合は、
「未登録」と表示されます。

■設定した着信音を確認するには
手順 3 の後【音量／着メロ】を押すと、再生がはじ

まります。再生を止めるには、 ボタンを押してく
ださい。

・登録されているダウンロードした着信メロディのみ

を削除することができます（P.79）。
・NTTのナンバー･ディスプレイ（有料）を契約してい

る場合は、電話帳に登録されている相手かどうかに
よって着信音を変えることができます（P.63）。

転送するときは

転送しないときは

メロディ（ボサノバ）

メロディ（ポップ）

メロディ（ニューエイジ）

クレオパトラの夢

ブランデンブルグ協奏曲

森のくまさん

ベル音1

ベル音2

ベル音3

ダウンロードした着信メロディ 1*

ダウンロードした着信メロディ 2*

ダウンロードした着信メロディ 3*

停止

一覧

確定

停止
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子機の着信音を設定する
子機の着信音を、2 種類のベル音または 3種類の
メロディから選択できます。
(お買い上げ時の設定は「ベル音 1」になっていま
す。)

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「チャクシンオンセッテイ」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

3 ／ で「チャクシンオンセンタク」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

4 ／ で着信音を選択する
設定を変更しない場合は、【切】を押します。

5 【メニュー／セット】を押す

・NTTのナンバー・ディスプレイ（有料）を契約してい

る場合は、かかってきた電話によって着信音を変える
ことができます（P.63）。

優先呼出を設定する

特定の子機や親機の着信音を約 20 秒、先に鳴ら
すことができます。設定は親機で行います。
（お買い上げ時の設定は「しない」になっていま
す。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「優先呼出」を選択し、【スタート
／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ／ で「優先機」を選択し、【スタート／
セット】を押す

6 ／ で先に着信音を鳴らしたい子機や親
機を選択し、【スタート／セット】を押す

7 ボタンを押す登録
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クイック通話を設定する

子機を充電台から取るとすぐに外線につながる機
能を設定します。設定は子機で行います。
（お買い上げ時の設定は「ON」になっています。）

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ベンリセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「クイックツウワ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

4 ／ で「ON」または「OFF」を選択し、
【メニュー／セット】を押す

・「OFF」に設定すると、子機を充電台から取っても通

話状態になりません。電話をかけたり受けたりすると
きは、充電台に置いていないときと同じように、【通

話】を押してください。
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留守モードを使う

留守モードをセットする
外出したり電話に出られないときなどに、相手の
用件を録音することができます。ファクスが送ら
れてきた場合には、自動的に受信します。

1 【留守】を押す
【留守】が点灯し、「留守録セットしました」と表

示されます。

留守モードにセットしているときに電話がかかっ
てくると、呼出音が2回または 5回鳴って（トー
ルセーバー（P.51）が「する」の場合）、相手に
次のような応答メッセージが流れます。
「ただいま留守にしております。電話の方はピーと
いう音の後にお名前とご用件をお話しください。
ファクシミリをご利用の方は送信してください。」
その後、本機が自動的に相手の用件を録音したり、
ファクスを受信します。用件録音中は相手の声が
スピーカから聞こえます。ファクスが送信されて
きたときは自動的に受信します。

■ 録音件数と録音時間について
●録音件数は、最大30件、1 件につき最大約3 分、

合計で約20分録音できます。
●留守モードにセットして次のようなメッセージが

流れるときは、不要な用件やファクスを消去してく
ださい（P.45、56、99）。

･「メモリがもうすぐいっぱいです。不要なメッセー
ジ、ファクスを消去してください。」（残り件数3

件以下または、残り時間約6分以下になったとき）
･「メモリがいっぱいです。不要なメッセージ、ファ

クスを消去してください。」（残り件数か残り時間
がなく、用件を録音できないとき）

■メモリがいっぱいのときは

メモリが足りなくて用件の録音やファクスの受信が
できないときは、応答メッセージが自動的に切り替わ

ります。
●ファクスの受信ができない場合のメッセージ

「ただいま留守にしております。電話の方はピーと
いう音の後にお名前とご用件をお話しください。

ファクシミリをご利用の方は、恐れ入りますが後ほ
どおかけ直しください。」

●用件の録音もファクスの受信もできない場合の
メッセージ

「ただいま留守にしております。恐れ入りますが後
ほどおかけ直しください。」

留守モードを解除する
留守モード中に新しい用件があったときは、【留
守】が点滅し、ディスプレイ左端の用件数表示が
黄色に変わります。

1 【留守】を押す
「留守録を解除しました」と表示されます。

新しい用件があったときは、自動的に新しい用件

の再生がはじまります。

■留守モード中に新しい用件がなかった場合は
留守モードを解除したときに、「新しい留守録はあり

ません。」と音声ガイダンスが流れます。
■用件の再生中にできる操作

45ページをご覧ください。

・ディスプレイ左端に表示される用件数は、すでに再生
済みの用件も含めてメモリに残っているすべての用

件数を示しています。

用件を再生する
録音されているすべての用件を、古いものから順
に再生します。

1 【再生】を押す
用件が古いものから順に再生されます。

留守モードがセットされていると
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【再生】を押すと、すべての用件が再生されます。
これに対して留守モードを解除した場合は、未再
生の用件のみが再生されます。
用件を再生中、ディスプレイの表示は次のように
なります。

例）すでに 4 件の用件があり、そのうちの 2 件目
が未再生だとします。この状態で留守モードを
セットした後、さらに2件の用件の録音があっ
た場合、留守モードを解除すると「2件目」→
「5件目」→「6件目」の順で再生されます。

例）6件の用件があり、そのうちの3件が未再生だ
とします。この状態で【再生】を押すと、1件
目から6件目までのすべての用件が再生されま
す。

■用件の再生中にできる操作

■聞き終わった用件を消去するには
消去したい用件が再生されているときに【消去】を押

します。
ディスプレイに「消去しますか？」と表示されますの

で、 ボタンを押してください。消去したくない場
合は、ここで ボタンを押してください。

■すべての用件を消去するには
「メモリに保存されている内容を一括消去する」

（P.99）をご覧ください。

・留守モードを解除した後に【留守】が 2回ずつ点灯す

る場合は、未再生の用件が残っています。
・通話録音がある場合は、通話録音を再生した後に用件

が再生されます。

「留守モード解除」と「再生」の違い

ボタンを押す 次の用件を再生する

ボタンを押す 現在再生中の用件を最初から再生
する

ボタンを2 回押
す

前の用件を再生する。 ボタン
を押した回数だけ前の用件に戻っ
て聞くことができる

【ストップ】を押す 再生を途中でやめる

【音量／着メロ】を押
す

音量を調節する

現在再生中の用件番号

録音されているすべての
用件数

1件目
再生済み

2件目
未再生

再生

3件目
再生済み

4件目
再生済み

5件目
未再生

6件目
未再生

再生

留守セット 留守解除

1件目
再生済み

2件目
未再生

3件目
再生済み

4件目
再生済み

5件目
未再生

6件目
未再生

再生

次へ

前へ

前へ 前へ

はい

いいえ
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子機から操作する（内線
リモート操作）

留守モードのセットや解除、用件の再生が子機か
らもできます。

留守モードをセット／解除する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ルスデンソウサ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「ルスセット」を選択し、【メニュー
／セット】を押す
留守モードがセットされます。

4 【切】を押す

3 ／ で「ルスカイジョ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す
留守モードが解除されます。未再生の用件がある
場合は、自動的に用件再生画面が表示されます。

4 【切】を押す

用件を再生する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ルスデンソウサ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「ヨウケンサイセイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す
用件の再生がはじまります。用件はスピーカから
聞こえます。

■ 用件の再生中にできる操作

■ すべての用件を消去するには
すべての用件の再生終了後に、【クリア／キャッチ】
を2回押します。

おやすみモードを使う

電話がかかってきても着信音を鳴らさずに留守応
答します。着信音で起こされたくない場合などに
便利です。親機でのみ操作できます。

おやすみモードをセットする

1 【おやすみ】を押す
【留守】が点灯し、おやすみモードがセットされま

す。

おやすみモードを解除する

1 【留守】を押す
【留守】が消灯します。【留守】が点滅していたと

きは、未再生の用件が再生されます。

1 【おやすみ】を押す
「おやすみモードを解除しました」と表示され、通

常の留守モードになります。

・おやすみモードにセットしているときは、留守録転送

（P.50）ができません。留守録転送したい場合は、留
守モードにセットしてください。

・おやすみモードにセットしているときは、電話やファ
クスの着信音や応答メッセージ、相手の声は聞こえま

せん。
・【留守】を押し、応答メッセージが流れている間に、

ボタンを押し、おやすみモードのセット
（ON）／解除（OFF）をすることもできます。

■おやすみモード中にファクスを受信したときは

記録用紙がセットされていてもプリントされずにメ
モリに保存されます。新しい受信ファクスがメモリに

保存されると、ファクス受信ランプが点滅し、ディス
プレイに「新着ファクスがあります」と表示されます

（P.55）。

セットするとき

解除するとき

【1】を押す 現在再生中の用件を最初から再生
する

【1】を2回押す 1つ前の用件を再生する

【3】を押す 次の用件を再生する

【クリア／キャッチ】
を押す

再生中の用件を消去する

【切】を押す 再生を途中でやめる

／ を押す 音量を調節する

おやすみモード・留守モードともに解除する

おやすみモードのみ解除する

おやすみ
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おやすみタイマーを設定
する

親機でおやすみタイマーを設定すると、毎日決
まった時間におやすみモードになり、終了時間に
なると解除されます。
（お買い上げ時の設定は「しない」になっていま
す。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「留守番電話」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「おやすみタイマー設定」を選択
し、【スタート／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ／ で「タイマー」を選択し、【スタート
／セット】を押す

6 【0】～【9】を押して開始時刻を入力する
1桁の数字は 0から入力します。

時刻は24時間制で入力します。

7 を押す

8 【0】～【9】を押して終了時刻を入力し、
ボタンを押す

1桁の数字は 0から入力します。

時刻は24時間制で入力します。

9 ボタンを押す

■おやすみタイマーをやめるには

手順 4 で「しない」を選択し、【スタート／セット】
を押します。

■おやすみタイマーの時刻を変えるには
手順6 または手順8で、変更したい数字にカーソル

を合わせ、入力し直します。

自作応答メッセージを録
音する

留守モードをセットした場合に、自分の声で応答
メッセージを流すことができます。

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「留守番電話」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「応答メッセージ録音」を選択し、
【スタート／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す

6 ボタンを押す

7 受話器を取る

8 ボタンを押し、「ピーッ」という音
の後に応答メッセージを受話器に向かって話
す
最大40秒間録音できます。

9 録音が終わったら、 ボタンを押す

10 受話器を戻して、 ボタンを押し、操作を
終了する

■応答メッセージを切り替えるには

【留守】を押して応答メッセージが再生されていると
きに ボタンを押すと、自作応答メッ

セージ（自分で録音したメッセージ）と固定メッセー
ジ（お買い上げ時にあらかじめ録音されているメッ

セージ）を切り替えることができます。
■録音してある応答メッセージを確認するには

手順5 の後、 ボタンを押します。
■手順6で「入れ替えしますか？」と表示されたときは

すでに自作応答メッセージが録音されています。新し
いメッセージに変更したい場合は、 ボタンを押

します。入れ替えをしない場合は、 ボタンを押
してください。

■録音してある応答メッセージを消去するには
手順 5 の後、 ボタンを押します。「消去します

か？」と表示されますので、 ボタンを押してくだ
さい。消去しない場合は、 ボタンを押してくだ

さい。

確定

登録

登録

録音

録音開始

録音終了

戻る

メッセージ切替

再生

はい

いいえ

消去
はい

いいえ
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・自作応答メッセージが 3 秒以内の場合は、手順 9 で

「やり直して下さい」と表示されます。
・メモリ残量が少なくなると応答メッセージを録音す

ることができなくなります。不要な用件やファクスな
どを消去してください（P.45、56、99）。

外出先から操作する（外
線リモート操作）

外出先から用件を聞いたり、留守モードをセット
することができます。外線リモート操作できるの
はプッシュ回線の電話機か、トーン（プッシュ）信
号の出せる電話機からのみです。

1 外出先から自宅に電話をかける

2 応答メッセージが流れる
トールセーバー（P.51）が「する」に設定されて

いる場合、応答メッセージが流れるまでの呼出音

の回数で未再生の用件の有無が分かります。

2回 ：未再生の用件があります。

5回 ：未再生の用件はありません。

15回（約45秒）：留守モードにセットされて

いません。

3 応答メッセージが流れている間に を押す
トーン信号に切り替える電話機から操作するとき

は、 を押す前にトーン信号に切り替えてくだ

さい。

4 「暗証番号を入れてください」というメッセー
ジが流れる
お買い上げ時は「1234」に設定されています。独

自の暗証番号に変更することをおすすめします

（P.49）。

5 暗証番号（4桁の数字）を入力する
「暗証番号が間違っています」というメッセージが

流れるときは、正しい暗証番号を入力し直してく

ださい。2回間違えると電話は切れます。

6 未再生の用件があるときは、「新しい留守録は
○○件です。操作番号を入れてください」と
いうメッセージが流れる
ダイヤルボタンを押して操作番号を入力します。

（「外線リモートでできる操作」P.49）

7 終わったら、電話を切る
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外出時などには、127ページのリモート操作早見
表をご活用ください。

・自動車電話や携帯電話からは、正しく操作できないこ

とがあります。
・古い用件から順に再生します。

・転送先の電話番号が登録されていない場合は、外線リ
モート操作で留守録転送をセットすることはできま

せん。

リモート暗証番号を変更
する

外出先からリモート操作をするための暗証番号（4
桁の数字）を変更できます。
（お買い上げ時の設定は「1234」になっていま
す。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「留守番電話」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「リモート暗証番号」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 【スタート／セット】を押し、【0】～【9】を
押して新しい暗証番号（4 桁の数字）を入力
し、 ボタンを押す

5 ボタンを押す

外線リモートでできる操作

用件を聞く

再生中にできること 次の用件を聞く

再生中の用件を最初
から聞く

1つ前の用件を聞く

再生を途中で止める

今聞いている用件を
消去する

再生速度を変える

留守モードのセット／解除

留守録転送のセット／解除

すべての用件を消去する

通話録音を聞く

通話録音の再生中に
できること

通話録音を最初から
聞く

再生を途中で止める

通話録音を消去する

再生速度を変える

外線リモート操作終了

2

6

4

4 4

5

0

2

1

7

0 0

3

4

5

0

2

9

確定

登録
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留守録転送を使う

留守モードにセットしてあるときに新しい用件が
録音された場合、あらかじめ登録した電話番号に
自動的にダイヤル（転送）することができます。転
送先では、外線リモート操作で用件を聞くことが
できます。

留守録転送を設定する
親機でのみ操作できます。
（お買い上げ時の設定は「しない」になっていま
す。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「留守番電話」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「留守録転送」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

4 【スタート／セット】を押し、 ／ で設定を
選択し、もう一度【スタート／セット】を押す
暗証あり：留守録転送をします。暗証番号を入力

しないと外線リモート操作ができませ

ん。

暗証なし：留守録転送をします。暗証番号を入力

しなくても外線リモート操作ができま

す。

しない ：留守録転送をしません。

「しない」を選んだ場合は手順 7へ進みます。

5 ／ で「TEL」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

6 【0】～【9】を押して転送先の電話番号を入
力し、 ボタンを押す

7 ボタンを押す

■ 登録した電話番号を変えるには　

手順 6 で【消去】を押して番号を消去した後、新し
い番号を入力します。

■ 留守録転送をやめるには
手順4で「しない」を選びます。

転送先で用件を聞く
転送先の呼び出しは、新しい用件が録音されてか
ら約 1分後に行われます。転送先では次のように
操作してください。

1 転送先に電話がかかってくる

2 電話を受けると「こちらは留守番電話です。
留守録を転送します。シャープ（ ）を押し
てください」というメッセージが繰り返し流
れる

3 を押す
トーン信号に切り替える電話機から操作するとき

は、 を押す前にトーン信号に切り替えてくださ

い。

「暗証なし」に設定しているときは手順6に進みま

す。

4 「暗証番号を入れてください」というメッセー
ジが流れる
お買い上げ時は「1234」に設定されています。

5 暗証番号（4桁の数字）を入力する
「暗証番号が間違っています」というメッセージが

流れるときは、正しい暗証番号を入力し直してく

ださい。2回間違えると電話は切れます。

6 「留守録を再生します」というメッセージが流
れる
新しい用件が再生されます。

7 「操作番号を入れてください」というメッセー
ジが流れる
外線リモート操作（P.49）ができます。

8 終わったら、電話を切る

■転送ができなかった場合は

転送先が話し中のときや電話に出なかったときなど、
転送ができなかったときは、2分間隔で、2回まで再

転送します。それでも転送できなかったときや、手順
5 で暗証番号を 2 回間違えたときは、転送動作が解

除されます。ただし、また新しい用件が録音された場
合は、その都度転送先の電話番号に電話をかけます。

・留守録転送で用件を聞くことができるのは、プッシュ

回線の電話機か、トーン（プッシュ）信号を出せる電
話機からのみです。

確定

登録
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トールセーバーを設定す
る

トールセーバーを「する」に設定すると、留守モー
ドにセットしてある場合、外出先から本機に電話
をかけ、つながるまでの呼出音の回数で新しく録
音された用件の有無が分かります。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「留守番電話」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「トールセーバー」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す

4 ／ で「しない」を選択し、【スタート／
セット】を押す

5 ／ で「呼出回数」を選択し、【スタート
／セット】を押す

6 ／ で回数（1 ～ 15）を選択し、【ス
タート／セット】を押す

7 ボタンを押す

・トールセーバーが「する」に設定されている場合、2

回呼出音が鳴って留守応答するときは、留守モード
セット後に未再生の留守録があります。未再生の留守

録がない場合は、5回呼出音が鳴ってから応答します。
3回目の呼出音が鳴った時点で新しい留守録がないこ

とが確認できるので、そこで電話を切れば通話料金は
かかりません。

留守録保存を設定する

再生済みの用件をメモリに保存するかどうかを設
定します。「しない」に設定すると、次回留守モー
ドにセットする場合に再生済みの用件のみメモリ
から消去されます。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「留守番電話」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「留守録保存」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

4 ／ で設定を選択し、【スタート／セット】
を押す

5 ボタンを押す

・メモリから消去された用件は、再度聞くことができま

せんのでご注意ください。

「する」に設定するとき

「しない」に設定するとき

登録

登録

登録
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ファクスを送信する

1 原稿入口のカバーを開ける

2 原稿をセットする
原稿入口にウラ向きに、先頭を下に向けてセット

します。

3 原稿ガイドを合わせる
原稿ガイドが原稿の両端に軽く触れる程度に合っ

ていることを確認してください。

4 ボタンを押す

5 読み取りモードを選択し、 ボタンを押す
送信の濃度や画質が選択できます（右記）。

6 電話（ファクス）番号を入力する

7 ボタンを押す
相手につながると、すぐにファクスを送信します。

■ファクス送信中のディスプレイ表示は

■途中でファクス送信をやめるには
【ストップ】を押します。原稿が途中で止まっていた

ら取り除いてください。詳しくは、「つまった原稿を
取り除くには」（P.105）をご覧ください。

■ファクス送信の濃度を選択するには
手順5で ボタンを押して濃度を選択します。ボ

タンを押すごとに、「ふつう」→「こく」→「うすく」
に切り替わります。

■画質を選択するには
手順5で ボタンを押して画質を選びます。ボタ

ンを押すごとに、次のように切り替わります。

■相手と話してから送信するには
手順 3 の後、受話器を取ってダイヤルします。相手

にファクスに切り替えてもらい、「ピー」という音が
聞こえたら ボタンを押してください。

ファクスが送信されますので受話器を戻します。
■電話帳の相手先にファクスを送信するには

手順6でダイヤルするかわりに ボタンを
押します。その後、 ／ で相手先を選び、【スター

ト／セット】を押してください。選んだ相手先の電話
番号が表示されます。

・待機画面から ボタンを押してファクス
送信操作をはじめることもできます。

原稿

原稿

送る面をウラ
向きにします。

原稿はここから出ます。
前に物を置かないこと！

原稿の両端に原稿ガイド
が軽く触れるように合わ
せます。

原稿入口のカバーを
開きます。

ファクス送信

確定

送信開始

「ふつう」 普通の文字の大きさ（本書の文字と同じくら
いの大きさ）の原稿を送信するのに適してい
る。送信にかかる時間は、「細かい」や「写真」
よりも短くなる

「細かい」 小さい文字の原稿を送信するのに適している

「写真」 写真のように濃淡のある原稿を送信するのに
適している

送信中である
ことを表示

送信枚数

濃さ

画質

ファクス送信

電話帳呼出

ファクス送信
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ファクスを受信する

親機でも子機でも受信操作が行えます。

親機で受信する

電話に出たとき、相手がファクスであれば自動的
に受信します。
（お買い上げ時はこの設定になっています。）

1 電話に出たとき、「ファクスを受信します」と
いう音声ガイダンスが流れたら、受話器を戻
す
ファクスの受信がはじまり、内容がプリントされ

ます。

ファクス受信中、ディスプレイには次のような情

報が表示されます。

1 電話に出たときに、「ポー、ポー」というファ
クス呼出音が聞こえたら、呼びかけて応答が
ないことを確認したうえで、 ボ
タンを押す

2 受話器を戻す

1 通話中に相手がファクス送信を開始したら、
ボタンを押す

2 受話器を戻す

■電話に出なかった場合は

電話に出なかった場合は、設定された時間（P.54）
だけ着信音が鳴った後、電話がつながって相手に応答

メッセージが流れます。応答メッセージはメモリの残
量に応じて、以下のいずれかが流れます。

･ 用件の録音もファクス受信も可能なとき
「呼び出しましたが近くにおりません。電話の方は

ピーという音の後にお名前とご用件をお話しくだ
さい。ファクシミリをご利用の方は送信してくださ

い。」
･ 用件の録音のみ可能なとき

「呼び出しましたが近くにおりません。電話の方は
ピーという音の後にお名前とご用件をお話しくだ

さい。ファクシミリをご利用の方は恐れ入りますが
後ほどおかけ直しください。」

･ 用件の録音もファクス受信もできないとき
「呼び出しましたが近くにおりません。恐れ入りま

すが後ほどおかけ直しください。」
■ファクス情報サービスを利用するには

お使いの電話がダイヤル（パルス）回線の場合は、各
種サービス提供元へダイヤル後、【 】（トーン）を押

します。詳しくは各サービス提供元にお問い合わせく
ださい。

・記録用紙がセットされていない場合や、ファクス受信

同時プリント（P.57）が「しない」に設定されてい
る場合は、ファクスを受信してもプリントされませ

ん。

らくらくファクス機能（P.57）が「する」のとき

らくらくファクス機能が「しない」のとき

相手と話をした後で受信するとき

受信中である
ことを表示

受信枚数

ファクス受信

ファクス受信
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子機で受信する

電話に出たとき、相手がファクスであれば自動的
に親機で受信します。
（お買い上げ時はこの設定になっています。）

1 電話に出たとき、「ファクスを受信します」と
いう音声ガイダンスが流れたら、充電台に戻
すか、【切】を押す
親機でファクス受信がはじまります。

1 電話に出たときに、「ポー、ポー」というファ
クス呼出音が聞こえたら、呼びかけて応答が
ないことを確認したうえで【カナ／ファクス】
を押す

2 充電台に戻すか、【切】を押す
親機でファクス受信がはじまります。

1 通話中に相手がファクス送信を開始したら、
【カナ／ファクス】を押す
親機でファクス受信がはじまります。

2 充電台に戻すか、【切】を押す

ファクスの受信モードに
ついて

ファクスの受信モードには、「TEL モード」と「自
動（TEL／ FAX）モード」があります。
（お買い上げ時の設定は「TELモード」になってい
ます。）
● TEL モード：電話がかかってくることが多い場合は

このモードに設定します。着信音が鳴ったら、いった

ん電話に出てからファクスを受信します。

●自動（TEL／ FAX）モード：ファクスを受信するこ

とが多い場合はこのモードに設定します。自動（TEL

／ FAX）モードにセットしてあるときは、着信音が

鳴らずに電話が自動的につながります（相手には通話

料がかかります）。相手が自動でファクスを送信して

きたときはそのまま受信します。相手が手動でファク

スを送信してきたときや電話のときは、次のような応

答メッセージが流れます。「電話の方はこのままお待

ちください。ファクシミリをご利用の方は送信してく

ださい。」このとき、はじめて着信音が鳴ります。

TELモードを設定する
電話がかかってきてから本機が留守応答するまで
の秒数（呼出時間）を 15 ～ 65 秒の間から選択
できます。
（お買い上げ時は、「45秒」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「FAX受信動作」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で「TEL」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ／ で「呼出時間」を選択し、【スタート
／セット】を押す

6 ／ で設定したい秒数を選択し、【スター
ト／セット】を押す

7 ボタンを押す

らくらくファクス機能（P.57）が「する」のとき

らくらくファクス機能が「しない」のとき

相手と話をした後で受信するとき

登録
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自動（TEL／ FAX）モードを設定
する
電話がかかってきてから本機が留守応答するまで
の秒数（呼出時間）を 15 ～ 65秒の間から選択
できます。また、応答メッセージを流すかどうか
も選択できます。
（お買い上げ時は、「45秒」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「FAX 受信動作」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で「TEL／ FAX」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

5 ／ で「呼出時間」を選択し、【スタート
／セット】を押す

6 ／ で設定したい秒数を選択し、【スター
ト／セット】を押す

7 ／ で応答メッセージの設定を指定し、
【スタート／セット】を押す

8 ボタンを押す

受信ファクスをディスプ
レイで確認する（ディス
プレイFAX）

新しい受信ファクスがメモリに保存されると、
ファクス受信ランプが点滅し、ディスプレイに「新
着ファクスがあります」と表示されます。メモリ
に保存されている受信ファクスは、ファクス受信
一覧で確認できます。

◆ファクス受信一覧の見かた

・ファクスは通常、受信しながらプリントされ、メモリ

には保存されません。ただし、記録用紙が途中でなく
なった場合や、おやすみモード中に受信した場合、ま

たはファクス受信同時プリント（P.57）を「しない」
に設定している場合には、プリントされずにメモリに

保存されます。また、ファクス自動削除（P.58）を
「しない」に設定している場合には、プリントされて

もメモリに保存されます。
・メモリには、当社 A4標準原稿を 20件約40枚まで

保存することができます。ただし、留守番電話の用件
が録音されている場合は、記録できる枚数が少なくな

ります。
・「＊」がついているファクスは、受信内容をすべてプ

リントするか、全ページをディスプレイで確認すると
マークが消えます。

登録

まだプリン
トも確認も
していない
ファクスの
マーク

受信した
日時

ページ枚数
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メモリ内の受信ファクスを確認す
る

1 ボタンを押す
ファクス受信一覧が表示されます。

2 ／ で確認するファクスを選択する

3 ボタンを押す
ファクスの内容が表示されます。

●表示しきれていない部分は、 ／ ／ ／
で確認できます。

●2枚以上ある場合、 ボタンを押すと確

認できます。

● ボタンを押すごとに、表示倍率が100

％→ 200％→ 400％→ 50％に切り替わりま

す。

● ボタンを押すごとに、90度ずつ右回転

します。

・受信したファクスの長さがA4サイズの縦よりも長い

場合は、ファクスの内容が画面に表示されないことが
あります。

メモリ内の受信ファクスをプリン
トする

1 記録用紙をセットする（P.19）

2 「メモリ内の受信ファクスを確認する」の手順
1～3 の操作を行う

3 【スタート／セット】を押す
ファクスの内容がプリントされ、メモリから消去

されます。

●ファクスが 2枚以上ある場合、「1. 全ページ

2.表示ページ」という画面が表示されます。全

ページプリントするときは【1】を、表示した

ページのみをプリントするときは【2】を押しま

す。

■ ディスプレイで確認せずにプリントするには

「メモリ内の受信ファクスを確認する」（上記）の手順
2の後、 ボタンを押します。

■ 途中でプリントをやめるには
【ストップ】を押します。

お願い

プリント操作は待機中（通話や用件再生などをしていな
いとき）に行ってください。

・倍率の切り替えや回転を行っても、プリントの倍率や

向きは変わりません。
・ファクス自動削除（P.58）を「しない」に設定して

いる場合は、ファクスをプリントしてもメモリから消
去されません。

メモリ内の受信ファクスを消去す
る

1 ボタンを押す
ファクス受信一覧が表示されます。

2 ／ で消去するファクスを選択する

3 ボタンを押す

4 ボタンを押す

■すべてのファクスを消去するには

「メモリに保存されている内容を一括消去する」
（P.99）をご覧ください。

ファクス受信一覧

画面表示

次ページ

倍率切替

右回転

プリント

ファクス受信一覧

一件消去

はい
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ファクス受信同時プリン
トを設定する

ファクス受信同時プリントを「しない」に設定す
ると、ファクスを受信したときに記録用紙がセッ
トされていてもプリントされずにメモリに保存さ
れます。ファクスの内容をディスプレイで確認し
てから必要なものだけを選び、プリントすること
ができます（P.56）。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「FAX 受信同時プリント」を選択
し、【スタート／セット】を押す

4 ／ で設定を選択し、【スタート／セット】
を押す

5 ボタンを押す

らくらくファクス機能を
設定する

親機のらくらくファクス機能を「する」に設定す
ると、電話に出たときに相手がファクスだった場
合は、音声ガイダンスが流れ、自動的にファクス
を受信します。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「らくらく FAX」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で設定を選択し、【スタート／セット】
を押す

5 ボタンを押す

■通話中にファクス受信に切り替わってしまう場合は

相手がファクスを送信していないのにファクス受信
に切り替わってしまうなど、らくらくファクス機能が

正常にはたらかない場合は、「しない」に設定してく
ださい。

「しない」に設定した場合、ファクスを受信するとき
は ボタンを押します（P.53）。

登録

登録

ファクス受信
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ファクス自動削除を設定
する

ファクス自動削除を「しない」に設定すると、ファ
クスをプリントしてもメモリから消去されず、
ファクス受信一覧（P.55）で内容を再確認／再プ
リントすることができます。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「FAX 自動削除」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で設定を選択し、【スタート／セット】
を押す

5 ボタンを押す

・メモリには、当社A4標準原稿を20件約40枚まで

保存することができます。ただし、留守番電話の用件
が録音されている場合は、保存できる枚数が少なくな

ります。
・不要な受信ファクスは、「メモリ内の受信ファクスを

消去する」（P.56）の手順にしたがってこまめに消去
してください。

登録



コピー
コ
ピ
ー 
  

コピーをする

1 記録用紙をセットする（P.19）

2 原稿入口のカバーを開ける

3 原稿をセットする
原稿入口にウラ向きに、先頭を下に向けてセット

します。

4 原稿ガイドを合わせる
原稿ガイドが原稿の両端に軽く触れる程度に合っ

ていることを確認してください。

5 ボタンを押す

6 読み取りモードを選択する
コピーの濃度や画質が選択できます（右記）。

7 ボタンを押す

■コピー中のディスプレイ表示は

■途中でコピーをやめるには
【ストップ】を押します。原稿が途中で止まっている

ときは取り除いてください。詳しくは、「つまった原
稿を取り除くには」（P.105）をご覧ください。

■コピー部数を指定するには

手順6 の後で【0】～【9】を押してコピー部数を入
力します。最大99部まで設定できます。

■コピーの濃度を選ぶには
手順6 で ボタンを押して濃度を選びます。ボタ

ンを押すごとに、「ふつう」→「こく」→「うすく」
に切り替わります。

■画質を選ぶには
手順6 で ボタンを押して画質を選びます。ボタ

ンを押すごとに、次のように切り替わります。

■コピー時にメモリがいっぱいとなりコピーできない

場合は
メモリがいっぱいになるとコピーすることができな

くなります。不要な用件やファクスを消去してやり直
してください（P.45、56、99）。

・通話中はコピーできません。
・親機ではコピー中に電話をかけることができます。

・コピー中に電話がかかってきた場合、子機は使用でき
ません。

・待機画面から ボタンを押してコピー操作をは
じめることもできます。

原稿ガイド

記録用紙トレイ

原稿
原
稿

コピー

コピー開始

コピー

　　　　　　１部
　コピー中．．． コピー中であることを表示

コピーの残り部数

「細かい」 小さい文字の原稿をコピーするのに適してい
る

「写真」 写真のように濃淡のある原稿をコピーするの
に適している

濃さ

画質

コピー
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おしらせカレンダーを利
用する

予定をカレンダーに登録することができます。予
定表を確認したり、あらかじめ設定した日時に音
声やメールで予定の通知が受けられます。

◆ おしらせカレンダーの見かた

予定を登録する
おしらせカレンダーに予定を登録するには、次の
操作を行います。通話中にも登録を行うことがで
きます。
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

1 を押す
おしらせカレンダー画面が表示されます。

2 ／ ／ ／ で予定を登録したい日を
選択し、【スタート／セット】を押す
選択した日の予定と、毎週繰り返しの予定の一覧

が表示されます。

3 ／ で 空 い て い る 行 を 選 択 し、
ボタンを押す

予定入力画面が表示されます。

4 ／ でジャンルを、 ／ で予定や時刻
の定型文を選択し、【スタート／セット】を押
す

「予定」欄に、「入力履歴」「生活」「イベント」「趣

味」「時間」のジャンルから選択した定型文が表示

されます。

オリジナルの予定や時刻を入力するときは、

ボタンを押して文字を入力し、 ボタ

ンを押します。一度入力した予定は「入力履歴」に

14件まで保存され、次回からは定型文として入力

できます。

「予定」欄の文字を修正するときは、【消去】を押

して右から１文字ずつ消去し、入力し直します。

5 ボタンを押す

6 ／ ／ ／ で予定のアイコンを選択
し、 ボタンを押す
入力した予定が予定一覧に追加されます。

音声／メールおしらせ機能を設定するときは、「お

しらせ機能を設定する」（P.61）の手順2へ進み

ます。

■予定を確認するには

手順2で予定を確認したい日を選択し、 ボタ
ンを押すと、その日から数日間分の予定表が表示さ

れます。 ボタンを押すと、おしらせカレン
ダー画面に戻ります。

■予定を修正するには 

1手順2 で予定を修正したい日を選択し、【スタート

／セット】を押す 

2 ／ で修正したい予定を選択し、

ボタンを押す 

3手順4 から6にしたがって予定を修正する
■予定を1件ずつ消去するには 

1手順2 で予定を消去したい日を選択し、【スタート
／セット】を押す 

2 ／ で消去したい予定を選択し、
ボタンを押す 

3 ボタンを押す
毎週繰り返しの予定の場合は、1件消去すると、そ

の曜日に繰り返す予定がすべて消去されます。
■入力履歴や予定を一括して消去するには

「メモリに保存されている内容を一括消去する」
（P.99）をご覧ください。

■休日表示を追加するには
あらかじめ登録された日曜日／祝日以外に休日を追

加したいときは、手順 2 で休日にしたい日を選択し
て ボタンを押すと、日付が赤色に変わりま

す。もう一度押すと元の色に戻ります。

終了 休日設定週表示プリント

選択している日付の
マーク当日のマーク

当日の予定が
あるマーク
（ブルー）

毎週の予定が
あるマーク
（オレンジ）

新規登録

戻る 確定自由入力

父お誕生日

　９月　１日の予定を入力

予定

お食事

イベント入力履歴 生活 趣味

結婚記念日

お祭り
お誕生日 セット

自由入力 確定

確定

確定

週表示

月表示

予定修正

予定消去

はい

休日設定
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・予定は1日 3件まで、合計で最大100件まで登録で

きます。また、この 100 件とは別に、毎週繰り返し
の予定を曜日ごとに1件ずつ登録できます。

・通話中に登録操作を行っているときは、内線やキャッ
チ操作を行うことができません。【ストップ】を押し

ておしらせカレンダーを終了後に操作してください。

おしらせ機能を設定する
登録した予定をあらかじめ設定した日時に音声や
メールで通知させることができます。通話中にも
設定を行うことができます。

1 「予定を登録する」（P.60）の手順1 ～2と
同様の操作をする
予定の一覧が表示されます。

2 ／ でおしらせ機能を設定したい予定を
選択し、 ボタンを押す

3 ／ で設定したい項目を選択し、 ボ
タンを押す

通知する日時（当日／1日前／2日前／時刻）や

方法（音声／メール）を設定できます。

4 ／ で設定を選択し、 ボタンを押す
「おしらせ時刻」を変更するときは、ダイヤルボタ

ンで時刻を入力します。

「メールおしらせする」に設定した後は、【スター

ト／セット】を押し、通知先のメールアドレスも

登録（P.79）します。

5 ボタンを押す

■音声／メールおしらせのメッセージ内容を確認する
には

手順 4 の後、 ボタンを押すと、音声／
メールおしらせのメッセージ内容が表示されます。

メッセージ文を追加するには ボタンを押
し、本文を入力します。

音声メッセージを確認するには ボタン
を押します。

・音声メッセージは約 3分間鳴り続けます。途中で止め

る場合は【ストップ】を押してください。
・おしらせ時刻に本機が使用中だった場合は、使用が終

わるまで予定は通知されません。エラーなどが発生し
て、送信に失敗した場合は、通知されないことがあり

ます。
・メールおしらせの通知先は 5 件まで登録できますが、

電話回線の状態などにより1件でも通知できなかった
場合は、予定一覧で「×」が表示されます。

・手順 4で「メールおしらせする」に設定し、通知先の
メールアドレスが登録されていない場合は、メールお

しらせ機能が作動しません。
・メールお知らせ機能で送信されたメールは、送信済

メールとして保存されています。不要なメールは削除
してください（P.80、82）。

・メールおしらせ機能をご利用になるには、NTT提供の
Lモードのご契約が必要です（P.67）。

・通話中に設定操作を行っているときは、内線やキャッ
チ操作を行うことができません。【ストップ】を押し

ておしらせカレンダーを終了後に操作してください。

カレンダーをプリントする
予定が書き込まれた 1ヵ月ごとのカレンダーをプ
リントすることができます。四季ごとに 4 種類の
絵柄があります。

1 記録用紙をセットする（P.19）

2 を押す
おしらせカレンダー画面が表示されます。

3 ボタンを押す
カレンダープリント画面になり、「カレンダーをプ

リントしますか？」と表示されます。

4 ボタンまたは ボタンを押して年月
を選択し、 ボタンを押す
2003年 1月から 2020 年 12月までのカレン

ダーを選択することができます。

■プリントを中止するには
【ストップ】を押します。

記録用紙が止まったままのときは、取り除いてくださ
い（「つまった記録用紙を取り除くには」P.105）。

・通話中はカレンダーをプリントすることはできませ

ん。

おしらせ

選択

確定

登録

おしらせ確認

追加入力

おしらせ再生

プリント

前月 次月
はい
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ナンバー・ディスプレイ
  

相手の電話番号を表示す
る（発信電話番号表示機
能）

NTT 東日本、NTT 西日本（以下、NTT と略す）
のナンバー・ディスプレイ（有料）をご契約にな
ると、電話をかけてきた相手の電話番号がディス
プレイに表示されます。設定は親機で行います。た
だし、相手が「通常非通知（回線ごと非通知）」を
契約している場合や、ダイヤルする前に「184」
（イヤヨ）を押した場合などは、電話番号が表示さ
れません。ナンバー・ディスプレイについて詳し
くは、NTT 窓口などにお問い合わせください。

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「初期設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「ナンバー・ディスプレイ」を選択
し、【スタート／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す

お願い

・ナンバー・ディスプレイを契約している場合は、必ず
ナンバー・ディスプレイの利用を「する」に設定して

ください。「しない」に設定していると、ボイスワー
プ（*）の呼出回数が異なることがあります。
* ボイスワープについて詳しくは、NTT窓口などにお

問い合わせください。

・次のような場合は、発信電話番号表示機能／相手先名

前表示機能がご利用になれないことがあります。
・電話帳に相手の電話番号が市外局番から正しく登録

されていない場合
・電話帳に特番ダイヤル（186 ／ 184）をつけて相

手の電話番号を登録している場合
・本機をナンバー・ディスプレイに未対応の通信機器

（TAなど）に接続している場合
1本の電話回線で2セット以上の電話機をご使用の

場合
・電話番号は、親機では下13桁が表示されます。子機

では最初の12桁が表示された後、1桁ずつスクロー
ルして表示されます。

・受話器を取ったときに「ザー」という音が聞こえる場
合は、電話がかかってきています。受話器を置いてお

待ちください。このような場合は、着信音が鳴っても
相手の電話番号はディスプレイに表示されません。

・着信拒否を設定した相手からの電話の場合は、ディス
プレイに「着信拒否番号」などが表示されます

（P.64）。
・キャッチホン・ディスプレイをご利用になる場合に

は、ナンバー・ディスプレイとは別に NTT とのご契
約が必要です（有料）。

・ネーム・ディスプレイをご利用になるには、ナンバー・
ディスプレイとは別にNTTとのご契約が必要です（有

料）。
登録

お問い合わせ先（無料）
ナンバー・ディスプレイ　カスタマーセンター

0120-848521
ハッシンバンゴウツウチ

受付時間　午前9：00 ～午後5：00
（日曜・祝日・年末年始は除きます）
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相手の状況に応じて、ディスプレイに次のように
表示されます。また、キャッチホン（P.35）が
入ったときも、同じように表示されます（キャッ
チホン・ディスプレイ）。

・付属の子機（カナ）はネーム・ディスプレイに対応し
ていません。別売品（P.115）の増設子機（漢字）で

のみご利用になれます。

鳴り分け着信音を設定す
る

かかってきた電話によって、違った着信音を鳴ら
すことができます。
この機能をご利用になる場合は、ナンバー・ディ
スプレイの利用を「する」に設定してください
（P.62）。

親機を設定する
親機の電話帳に登録されている相手からの電話の
み、設定している着信音（P.41）が鳴るように設
定できます。電話帳に登録されていない相手の場
合は、「ベル」が鳴ります。

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「電話帳着メロ呼出」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す

・電話帳に相手の電話番号が市外局番から正しく登録

されていない場合、鳴り分け着信が正しく動作しない
ことがあります。

子機を設定する
子機では、電話帳に登録されている相手、非通知、
公衆電話、表示圏外からの電話ごとに、それぞれ
違った着信音を鳴らすことができます。
【通話】が消灯している状態で操作してください。

1 【メニュー／セット】を押す

2 ／ で「チャクシンオンセッテイ」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

3 ／ で「ナリワケ」を選択し、【メニュー
／セット】を押す

4 ／ で設定したい項目を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

5 ／ で着信音を選択し、【メニュー／セッ
ト】を押す
「ナリワケOFF」を選択すると、子機の着信音とし

て設定されている音で鳴ります。

電話がかかってきたときの表示

ディスプレイ表示 内容

〈親機〉

〈子機〉

電話をかけてきた相手の電話番号
です。
「161」と表示されているときは、
Fネット（P.93）からファクスが
送信されています。

〈親機〉

〈子機〉

電話帳に登録されている相手から
電話がかかると、親機には名前と
電話番号が、子機には名前のみ表
示されます（相手先名前表示機
能）。

〈親機〉
非通知
〈子機〉
ヒツウチ

電話番号を表示しない契約の相手
からの電話です。または、相手が
ダイヤルする前に「184」を押し
ました。

〈親機〉
公衆電話
〈子機〉
コウシュウデンワ

公衆電話からの電話です。

〈親機〉
表示圏外
〈子機〉
ヒョウジケンガイ

サービス対象外の地域（海外など）
や、サービスに対応していない携
帯電話や PHS などからの電話で
す。

〈親機〉
受信エラー
〈子機〉
ジュシンエラー

一時的な回線の雑音などにより、
電話番号の情報を正しく受信でき
ませんでした。

〈親機〉 ネーム・ディスプレイをご利用の
場合は、相手が NTT に登録して
いる発信者名が親機のディスプレ
イに表示されます（相手が発信者
名を「非通知」で契約している場
合やダイヤルする前に「184」を
押した場合は、発信者名は表示さ
れません）。

031234XXXX

031234XXXX

031234XXXX
松浦弘幸 
 

マツウラヒロユキ
9月1日　15：00

035678XXXX
松浦尚彦

登録
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・電話帳に相手の電話番号が市外局番から正しく登録

されていない場合、鳴り分け着信が正しく動作しない
ことがあります。

・電話帳の相手の電話番号に特番ダイヤル（186／184）
をつけて登録している場合、鳴り分け着信が正しく動作

しないことがあります。

非通知や特定の相手から
の電話を受けない（着信
拒否）

非通知や特定の相手からの電話の着信を拒否でき
ます。かけてきた相手には「申し訳ありませんが、
こちらの都合により電話をおつなぎすることがで
きません」などの音声メッセージを流し、電話を
切ります。設定は親機で行います。
この機能をご利用になる場合は、あらかじめナン
バー・ディスプレイの利用を「する」に設定して
ください（P.62）。
（お買い上げ時の設定は、着信拒否をしない状態に
なっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「着信拒否」を選択し、【スタート
／セット】を押す

4 ／ で「非通知着信拒否」、「公衆電話拒
否」、「表示圏外拒否」のいずれかを選択し、
【スタート／セット】を押す
選択した着信拒否にチェックマークがつきます。

もう一度【スタート／セット】を押すと、チェッ

クマークが消えます。

5 複数の着信拒否を設定するときは、手順4を
繰り返す

6 ボタンを押す

4 ／ で「TEL1」～「TEL30」のいずれ
かを選択し、【スタート／セット】を押す

5 電話番号を市外局番から入力し、 ボタン
を押す

6 複数の電話番号を登録するときは、手順4～
5を繰り返す

7 ボタンを押す

非通知／公衆電話／表示圏外に着信拒否を設定

するとき

着信拒否する電話番号を登録するとき

登録

確定

登録
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着信拒否の種類と内容

■登録した電話番号を消去するには

手順5で【消去】を押して電話番号を消去します。

お願い

着信を拒否する電話番号を登録するときは慎重に行っ

てください。緊急の電話がかかってきても、登録した相
手からの電話はいっさい受けられません。

・着信拒否した相手から電話がかかってきたときは、着

信音は鳴りません。親機のディスプレイには「非通知
着信拒否」、「公衆電話拒否」、「表示圏外拒否」または

「着信拒否番号」と表示されます。子機のディスプレ
イには何も表示されません。

かけてきた相手の電話番
号を利用する（着信履歴）

電話をかけてきた相手の電話番号は、親機30 件、
子機20 件まで記憶されています（着信履歴）。
着信履歴をディスプレイに表示して確認したり
（着信履歴検索機能）、その相手に簡単な操作で電
話をかけたりできます（着信履歴ダイヤル機能）。
また、着信履歴の電話番号を電話帳に登録できま
す。
着信履歴をご利用になる場合は、ナンバー・ディ
スプレイの利用を「する」に設定してください
（P.62）。

親機で着信履歴を確認する／電話
をかける
◆着信履歴の見かた（親機：詳細）

1 を押す
着信履歴が着信日時の新しい順に表示されます。

2 ／ で着信履歴を選択する
を押すと、古いものへ 1件ずつスクロールしま

す。

3 ボタンを押す
着信履歴の詳細を確認できます。

3 受話器を取る
選択している相手にダイヤルされます。

■着信履歴を消去するには 

1 手順 2 で消去する着信履歴を表示させ、 ボタ
ンを押す 

2 ボタンを押す

着信拒否の種類 内容

非通知着信拒否 非通知契約の電話番号からの着信や、ダ
イヤルする前に「184」を押した電話の
着信を拒否できます。

公衆電話拒否 公衆電話からの着信を拒否できます。

表示圏外拒否 電話番号を通知できない地域やサービス
に対応していない携帯電話、PHSなどか
らの着信を拒否できます。

TEL1～ TEL30 着信を拒否したい相手の電話番号を 30
件まで登録できます。登録された電話番
号からの着信はいっさい受け付けなくな
ります。

詳細を確認するときは

電話をかけるときは

電話帳に登録さ
れている名前ま
た は ネ ーム・
ディスプレイに
登録されている
発信者名

相手の電話
番号

着信日時

詳細

消去

はい
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・着信履歴が記憶できる件数を超えたときは、古いもの

から順に消去されます。
・非通知や公衆電話などの着信は、「非通知」、「公衆電

話」、「表示圏外」、「受信エラー」と表示され、電話番
号は記憶されません。

・ナンバー・ディスプレイの利用を「しない」に設定し
ていても、かかってきた電話の着信日時のみ確認する

ことができます。
・ネーム・ディスプレイをご利用の場合でも、かかって

きた電話の相手が電話帳に登録されているときは、電
話帳に登録されている名前が着信履歴に表示されま

す。

子機で着信履歴を確認する／電話
をかける
【通話】が消灯している状態で操作してください。

◆着信履歴の見かた（子機）

1 を2 回押す
最新の着信履歴が表示されます。

2 ／ で着信履歴を選択する
を押すと、着信日時の新しい順に1件ずつ表示

されます。

3 を押す
を押すたびに、名前と電話番号の表示が切り替

わります。

3 【通話】を押す
選択している相手にダイヤルされます。

■ 着信履歴を消去するには 

1手順2で消去する着信履歴を表示させ、【メニュー
／セット】を押す 

2 ／ で「イッケンショウキョ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す 

3 ／ で「ハイ」を選択し、【メニュー／セット】
を押す

・着信履歴が記憶できる件数を超えたときは、古いもの

から順に消去されます。
・非通知や公衆電話などの着信は、「ヒツウチ」、「コウ

シュウデンワ」、「ヒョウジケンガイ」、「ジュシンエ
ラー」と表示され、電話番号は記憶されません。

・ナンバー・ディスプレイの利用を「しない」に設定し
ていても、かかってきた電話の着信日時のみ確認する

ことができます。

親機で電話帳に登録する

1 を押す
着信履歴が着信日時の新しい順に表示されます。

2 ／ で登録する着信履歴を選択し、
ボタンを押す

3 「親機に登録する」（P.36）の手順 3 ～ 12
にしたがって登録する

子機で電話帳に登録する

1 を 2回押す
最新の着信履歴が表示されます。

2 ／ で登録する着信履歴を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「デンワチョウトウロク」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

4 名前を入力し、【メニュー／セット】を押す

5 【メニュー／セット】を押す電話番号を確認するときは

電話をかけるときは

12月20日　22：55
　オトウサン
着信履歴

相手の電話番号
または電話帳に
登録されている
名前

着信日時

電話帳登録
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Lモードとは

NTTが提供するLモード（有料）をご契約になる
と、Lモード対応の電話機／ファクスだけで、日々
の生活に役立つ情報、地域に密着した情報をご利
用になれます。また、パソコンや携帯電話とメー
ルを送受信できます。

アクセス
ポイント

インターネット

Lモード
ゲートウェイ

※ メインメニューを
使って接続する

※ URLを指定して
接続する

サービス提供者による番組（サイト）

通販／ショッピング

マネー

タウンページ

天気予報

一般の番組（インターネットホームページ）

http://・・・・

http://・・・・

メール利用者
※ Lモードゲートウェイを経由してメール
を送受信する

情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス

メ
ー
ル

  

サ
ー
ビ
ス

NTTが契約している情報

Lモードのしくみ
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L モードでできること

本機の簡単なメニュー操作により、Lモードゲート
ウェイに接続してオンラインショッピングや各種
チケットの予約をはじめ、タウンページの検索や
着信メロディのダウンロードなどのサービスをご
利用になれます。
また、見たいインターネットホームページのアド
レスを直接入力すると、Lモードゲートウェイを経
由してインターネットに接続してインターネット
ホームページを見ることができます。情報検索
サービスの操作ができるのは、親機のみです。
※ Lモードの情報は、一部有料のものがあります。

L モードゲートウェイに接続して L モード対応の
電話機／ファクス同士だけでなく、パソコンや携
帯電話などとメールを送受信することができま
す。最大全角 500文字、半角 1000文字まで送
受信することができます。
Lモードご契約時のメールアドレスは、「お客様の
電話番号 @pipopa.ne.jp」です。メールサービス
の操作ができるのは、親機のみです。
「お客様の電話番号」の部分は、お客様の好きな英
数字と「_（アンダーバー）」、「.（ピリオド）」およ
び「-（ハイフン）」の組み合わせによる「マイアド
レス」に変えることができます。変えるときに簡
単なメールアドレス（名前など）にすると間違い
メールや迷惑メールが届くことがあります。すで
に他のお客様が利用しているメールアドレスに変
えることはできません。
L モードゲートウェイではメールを 14 日間保存
します。また、最大 200件まで保存します。

写真 L メールは、L モード間およびパソコンや携
帯電話との間で写真などの画像が添付されたメー
ル（写真つきメール）の送受信ができるサービス
です。写真 L メールの受信では、写真つきメール
に記載された画像参照用URLにアクセスすること
により、Lモードゲートウェイに蓄積された画像が
閲覧できます。Lモードゲートウェイでの受信メー
ル保存期間は 14 日間です。写真 Lメールの送信
では、送信機能に対応した端末から、写真などの
画像を添付したメールを送信します（本機は写真
L メール送信を利用したイラスト L メール送信に
対応しています）。Lモードゲートウェイでのメー
ル保存期間は 14 日間です（本機から携帯電話に

送信した場合のみ）。14 日間を過ぎたメールは自
動的に削除されます。

・Lモードをご利用になるには、お客様の電話番号（発

信電話番号）を通知する必要があります。
・情報検索サービスをご利用する際、Lモードの利便性

の向上のため、情報提供者へユーザ ID および地域識
別コード、ブラウザバージョンなどの通信機器に関わ

る情報を通知します。
・L モードの操作には、Lモードゲートウェイに接続し

て行う操作と接続しないで行う操作があります。ディ
スプレイの「 」は、L モードゲートウェイと接続

しているときにだけ表示され、【オンフック】が点滅
します。この間は通信料金がかかります。

・Lモードの通信中に、回線の通信状況等によりメール
の送受信および情報検索ができなかった場合でも、通

信料が発生します。
・Lモードゲートウェイに接続しているときにキャッチ

ホンやキャッチホン・ディスプレイが入ると、通信状
態が不安定になり、Lモードゲートウェイとの接続が

切断される場合があります。
・Lモードゲートウェイに接続しているときは通話中と

なり、電話を受けたり、ファクスを受信することがで
きません。

・PBX（構内交換機）、ホームテレホンなど、発信元の
電話番号の先頭に「0」をつける必要がある通信機器

に本機を接続した場合は、Lモードをご利用になるこ
とはできません。

・Lモードをご利用の電話回線には、複数台の電話機を
ブランチ式（並列）接続しないでください。Lモード

が正常に作動しない場合があります。
・何も操作をしていないのに「切断されました」と表示

された場合は、【スタート／セット】を押してくださ
い。Lモードゲートウェイとの接続が切断されていま

す。ディスプレイの表示は変わりません。
・Lモードゲートウェイとの接続中に一定の時間何も操

作をしないと、無通信監視時間（P.90）により、自
動的に L モードゲートウェイとの接続が切断されま

す。接続が切断されるまでの時間を設定したり、自動
的に切断されないように設定することもできます。

・Lモードのサイト（番組）以外のインターネットホー
ムページなどは、正しく表示されない場合がありま

す。JPEG およびGIF形式以外の画像データは表示さ
れません。JPEG およびGIF形式の画像データでも正

しく表示されない場合があります。
・迷惑メールが届いた場合は、「マイアドレス」に変更

するか、「迷惑メールおことわり機能」をご利用くだ
さい。詳しくは、NTTの「Lモード使用説明書」をご

覧になるか、NTTまでお問い合わせください。
・すでに転送でんわをご契約している場合は、Lモード

をご契約することはできません。
・ボイスワープと L モードを併せてご契約する場合は、

ボイスワープの設定を「無応答時転送」に変更してく
ださい。詳しくは、NTTの「Lモード使用説明書」を

ご覧になるか、NTTまでお問い合わせください。

情報検索サービス

メールサービス

写真 Lメール
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パスワードの変更・メー
ルの設定について

パスワードは設定・変更することができます。ま
た、ご契約時のメールアドレスをお客様の好きな
メールアドレス（マイアドレス）に変更すること
ができます。パスワードやマイアドレスの設定に
ついては、NTTの「L モード使用説明書」をご覧
ください。

パスワード設定
メールやサイト（番組）によっては、パスワード
が必要になります。
※ パスワードを保存すると、ご契約者以外の方も、ご契約者同

様に L モードをご利用できるようになりますので、ご注意
ください。

マイアドレス設定
メールのご契約時のメールアドレスは、「お客様の
電話番号@pipopa.ne.jp」です。「お客様の電話番
号」の部分をお客様の好きな英数字と「_（アン
ダーバー）」、「.（ピリオド）」および「-（ハイフ
ン）」の組み合わせによる「マイアドレス」に変え
ることができます。3 文字以上 16 文字以内で設
定することができます。ただし、先頭の文字は必
ず英字にしてください。
メールアドレスを変更すると、変更前のメールア
ドレスには、メールが届かなくなります。また、す
でに他のお客様が利用しているメールアドレスに
変えることはできません。
変更したメールアドレスは、Lモードゲートウェイ
に保存されます。

料金割引サービスについ
て

NTT 東日本／西日本の番号指定型
料金割引サービス（i・アイプランな
ど）
L モードのご利用電話番号（アクセスポイントの電
話番号）に対して、料金割引サービスをご契約す
る場合は、必ず本機に設定されているアクセスポ
イント電話番号をご確認のうえ、お申し込みくだ
さい。
すでに L モードのご利用電話番号（アクセスポイ
ントの電話番号）に対して、料金割引サービスを
ご契約されている場合は、お客様が以前お使いの
機器から本機に交換して L モードをご利用になる
と、アクセスポイントの電話番号が変更になり、料
金割引サービスが適用されなくなることがありま
す。このため、本機に設定されているアクセスポ
イントの電話番号を必ず確認していただき、ご契
約の料金割引サービスの電話番号と異なる場合
は、ご契約の電話番号を変更してください。詳し
くは、NTT東日本／西日本窓口にご相談ください。

本製品のインターネット機能は株式会社ACCESSのNetFront
3 を搭載しています。
Copyright(c) 1998-2003 ACCESS CO.,LTD,

およ び は株 式会 社
ACCESS の日本国ならびにその他の国における登録商標で
す。

Lモードについて詳しくは、局番なしの「116」
番へお問い合わせください。

受付時間：午前9時～午後5時　年中無休
（年末年始12月29日～1月3日を除きます）
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L モードを使えるように
設定する

はじめて L モードをご利用になる場合は、必ず以
下の操作を行ってください。Lモードの操作はすべ
て親機で行います。

1 【Lモード／メール】を押す

2 ／ で「はい」を選択し、【スタート／
セット】を押す
「接続中」、「設定中」と表示された後、自動的に設

定が完了します。

3 【スタート／セット】を押す
トップメニューが表示されます。

Lモード画面を終了する場合は、【ストップ】を押

します。待機画面に戻ります。

L モード中のディスプレイ表示につ
いて

情報検索サービスを利用しているときに【消去】または
ボタンを押すと、トップメニューが表示

されます。
メールサービスを利用しているときに【消去】または

ボタンを押すと、1つ前の画面が表示されます。
ボタンを押すと、「終了しますか ?」と表示されま

す。 ／ で「はい」を選択して【スタート／セット】
を押すと、L モードゲートウェイとの接続が切断され、

待機画面に戻ります。

Lモード画面を表示する

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニューが表示されます。トップメニュー

は 8項目あり、主な操作はこの画面からはじめま

す。

「Canonトップメニュー」のご案内
本機をお買い上げいただいたお客様は、「Canon
トップメニュー」の便利な情報をご利用になれま
す。情報は随時更新され、新しい情報も追加され
ます。トップメニュー画面で「7 Canonトップメ
ニュー」を選択してご利用ください。
※情報の内容は予告なしに変更される場合があります。
※ご利用中は通信料金がかかります。

Lモード中に回線を切断する

1 L モード画面で【オンフック】を押す
【オンフック】が消灯します。

2 【スタート／セット】を押す
回線が切断されます。

Lモード画面を終了する

1 L モード画面で【ストップ】を押す
待機画面に戻ります。

【オンフック】が消灯していることを確認してくだ

さい。

・Lモードの使用中やメールの送受信時にディスプレイ

を閉じると、回線が切断されることがあります。

トップメニュー 

メール 
メインメニュー 
マイメニュー 
アドレス入力検索 
画面メモ 

接続中 12:00

終了 

L モードゲートウェイとの接続時間（目安）

画面をスク
ロールでき
る方向を表
示

L モードゲー
トウェイと接
続していると
きに表示

トップメニュー

戻る
終了

トップメニュー 1　メール

2　メインメニュー

3　マイメニュー

4　アドレス入力検索

5　画面メモ

6　Bookmark

7　Canonトップメニュー

8　設定メニュー
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サイト（番組）に接続す
る（メインメニュー）

情報サービス提供者が提供する各種サービスをご
利用になれます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニューが表示されます。

2 ／ で「メインメニュー」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
L モードゲートウェイに接続し、メインメニュー

画面が表示されます。

3 ／ で接続するサイトを選択し、【スター
ト／セット】を押す
選択したサイトに接続します。

■ディスプレイの上方／下方を見るには

ディスプレイに1画面すべてが表示されない場合は、
を押して下方を表示できます。上方に戻るときは、

を押します。
■リンク先に移動するには

下線が表示されている項目を ／ で選択して【ス
タート／セット】を押すと、別のサイト（リンク先）

に移動できます。また、WEB TO 機能（P.77）を使
い ／ で URL を選択して【スタート／セット】

を押すと、同様にリンク先に移動できます。
■前のサイトに戻るには

または ボタンを押すと、直前に表示されて
いたサイトに戻れます。

■文字を入力するには
文字を入力できる項目には、点線や実線の枠のテキス

トボックスが表示されます。 

1 ／ でテキストボックスを選択する

テキストボックスの枠が太線で表示されます。 

2【スタート／セット】を押す 

3文字を入力し、【スタート／セット】を押す
■ラジオボタンのついた項目を選択するには

ラジオボタンとは、複数の項目から 1 つだけ選択で
きる丸いボタンで、項目名の前に表示されます。 

1 ／ で項目を選択する 

2【スタート／セット】を押す

■チェックボックスのついた項目を選択するには
チェックボックスは、複数の項目から複数選択できる

四角いボタンで、項目名の前に表示されます。 

1 ／ で項目を選択する 

2【スタート／セット】を押す
チェックマークが表示されます。もう一度【スター

ト／セット】を押すとチェックマークが消えます。 

3他の項目も選択する場合は、手順 1～ 2を繰り返

す

■プルダウンメニューから項目を選択するには
プルダウンメニューとは、選択項目が隠れている状態

で表示されるメニューです。1つだけ項目を選択でき
ます。 

1 ／ でプルダウンメニューを選択し、【スター
ト／セット】を押す

選択項目が表示されます。 

2 ／ で項目を選択する

選択した項目が反転表示されます。 

3【スタート／セット】を押す

・サイトとは、L モードでご利用になれる情報やサービ

スが登録されているページ（場所）です。
・サイトに接続するときに、画像データを表示するかし

ないかを設定できます（P.90）。
・サイトによっては、ご利用の前に別途申し込みが必要

な場合があります。詳しくは、NTTの「Lモード使用
説明書」をご覧ください。

・L モードのサイト以外のインターネットホームページ
などは、正しく表示されない場合があります。JPEG

および GIF 形式以外の画像データは表示されません。
また、JPEGおよびGIF 形式の画像データでも正しく

表示されない場合があります。

前画面
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インターネットホーム
ページを見る（URL 入
力）

ホームページアドレス（URL）を入力してインター
ネットに接続し、インターネットのホームページ
を見ることができます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「アドレス入力検索」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
URL入力画面が表示されます。

3 【スタート／セット】を押す
文字入力画面が表示されます。

4 【0】～【9】を押し、URL を入力する
文字の入力のしかたは25 ページをご覧ください。

最大半角500 文字まで入力できます。

5 ボタンを押す
URL入力画面に戻ります。

6 ／ で「OK」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
インターネットホームページに接続します。

【ストップ】を押すと、待機画面に戻ります。

■ URL を確認したり、他のインターネットホームペー

ジを表示するには 

1インターネットホームページ表示中に【メニュー】

を押す 

2 ／ で「URL参照／編集」を選択し、【スター

ト／セット】を押す
■ インターネットホームページの表示を中止するには

「取得中」と表示されているときに【スタート／セッ
ト】を押します。

■ 音声ガイドについて
音声情報のついたインターネットホームページに

よっては、表示したときにその音声情報を読み上げる
ことができます。

音声ガイド機能の設定は、「親機の便利な機能を設定
する」（P.97）の手順にしたがって、「ホームページ

読上げ」を選択して行ってください。

・Lモード対応のインターネットホームページのみ正し
く表示されます。

・データ量が多いインターネットホームページに接続
すると、すべての内容を表示できない場合がありま

す。

マイメニューを使う

よく見るサイト（番組）をマイメニューに登録す
ると、次回からそのサイトに簡単に接続すること
ができます。

マイメニューに登録する
マイメニューへの登録については、NTTの「Lモー
ド使用説明書」をご覧ください。

・マイメニュー登録にはパスワードが必要です。

・マイメニュー登録ができないサイトもあります。
・マイメニューは、Lモードゲートウェイに登録されま

す。

マイメニューからサイトを表示す
る

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニューが表示されます。

2 ／ で「マイメニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モードゲートウェイに接続し、マイメニュー画

面が表示されます。

3 ／ で接続するサイトを選択し、【スター
ト／セット】を押す
選択したサイトに接続します。

・マイメニューからサイトに接続するには、あらかじめ
マイメニューに登録しておく必要があります。

確定
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ブックマークを使う

お気に入りのサイト（番組）やインターネットホー
ムページをブックマークに登録しておくと、簡単
に接続することができます。

ブックマークを登録する
ブックマークにはURLを20件まで登録できます。

1 登録したいサイトまたはインターネットホー
ムページを表示する（P.71、72）

2 【メニュー】を押す
ページサブメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「Bookmark 登録」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

■「Bookmark が一杯です。削除してください。」と表

示された場合は
すでに20件登録されています。不要なブックマーク

を削除してから（P.74）、登録し直してください。

・サイトやインターネットホームページによっては、

ブックマークに登録できない場合があります。
・Bookmark 一覧画面では、タイトルまたはURLが表

示されます。
・ブックマークは本機に登録されます。

ブックマークからサイトを表示す
る

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「Bookmark」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
Bookmark 一覧画面が表示されます。

3 ／ でサイトまたはインターネットホー
ムページを選択し、【スタート／セット】を押
す

を押すと登録されているブックマークを順番

に表示できます。

「接続中」、「取得中」と表示された後、サイトまた

はインターネットホームページが表示されます。

・ブックマークに1件も登録されていない場合は、

「Bookmarkはありません。」と表示されます。

ブックマークのタイトル／ URL を
編集する

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「Bookmark」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
Bookmark一覧画面が表示されます。

3 ／ で編集するブックマークを選択する

4 ボタンを押す

5 【スタート／セット】を押す
文字入力画面が表示されます。

6 タイトルを編集する
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

最大全角8文字、半角16文字まで入力できます。

7 ボタンを押す

8 ／ で「OK」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

4 【メニュー】を押す

5 ／ で「URL編集」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

6 【スタート／セット】を押す
文字入力画面が表示されます。

7 URLを編集する
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

最大半角500 文字まで入力できます。

8 ボタンを押す

9 ／ で「OK」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

・タイトルを編集しても Bookmark 一覧画面に表示さ

れる順番は変わりません。

タイトルを編集するときは

URLを編集するときは

タイトル編集

確定

確定
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登録したブックマークを削除する

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「Bookmark」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
Bookmark 一覧画面が表示されます。

3 ／ で削除するブックマークを選択する

4 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

5 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
ブックマークが削除され、Bookmark 一覧画面に

戻ります。

■ ブックマークをすべて削除するには 

1手順3で【メニュー】を押す 

2 ／ で「全件削除」を選択し、【スタート／
セット】を押す

画面メモを使う

サイトやインターネットホームページで気に入っ
た情報があった場合は、画面メモとして登録し、保
存することができます。画面メモは 10 件まで登
録できます。

画面メモに登録する

1 登録したいサイトまたはインターネットホー
ムページを表示する（P.71、72）

2 【メニュー】を押す
ページサブメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「画面メモ登録」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
画面が登録され、サイトまたはインターネット

ホームページに戻ります。

■「画面メモが一杯です。削除してください。」と表示さ

れた場合は
すでに10件登録されています。不要な画面メモを削

除してから（P.75）、登録し直してください。

・画面メモには文字データ、画像データおよびリンクの

情報が保存されます。画面メモでリンク先を選択して
【スタート／セット】を押すと、自動的に Lモードゲー

トウェイに接続し、リンク先のページが表示されま
す。

・サイトやインターネットホームページで入力した文

字や設定は、画面メモに登録されません。

画面メモを表示する

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「画面メモ」を選択し、【スタート
／セット】を押す
画面メモ一覧画面が表示されます。

3 ／ で表示する画面メモを選択し、【ス
タート／セット】を押す
画面メモが表示されます。

・画面メモに登録された情報は、登録したときのもので

す。最新の情報と異なる場合があります。
・画面メモに 1 件も登録されていない場合は、「画面メ

モはありません。」と表示されます。

削除
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画面メモを削除／プリントする

1 記録用紙をセットする（P.19）

2 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「画面メモ」を選択し、【スタート
／セット】を押す
画面メモ一覧が表示されます。

4 ／ で削除／プリントしたい画面メモを
選択し、【スタート／セット】を押す
画面メモが表示されます。

5 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

画面メモの画像を待機画面に登録
する

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「画面メモ」を選択し、【スタート
／セット】を押す
画面メモ一覧画面が表示されます。

3 ／ で登録する画面メモを選択し、【ス
タート／セット】を押す
画面メモが表示されます。

4 【メニュー】を押す
画面メモサブメニュー画面が表示されます。

5 ／ で「待機画面登録」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

6 ／ で画像を選択し、【スタート／セット】
を押す

・画面メモによっては、「登録できる画像データがあり

ません。」と表示され、待機画面に登録できない場合
があります。

・画像は1件のみ登録できます。待機画面登録の操作を
行うたびに新しい画像に上書きされます。

表示しているページをプ
リントする

表示中のサイトやインターネットホームページを
プリントすることができます。

1 記録用紙をセットする（P.19）

2 プリントしたいサイトまたはインターネット
ホームページを表示する（P.71、72）

3 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

4 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

削除するときは

プリントするときは

削除

プリント

プリント
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表示を更新して最新情報
を見る（再読込）

表示中のサイトやインターネットホームページを
再読込して最新情報に更新できます。正常に表示
されなかった場合も再読込を行ってください。

1 サイトまたはインターネットホームページを
表示する（P.71、72）

2 【メニュー】を押す
ページサブメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「再読込」を選択し、【スタート／
セット】を押す
最新情報に更新されます。

・自動的に再読込はされません。

画面上の電話番号／アド
レス／ URL ／ファクス
番号を利用する

サイト、インターネットホームページ、画面メモ、
メールに表示されている電話番号、メールアドレ
ス、URL、ファクス番号などを利用して、電話を
かける、メールを送信する、サイトやインターネッ
トホームページに接続する、ファクスを受信する
などの操作が簡単に行えます。

電話をかける（PHONE TO機能）
PHONE TO 機能を利用して、表示されている電
話番号に電話をかけます。

1 サイトやメールなどの表示中に、 ／ で電
話番号を選択する
電話番号が反転表示されます。

2 【スタート／セット】を押す
確認画面が表示されます。電話番号を必ず確認し

てください。

3 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
自動的にダイヤルされます。

4 相手が出たら、受話器を取って話す

・PHONE TO 機能を利用して電話をかける場合は、必

ず電話番号を確認してください。海外やダイヤル Q2
の電話番号につながり、高額の通話料金がかかる場合

があります。
・サイトやメールによっては、電話番号が反転表示され

ない場合があります。その場合、上記の操作で電話を
かけることはできません。

・Lモードゲートウェイに接続している場合は、自動的
にLモードゲートウェイとの接続を切断してから電話

をかけます。
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メールを送信する（MAIL TO機能）
MAIL TO機能を利用して、表示されているメール
アドレスにメールを送信します。

1 サイトやメールなどの表示中に、 ／ で
メールアドレスを選択する
メールアドレスが反転表示されます。

2 【スタート／セット】を押す
確認画面が表示されます。

3 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
メール作成画面が表示されます。メールアドレス

は必ず確認してください。

4 題名や本文を入力して送信する
メール作成、送信のしかたは、「メールを送信する」

（P.79）をご覧ください。

■「送信メールが一杯です。削除してください。」と表示

された場合は
未送信メールと送信済メールの合計が30件を超えて

います。不要なメールを削除してから（P.80、82）、
操作をやり直してください。

・サイトやメールによっては、メールアドレスが反転表

示されない場合があります。その場合、上記の操作で
メールを送信することはできません。

・手順3でLモードゲートウェイと接続を切断しない場
合は、メール作成中も通信料金がかかります。

サイトやインターネットホーム
ページに接続する（WEB TO機能）
WEB TO 機能を利用して、表示されている URL
に接続します。

1 サイトやメールなどの表示中に、 ／ で
URL を選択する
URLが反転表示されます。

2 【スタート／セット】を押す
サイトやインターネットホームページに接続しま

す。

・サイトやメールによっては、URL が反転表示されな

い場合があります。その場合、上記の操作でサイトや
インターネットホームページに接続できません。

・Lモードのサイト以外のインターネットホームページ
は、正しく表示されない場合があります。

ファクスを受信する（FAX TO 機
能）
FAX TO 機能を利用して、表示されているファク
ス番号からファクスを受信します。

1 サイトやメールなどの表示中に、 ／ で
ファクス番号を選択する
ファクス番号が反転表示されます。

2 【スタート／セット】を押す
確認画面が表示されます。

3 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
ファクス番号に自動的にダイヤルされます。

4 アナウンスにしたがって操作する
アナウンスがない場合もあります。

・サイトやメールによっては、ファクス番号が反転表示

されない場合があります。その場合、上記の操作で
ファクスを受信できません。

・L モードゲートウェイに接続している場合は、自動的
にLモードゲートウェイとの接続を切断してからファ

クス番号に電話をかけます。
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コンテンツ印刷をする

画面表示で確認することができない詳細な情報
（コンテンツ）などを、サイトやインターネット
ホームページから直接ダウンロードし、印刷する
ことができます。

1 コンテンツ印刷対応のサイトまたはインター
ネットホームページを表示する（P.71、72）

2 ／ で印刷表示を選択し、【スタート／
セット】を押す
ファイルのダウンロード機能がはじまります。「取

得中」と表示された後、印刷を開始する画面が表

示されます。

ダウンロードには、数分程度かかる場合がありま

す。

3 ボタンを押す

■ ダウンロードを中止するには

手順2で「取得中」と表示されているときに【スター
ト／セット】を押します。

■ 印刷を中止するには
「○／○ページ印刷中」と表示されているときに、

ボタンを押します。

・サイトによっては、印刷できないことがあります。

暗号化（SSL）サイトを
見る

暗号化サイトとは、データを暗号化して送受信（暗
号化通信）することで、通信途中での第三者によ
るデータの盗み見や書き換え、なりすましを防ぐ
ことができる安全性の高いサイト／インターネッ
トホームページのことです。
暗号化サイトでは、クレジットカード番号や住所
など、お客様の個人情報をより安全にやりとりす
ることができます。
暗号化通信を行うときは、必ず日付・時刻が正し
く設定されていることを確認してください
（P.30）。

■暗号化サイト／インターネットホームぺージが表示

できないとき
暗号化サイトの証明書（本人であることを証明するた

めの情報）または本機の証明書の有効期限が切れてい
たり、本機の日付・時刻が正しく設定されていない

と、「接続先を認証できませんでしたが続けますか？」
と表示されます。

証明書による認証を省略して暗号化通信を行う場合
は、「はい」を選択し、【スタート／セット】を押しま

す。「いいえ」を選択し、【スタート／セット】を押す
と暗号化通信を中止して1つ前の画面に戻ります。

・L モードの暗号化通信は、SSL（Secure Socket

Layer）という認証／暗号技術を使用しています。

はい

印刷中止
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サイトから着信メロディ
をダウンロードする

サイトやインターネットホームページからお好み
の着信メロディをダウンロードし、最大 3件まで
親機の着信音として登録することができます。

メロディをダウンロードする

1 サイトまたはインターネットホームページを
表示する（P.71、72）

2 着信メロディをダウンロードする
ダウンロードのしかたは、サイトにより異なりま

す。

3 ダウンロードが完了したら、 ボタンを押
す
確認画面が表示されます。

4 ボタンを押す

■登録場所選択画面が表示された場合は

すでに着信メロディが 3 件登録されています。 ／
で削除する着信メロディを選択し、 ボタンを

押すと新しくダウンロードしたメロディに置き換え
られます。

■メロディを試聴するには
手順2の後、 ボタンを押します。再生を止めると

きは ボタンを押します。
■ダウンロードした着信メロディを着信音に設定する

には
「親機の着信音を設定する」（P.41）をご覧ください。

Lモードゲートウェイに接続している場合は、切断し
てから操作してください。

■ダウンロードしたメロディを削除するには 

1【音量／着メロ】を押す 

2 ボタンを押す 

3 ／ で削除するメロディを選択し、 ボタ

ンを押す 

4 ボタンを押す

削除できるのは、ダウンロードしたメロディのみ
です。

・試聴を目的としてサイトからダウンロードしたメロ

ディは、著作権により保護されているため、登録でき
ない場合があります。

メールを送信する

メールを新規作成して送信します。送信したメー
ルは、送信済メール一覧（P.80）に保存されるた
め、後で読み直すことができます。
文字の入力のしかたは25 ページをご覧ください。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「新規メール作成」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
メール作成画面が表示されます。

4 ／ で「宛先」のテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
宛先入力画面が表示されます。

5 相手のメールアドレスを入力し、 ボタン
を押す
最大半角50文字まで入力できます。

6 ／ で「題名」のテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
題名入力画面が表示されます。

7 題名を入力し、もう一度 ボタンを押す
最大全角 30文字、半角 60 文字まで入力できま

す（定型文を含む）。

8 ／ で「本文」のテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
本文入力画面が表示されます。

9 本文を入力し、もう一度 ボタンを押す
最大全角500 文字、半角1000 文字まで入力で

きます（定型文を含む）。

10 ボタンを押す
Lモードゲートウェイに接続します。「接続中」と

表示された後、メールが送信されます。

送信が完了すると「送信完了　切断しますか？」と

表示されます。

11 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

登録

はい

確定

再生

停止

一覧
削除

はい

宛先 

題名 

本文 

宛先のテキストボックス

題名のテキストボックス

本文のテキストボックス

確定

確定

確定

送信
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■ 電話帳を使って宛先を入力するには 

1手順5で ボタンを押す 

2 ／ で「 メール」のついている相手を選択

し、【スタート／セット】を押す
■ 宛先、題名、本文を修正するには 

1メール作成画面から、 ／ で修正したい項目
を選択し、【スタート／セット】を押す 

2修正し、 ボタンを押す
■ 作成したメールを保存するには

手順9の後、 ボタンを押します。
■ 送信を中止するには

手順 10 で「接続中」と表示されているときに【ス
タート／セット】を押します。

■ メールが送信できるか確認するには
メールを新規作成し、宛先に本機のメールアドレスを

指定します。送信した後、「メールを受信する」（P.84）
の操作を行います。

■「送信メールが一杯です。削除してください。」と表示
された場合は

未送信メールと送信済メールの合計が30件を超えて
います。不要なメールを削除してから（右記、P.82）、

操作をやり直してください。

お願い

・Lモード対応電話機／ファクス以外にメールを送信す

る場合は、半角カタカナ、絵文字を使用しないでくだ
さい。受信側で正しく表示されない場合があります。

・メール送信中は電話をかけることはできません。

・Lモードゲートウェイ接続中にキャッチホンを受信し
た場合、回線が切断されることがあります。

・送信エラーで送信できなかったメールや、送信せずに
保存したメールは未送信メール一覧に保存されます。

送信済メール一覧を使う

送信したメールは、送信済メール一覧に保存され
ます。送信済メール一覧から、内容を修正して再
送信したり、他の相手に送信することなどができ
ます。

送信済メールを確認／削除／プリ
ントする

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「送信済メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
送信済メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

ボタンを押すと、送信済メール一覧画面に戻

ります。

5 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■送信済メールを一括削除するには 

1手順3 の後、【メニュー】を押す 

2 ／ で「全件削除」を選択し、【スタート／
セット】を押す 

3 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

電話帳呼出

確定

保存

内容を確認するときは

削除するときは

プリントするときは

戻る

削除

プリント
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送信済メールからメールアドレス
を電話帳に登録する
送信済メールの相手のメールアドレスを電話帳に
登録できます。メールアドレスは電話番号と合わ
せて最大100件まで登録できます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「送信済メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
送信済メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「電話帳登録」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
メールの内容画面に戻ります。

電話帳にはメールアドレスが登録され、名前は「未

登録」となります。

7 必要に応じて電話帳を編集する
電話帳の編集のしかたについては「電話帳に登録

する」（P.36）をご覧ください。

■「これ以上登録できません」と表示された場合は

すでに電話帳が100 件登録されています。不要な電
話帳を消去してから（P.37）、操作をやり直してくだ

さい。

送信済メールを編集して再送信す
る
送信済メールの宛先、題名、本文を編集して再送
信できます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「送信済メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
送信済メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 ボタンを押す
編集メール作成画面が表示されます。

6 ／ で編集するテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
文字入力画面が表示されます。

7 内容を編集し、 ボタンを押す
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

8 ボタンを押す
Lモードゲートウェイに接続します。「接続中」と

表示された後、メールが送信されます。

送信が完了すると「送信完了　切断しますか？」と

表示されます。

9 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■編集したメールを保存するには

手順7 の後、 ボタンを押します。
■送信を中止するには

手順8 で「接続中」と表示されているときに【スター
ト／セット】を押します。

再編集

確定

送信

保存
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未送信メール一覧を使う

保存したメールや送信できなかったメールは、未
送信メール一覧に保存されます。未送信メール一
覧から、内容を修正して送信したり、他の相手に
送信することなどができます。

未送信メールを確認／削除／プリ
ントする

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「未送信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
未送信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

ボタンを押すと、未送信メール一覧画面に戻

ります。

5 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「プリント」を選択し、【スタート
／セット】を押す
確認画面が表示されます。

7 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■ 未送信メールを一括削除するには 

1手順3の後、【メニュー】を押す 

2 ／ で「全件削除」を選択し、【スタート／
セット】を押す 

3 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

未送信メールからメールアドレス
を電話帳に登録する
未送信メールの相手のメールアドレスを電話帳に
登録できます。メールアドレスは電話番号と合わ
せて最大100件まで登録できます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「未送信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
未送信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「電話帳登録」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
メールの内容画面に戻ります。

電話帳にはメールアドレスが登録され、名前は「未

登録」となります。

7 必要に応じて電話帳を編集する
電話帳の編集のしかたについては「電話帳に登録

する」（P.36）をご覧ください。

■「これ以上登録できません」と表示された場合は

すでに電話帳が100 件登録されています。不要な電
話帳を削除してから（P.37）、操作をやり直してくだ

さい。

保存していた未送信メールを送信
する
未送信メール一覧からメールを選択して送信しま
す。編集してから送信する場合は、「未送信メール
を編集して送信する」（P.83）をご覧ください。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「未送信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
未送信メール一覧画面が表示されます。

内容を確認するときは

削除するときは

プリントするときは

戻る

削除
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4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 ボタンを押す
L モードゲートウェイに接続します。「接続中」と

表示された後、メールが送信されます。

送信が完了すると「送信完了　切断しますか？」と

表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■未送信メールを一括送信するには 

1手順3 の後、【メニュー】を押す 

2 ／ で「全件送信」を選択し、【スタート／

セット】を押す
■送信を中止するには

手順5で「接続中」と表示されているときに【スター
ト／セット】を押します。

未送信メールを編集して送信する
未送信メールの宛先、題名、本文を編集して送信
できます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「未送信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
未送信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 ボタンを押す
編集メール作成画面が表示されます。

6 ／ で編集するテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
文字入力画面が表示されます。

7 内容を編集し、 ボタンを押す
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

8 ボタンを押す
L モードゲートウェイに接続します。「接続中」と

表示された後、メールが送信されます。

送信が完了すると「送信完了　切断しますか？」と

表示されます。

9 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■編集したメールを保存するには

手順7 の後、 ボタンを押します。
■送信を中止するには

手順8 で「接続中」と表示されているときに【スター
ト／セット】を押します。

送信

編集

確定

送信

保存
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イラスト Lメールを送信
する

A4 サイズまでのイラストや原稿を読み取り、メー
ルに添付して送ることができます。

1 原稿をセットする（P.52）
原稿入口のカバーを開き、ウラ向きに、先頭を下

に向けてセットします。

2 ボタンを押す
イラストLメール作成画面が表示されます。

2 回目からは、前回送信した宛先と題名が表示さ

れます。表示された宛先と題名のままでよい場合

は、手順7へ進みます。

3 ボタンを押す
宛先入力画面が表示されます。

4 宛先を入力したら、 ボタンを押す
最大半角50文字まで入力できます。

5 ボタンを押す
題名入力画面が表示されます。

6 題名を入力したら、 ボタンを押す
最大全角 30 文字、半角 60文字まで入力できま

す（定型文含む）。

7 ボタンを押す
原稿を読み終わった後、メールが送信されます。

・画像は白黒のJPEG形式で添付されます。

・相手機種および読み取る原稿によっては、画像が見え
にくい場合や、相手が正しく受信できない場合があり

ます。
・原稿の読み取り可能範囲は、コピー、ファクスの場合

と異なります（P.20）。
・一度送信した写真や画像は、再送信できません。送信

したメールの本体は、送信済メール一覧（P.80）に
保存されますが、写真や画像は自動的に削除されま

す。
・Lモードゲートウェイでのメール保存期間は14日間

です（本機から携帯電話に送信した場合のみ）。14日
間を過ぎたメールは自動的に削除されます。

・電話回線の通信状況によりメールの送信ができな
かった場合や、送信を中止した場合でも、通話料金が

発生します。送信できなかったメールの本体は未送信
メール一覧（P.82）に保存され、写真や画像は自動

的に削除されます。再度、同じイラストLメールを送
信する場合は、手順1からやり直してください。

・送信には数分かかることがあります。
・本機のイラストLメール送信は、NTT東日本／NTT

西日本の写真Lメールを利用しています。

メールを受信する

メールを読む
新しいメールを受信するとディスプレイに「新着
メールがあります」と受信メッセージが表示され、
メール受信ランプが点滅します。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。

まだ読んでいないメールには「 」が表示されま

す。

4 ／ で受信メールを選択し、【スタート／
セット】を押す
メールの内容が表示されます。

ボタンを押すと、メールの内容を音声

で聞くことができます。

5 読み終わったら、 ボタンを押す
受信メール一覧画面に戻ります。

■「受信メールが一杯です。削除してください。」と表示

された場合は
受信メールが50件を超えるため、メールが受信でき

ません。不要なメールを削除してから（P.87、99）
操作をやり直してください。

・受信メッセージとメール受信ランプは、メールを読む

と消えます。Lモードゲートウェイでのメール保存期
間は14日間、メール保存件数は 200件です。14日

間を過ぎたメールは自動的に削除されます。
・Lモードゲートウェイ接続中に新しいメールを受信し

た場合は、回線切断後に受信メッセージが表示されま
す。

・メール1件につき、本文は最大全角500 文字、半角
1000 文字まで受信することができます。

・メールでは、200KBを超えないJPEG、PNG、TIFF
（プロファイル S）形式の添付ファイルを受けること

ができます。

イラスト Lメール

宛先

確定

題名

確定

メール送信

音声再生

戻る
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メールを再生する（音声読上げ）
待機画面から、受信したメールの内容を音声で聞
くこともできます。

1 ボタンを押す
新着メールがある場合は、新着メールのみ古いも

のから順に題名と本文が読み上げられます。

新着メールがない場合は、受信メール一覧に保存

されたメールの新しいものから順に読み上げられ

ます。

■メール受信動作（右記）を「手動受信」に設定してい

るときは
ボタンを押すと、ディスプレイに「セン

ターからメールを受信しますか？」と表示されます。
「はい」を押すと Lモードゲートウェイからメールを

受信し、再生を開始します。
■メール再生中の操作

■特別な読みかたを登録するには
人名など、特別な文字や言葉の読みかたを、あらか

じめ30語まで登録できます（「音声読上げ辞書」
P.98）。

■再生中のメールを消去するには 

1消去したいメールが再生されているときに

ボタンを押す 

2 ボタンを押す

■すべての受信メールを消去するには
「メモリに保存されている内容を一括消去する」

（P.99）をご覧ください。一括消去で消去されたくな
い受信メールは、保護してください（P.89）。

・差出人のメールアドレスが電話帳に登録されている

場合は、題名の前に差出人（電話帳に登録したフリガ
ナ）が読み上げられます。

・一度再生したメールは既読メールになります。
・音声読上げ速度が速い場合は、音声の速さを「遅く」

に設定し、再度聞き直してください（P.97）。
・メールの文章によっては、正しく読み上げられないこ

とがあります。

メール受信動作を設定する
新着メールが L モードゲートウェイに到着したと
きに、自動的にメール本文を本機に受信するかど
うかを設定できます。
（お買い上げ時の設定は「自動受信」になっていま
す。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「メール受信動作」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で設定を選択し、【スタート／セット】
を押す
自動受信：

メールが自動的に受信されるため「受信メー

ル読出」（下記）を行わなくてもメールを読む

ことができます。

自動受信プリント：
自動的にメールを受信して内容をプリントし

ます。

手動受信：

メールを読むときは「受信メール読出」を行

い、手動でメールを受信します。

5 ボタンを押す

・停電中にメールを受信した場合や、受信メッセージま

たは受信メッセージ画面が表示されているときに停
電した場合は、復電した後受信メッセージは表示され

ません。手動でメールを受信し直してください。

メールを手動受信して読む
メール受信動作（上記）を手動受信に設定してい
る場合、メールは L モードゲートウェイでお預か
りします。新着メールを受信するときは、受信メー
ル読出を行います。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール読出」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
「接続中」と表示され、メールの受信を開始します。

受信が完了すると「受信完了　切断しますか？」と

表示されます。

ボタン 現在再生中のメールを消去し、次のメール
を再生します。

ボタン 前のメールを再生します。

ボタン 次のメールを再生します。

ボタン 再生を途中でやめ、待機画面に戻ります。

【音量／着メロ】 再生音量を調節します。（P.24）

メール再生

メール再生

一件消去

前へ

次へ

終了

一件消去
はい

登録
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4 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。新着メール

は反転表示されます。

まだ読んでいないメールには「 」が表示されま

す。

5 ／ で受信メールを選択し、【スタート／
セット】を押す
メールの内容が表示されます。

6 読み終わったら、 ボタンを押す
受信メール一覧画面に戻ります。

■「受信メールが一杯です。削除してください。」と表示

された場合は
受信メールが50件を超えるため、メールが受信でき

ません。不要なメールを削除してから（P.87、99）
操作をやり直してください。

・受信メール読出でLモードゲートウェイからメールを

受信すると、Lモードゲートウェイのメールは削除さ
れ、再度受信することはできません。

・Lモードゲートウェイに接続している間は、電話をか
けることはできません。

・ Lモードゲートウェイに接続する必要があるのは、メー
ルを受信するときだけです。すでに受信したメールを

読む場合は接続する必要はありません。

親機のメール通知音を設定する
新着メールを受信したとき、メール通知音を鳴ら
すか、鳴らさないかを設定することができます。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「着信設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「メール通知音」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

4 ／ で設定を選択し、【スタート／セット】
を押す

5 ボタンを押す

・L モードに対応していない TA を接続している場合、

メール通知音を「する」に設定していても、メール通
知音が鳴らないことがあります。

子機のメール通知音量を設定する
親機に新しいメールが到着したときに鳴る、子機
のメール通知音の音量を設定することができま
す。音量は「オンリョウ　ダイ」「オンリョウ
ショウ」の2段階と「ショウオン」が選べます。
（お買い上げ時の設定は「オンリョウ　ショウ」に
なっています。）
【通話】が消灯している状態で操作してください。

1 【メニュー／セット】を押す

2 ／ で「チャクシンオンセッテイ」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

3 ／ で「メールツウチオンリョウ」を選択
し、【メニュー／セット】を押す

4 ／ で音量を選択し、【メニュー／セット】
を押す

・子機ではメールを読むことはできません。

Lメールで画像を受信する（写真 L
メール）
画像付きのメールが送られてきた場合は、画像へ
のURL をメールで受信します（P.84）。

1 送られてきたメールを表示中に、 ／ で
URL を選ぶ
URLが反転表示されます。

2 【スタート／セット】を押す
送られてきた画像の内容が画面に表示されます。

■送られてきた画像を印刷するには

「印刷」を選び、【スタート／セット】を押すと画像の
印刷がはじまります。

戻る

登録
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・プレビュー画面は画面メモとして保存できます

（P.74）。実際に相手から送られてきた画像は、印刷
することはできますが、保存することはできません。

・画像は本機の画像表示能力に合わせてLモードゲート
ウェイで自動的に変換されて表示されます。送られて

きた画像によっては、見えにくい場合があります。
・コンテンツ（P.78）によっては画像が表示されない

場合があります。また、画像によってはコンテンツ印
刷による印刷ができない場合があります。印刷につい

て、詳しくはコンテンツ印刷（P.78）をご覧ください。
・添付画像として受けられる画像ファイル形式は、

JPEG、PNG、TIFF（プロファイル S）です。また
200KBを超えるような画像を受けることはできませ

ん。
・添付画像として受けられる画像ファイルはメール1通

につき1つです。
・L モードゲートウェイでの保存期間は 14 日間です。

14日間を過ぎると自動的に削除されます。（Lモード
ゲートウェイでの画像保存容量は3MB です。）

受信メール一覧を使う

受信したメールは、受信メール一覧に保存されま
す。受信メール一覧から、差出人に返事を送信し
たり、他の相手に転送することなどができます。

受信メールを確認／削除／プリン
トする

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。

まだ読んでいないメールには「 」が表示されま

す。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

ボタンを押すと、メールの内容を音声

で聞くことができます。

ボタンを押すと、受信メール一覧画面に戻り

ます。

5 ボタンを押す
確認画面が表示されます。

6 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「プリント」を選択し、【スタート
／セット】を押す
確認画面が表示されます。

7 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

内容を確認するときは

削除するときは

プリントするときは

音声再生

戻る

削除
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■ 受信メールを一括削除するには 

1手順3の後で【メニュー】を押す 

2 ／ で「全件削除」を選択し【スタート／セッ
ト】を押す 

3 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セット】

を押す
受信メール一覧に保護されたメール（P.89）があ

る場合は、「保護メールを削除しますか？」という
確認メッセージが表示されます。「はい」または

「いいえ」を選択して【スタート／セット】を押し
てください。

■ すべての受信メールを消去するには
「メモリに保存されている内容を一括消去する」

（P.99）をご覧ください。一括消去で消去されたくな
い受信メールは、保護してください（P.89）。

受信メールに返事を出す（返信）
受信したメールに返事を出すことができます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、 ボタンを押
す
返信メール作成画面が表示されます。

5 ／ で「本文」のテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
本文入力画面が表示されます。

6 本文を入力し、 ボタンを押す
文字の入力のしかたは25 ページをご覧ください。

7 ボタンを押す
「○○に送信しますか ?」と表示されます。

8 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
L モードゲートウェイに接続します。「接続中」と

表示された後、メールが送信されます。

送信が完了すると「送信完了　切断しますか？」と

表示されます。

9 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■題名を入力するには

返信メールには自動的に「Re>XXX」と題名が入力
されます。「Re>」は「XXX」というメールへの返信

であることを示しています。題名を変える場合は、手
順4の後、 ／ で「題名」のテキストボックスを

選択して【スタート／セット】を押して編集してくだ
さい。

■編集したメールを保存するには
手順6の後、 ボタンを押します。

■送信を中止するには
手順8で「接続中」と表示されているときに【スター

ト／セット】を押します。
■「送信メールが一杯です。削除してください。」と表示

された場合は
未送信メールと送信済メールの合計が30件を超えて

います。不要なメールを削除してから（P.80、82）、
操作をやり直してください。

受信メールを他の宛先に送信する
（転送）
受信メールをそのまま他の相手に転送することが
できます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
メールの内容が表示されます。

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「転送」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
転送メール作成画面が表示されます。

7 ／ で「宛先」のテキストボックスを選択
し、【スタート／セット】を押す
宛先入力画面が表示されます。

8 宛先を入力し、 ボタンを押す
文字の入力のしかたは25ページをご覧ください。

9 ボタンを押す
L モードゲートウェイに接続します。「接続中」と

表示された後、メールが送信されます。

送信が完了すると「送信完了　切断しますか？」と

表示されます。

返信

確定

送信

保存

確定

送信
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10 ／ で「はい」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

■電話帳を使って宛先を入力するには 

1手順7 で ボタンを押す 

2 ／ で「 メール」のついている相手を選択

し、【スタート／セット】を押す
■題名を入力するには

転送メールには自動的に「Fw>XXX」と題名が入力
されます。「Fw>」は「XXX」というメールの転送で

あることを示しています。題名を変える場合は、手順
8 の後、 ／ で「題名」のテキストボックスを選

択して【スタート／セット】を押して編集してくださ
い。

■編集したメールを保存するには
手順8の後、 ボタンを押します。

■送信を中止するには
手順9で「接続中」と表示されているときに【スター

ト／セット】を押します。
■「送信メールが一杯です。削除してください。」と表示

された場合は
未送信メールと送信済メールの合計が30件を超えて

います。不要なメールを削除してから（P.80、82）、
操作をやり直してください。

差出人のメールアドレスを電話帳
に登録する
受信メールから差出人のメールアドレスを電話帳
に登録できます。メールアドレスは電話帳と合わ
せて最大100件まで登録できます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「電話帳登録」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
メールの内容画面に戻ります。

電話帳にはメールアドレスが登録され、名前は「未

登録」となります。

7 必要に応じて電話帳を編集する
電話帳の編集のしかたについては「電話帳に登録

する」（P.36）をご覧ください。

■「これ以上登録できません」と表示された場合は

すでに電話帳が100 件登録されています。不要な電
話帳を消去してから（P.37）、操作をやり直してくだ

さい。

受信メールを保護／保護解除する
一括消去（P.99）で消去されたくない受信メール
を、25 件まで保護することができます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「メール」を選択し、【スタート／
セット】を押す
メールメニュー画面が表示されます。

3 ／ で「受信メール一覧」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
受信メール一覧画面が表示されます。

4 ／ でメールを選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
選択したメールの内容が表示されます。

5 【メニュー】を押す

6 ／ で「保護／解除」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
メールが保護され、「 」が表示されます。

保護されていたメールに対してこの操作を行う

と、保護が解除されます。

■「これ以上保護できません」と表示された場合は
すでに受信メールが25件保護されています。保護を

解除するか、不要な保護メールを削除してから
（P.87）、操作をやり直してください。

電話帳呼出

保存
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L モードの設定を変更す
る

L モードをご利用になるための設定を確認したり、
変更することができます。

画像表示の設定をする
サイトやインターネットホームページに含まれる
画像データを表示するかしないか、設定すること
ができます。画像データを表示しないようにする
と、サイトやインターネットホームページを速く
表示できます。
（お買い上げ時の設定は「する」になっています。）

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「設定メニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モード設定メニュー画面が表示されます。

3 ／ で「画像表示設定」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
画像表示設定画面が表示されます。

4 ／ で「画像を表示する」または「画像を
表示しない」を選択し、【スタート／セット】
を押す

5 ／ で「OK」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

端末機器の自動設定をする
L モードをご利用になるために必要なアクセスポ
イントの電話番号（センタ番号）を自動的に登録
するための設定です。
「Lモードを使えるように設定する」（P.70）の操
作を行って、すでに L モードをご利用になってい
る場合は、この設定は必要ありません。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「設定メニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モード設定メニュー画面が表示されます。

3 ／ で「端末機器自動設定」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 「はい」を選択し、【スタート／セット】を押す

センタ番号を確認する
「端末機器自動設定」で登録されたアクセスポイン
トの電話番号（センタ番号）を確認することがで
きます。

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「設定メニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モード設定メニュー画面が表示されます。

3 ／ で「センタ番号確認」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
アクセスポイントの電話番号（センタ番号）が表

示されます。

4 確認が終わったら、 ボタンを押す

・アクセスポイントの電話番号（センタ番号）が登録さ

れていない場合は、表示されません。

無通信監視時間を設定する
Lモードゲートウェイに接続している状態で、サイ
トへの接続やメールの送受信などの通信をしてい
ない時間を監視し、設定した時間が過ぎると自動
的にLモードゲートウェイとの接続を切断します。
（お買い上げ時の設定は「3分」になっています。）

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「設定メニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モード設定メニュー画面が表示されます。

3 ／ で「無通信監視時間設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す
無通信監視時間設定画面が表示されます。

4 【スタート／セット】を押す。

5 ／ で時間を選択し、【スタート／セット】
を押す
1分～10分、または無監視の時間を選択できます。

6 ／ で「OK」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

・「無監視」に設定していても、何も操作しない状態が
続いた場合、Lモードゲートウェイ側から接続を切断

されることがあります。

戻る
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メール一覧の表示を設定する
送信済／未送信／受信メール一覧に、題名とメー
ルアドレス（宛先または差出人）のどちらを表示
するかを設定できます。
（お買い上げ時の設定は「題名表示」になっていま
す。）

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「設定メニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モード設定メニュー画面が表示されます。

3 ／ で「メール一覧設定」を選択し、【ス
タート／セット】を押す
メール一覧設定画面が表示されます。

4 ／ で「題名表示」または「アドレス表
示」を選択し、【スタート／セット】を押す

5 ／ で「OK」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

暗号化サイト用の証明書を設定す
る
暗号化通信（P.78）でサイトの認証に必要な証明
書の内容を表示したり、証明書の有効／無効を設
定することができます。証明書を無効にすると、暗
号化サイトへの接続を制限できます。
（お買い上げ時の設定は、すべての証明書が「有効」
になっています。）

1 【Lモード／メール】を押す
トップメニュー画面が表示されます。

2 ／ で「設定メニュー」を選択し、【スター
ト／セット】を押す
L モード設定メニュー画面が表示されます。

3 ／ で「証明書設定」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

4 ／ で証明書を選択し、 ボタンまた
は ボタンを押す
【スタート／セット】を押すと、選択した証明書の

内容が表示されます。

・証明書を無効にすると、その証明書が認証するサイト

に接続する際、「正しく暗号化通信ができない可能性
がありますが、続けますか？」という確認画面が表示

されます。「はい」を選択すると証明書による認証を
省略して暗号化通信を行います。「いいえ」を選択す

ると暗号化通信を中止して1つ前の画面に戻ります。

Lモード通信速度を変更する
L モードゲートウェイと接続するときの通信速度
を変更することができます。回線の状況によって
は、L モード通信速度を 14.4kbps（普通）に変
更しないと、Lモードゲートウェイに接続できない
場合があります。
（お買い上げ時の設定は「33.6kbps（速い）に
なっています。）

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「初期設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「Lモード通信速度」を選択し、【ス
タート／セット】を押す

4 ／ で「14.4kbps」を選択し、【スター
ト／セット】を押す

5 ボタンを押す

有効
無効

登録
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モデムダイヤルインサー
ビスとは

NTTとモデムダイヤルインサービスをご契約にな
ると、1 つの電話回線で電話用とファクス専用の
電話番号を持つことができます。

■モデムダイヤルインサービスのご利用例

電話用に「01-xxxx-1111」の番号を割り当て、
ファクス専用に「01-xxxx-2222」の番号を割り
当てたとします。

■相手がファクス専用の番号「01-xxxx-2222」
にファクスを送ってくると、呼出音が鳴らずに
ファクスの自動受信がはじまります。

■電話用の電話番号「01-xxxx-1111」に電話が
かかってくると、呼出音が鳴って電話であるこ
とを知らせます。電話を受けた後、ファクスを
受信することもできます。

モデムダイヤルインサービスを利
用するには

1 NTT窓口などでモデムダイヤルインサービ
スを契約する
●契約のとき、必ず「モデムダイヤルイン方式」で

ご契約ください。

●ファクスと電話を振り分けるために、2 つの電

話番号が必要です。

●現在ご使用の電話番号が変わることがありま

す。

●サービス開始日時を必ず確認してください。

2 サービス開始日時になったら、本機をモデム
ダイヤルインモードに設定し、電話番号を登
録する（P.93）
必ずサービス開始時に設定してください。サービ

ス開始前に設定すると、電話やファクスを受けら

れなくなります。

お願い

・他の電話機などとブランチ式（並列）接続しないでく

ださい。ダイヤルインサービスが正常に動作できませ
ん。

・モデムダイヤルインサービスは、NTTのキャッチホ
ン、トリオホン、転送電話、電話会議、トーキ案内、

なりわけサービスなどと同時に契約することはでき
ません。詳しくは、NTT窓口などにお問い合わせく

ださい。
・ファクス専用番号にかかってきた電話と通話するこ

とはできません。
・電話回線は1つのため、ファクスと電話を同時に使う

ことはできません。
・地域によっては、モデムダイヤルインサービスをご利

用になれないことがあります。お近くの NTT 窓口な
どにお問い合わせください。

電話用として
「01-xxxx-1111」

ファクス専用として
「01-xxxx-2222」    
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ダイヤルイン番号を設定
する

NTTとのご契約の後、モデムダイヤルインサービ
スの開始日になったら、ダイヤルイン番号を本機
に登録します。

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「初期設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で「ダイヤルインサービス」を選択
し、【スタート／セット】を押す

4 ／ で「する」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

5 ／ で「FAX」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

6 【0】～【9】でファクス専用のダイヤルイン
番号を入力し、 ボタンを押す

7 ／ で「TEL」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す

8 【0】～【9】で電話用のダイヤルイン番号を
入力し、 ボタンを押す

9 ボタンを押す

■ダイヤルイン番号を修正するには

手順6 または手順8で【消去】を押して番号を消去
し、入力し直します。

■モデムダイヤルインサービスの利用を中止するには
手順4で ／ で「しない」を選択し、【スタート

／セット】を押します。

・ダイヤルイン番号は、必ず市外局番から登録してくだ
さい。

・ダイヤルイン番号は、ファクス専用と電話用に異なっ
た番号を割り当ててください。

ファクシミリ通信網（F
ネット）を使う

ファクシミリ通信網（Fネット）は、NTT コミュ
ニケーションズの提供するファクス専用の有料
サービスです。

ファクシミリ通信網でできること

・ご利用になるには、NTTコミュニケーションズとの加

入契約が必要です。
・ご利用の際には、「G3サービス16Hz」の契約をして

ください。
・ファクシミリ通信網（Fネット）について詳しくは、

NTTコミュニケーションズにお問い合わせください。

確定

確定

登録

できること 説明

一斉同報通信 1回の操作で同じ原稿を最大10000カ所
まで同時に送信することができます。夜間
割引もあります。

短縮ダイヤル 最大10000個の短縮ダイヤルが利用でき
ます。

再コール 相手が通信中のとき、2分間隔で5回まで
自動的にダイヤルします。再ダイヤルの回
数は変更できます。

不達通知 再コールをしても相手が話し中などで送信
できなかったとき、そのことを送信側に通
知します。

閉域接続 サークル仲間など、特定の相手との通信
ネットワークを作ることができます。

お問い合わせ先（無料）
NTT コミュニケーションズ

0120-506
コール

506
コール

受付時間　午前9：00～午後 9：00年中無休
（年末年始 12月29日～1月3日を除きます）
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iFAX を使う

iFAX は、NTT コミュニケーションズが提供する
有料サービスです。本機では、このサービスを利
用してファクスを E メールとして送信することが
できます。

Eメールにファクスを送信する
● 相手が iFAX 利用者の場合は、ユーザ ID（iFAX 利用

者が取得している10桁のお客様番号）を指定するこ

とで送信できます。

● 相手が iFAX利用者でない場合でも、メールアドレス

をiFAX宛先リストに登録すれば送信できます。また、

宛先リストに宛先をグループ化して登録すると、指定

したグループに一斉同報することができます（宛先リ

スト同報）。宛先リスト同報サービスを使用するには、

別途NTTコミュニケーションズが提供する「グルー

プ指定通信機能」の申し込みが必要です。

「ファクスを送信する」（P.52）の手順 1 ～ 3 に
したがって原稿をセットし、受話器を取るか、［オ
ンフック］を押します。

1 【0】【0】【3】【5】【0】【1】を押す
プップップッという音が鳴ります。

2 【#】【2】【3】【3】【 】を押す
ダイヤル（パルス）回線をご使用の場合は【#】の

前に【 】（トーン）を押してください。

3 宛先リスト番号【0】【0】を押す

4 【#】【#】を押す
ピーという音が鳴ります。

5 ボタンを押す

・Eメールをファクスで受信するには、E メールの送信

側で「iFAX」をご契約いただくか、ファクス受信側で
着信課金機能のご契約が必要です。

・ご利用になるには、NTTコミュニケーションズとの加
入契約が必要です。「iFAX 接続型サービス」でご契約

ください。
・「iFAX」について詳しくは、NTTコミュニケーション

ズにお問い合わせください（P.93）。

宛先リスト番号00に登録したEメールアドレスに

送信する場合（例）

ファクス送信
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ドアホンを接続する

別売りのターミナルボックスを利用して、ドアホ
ンまたはテレビドアホンを2台まで接続できます。
接続すると、親機または子機でドアホンの呼び出
しに応答することができます。
ターミナルボックス、ドアホン、テレビドアホン
は、次のような機種を接続することができます
（2003年 7月現在）。カメラ付きドアホンをお使
いになる場合は、テレビドアホンモニタも必要と
なります。接続できる新しい機種が発売されたり、
製品が販売中止となることがありますので、詳し
くは各メーカーにお問い合わせください。

ドアホンの接続例（ドアホン 1台と
カメラ付きドアホン1台を接続する
場合）

1 ターミナルボックスにドアホンやカメラ付き
ドアホンを接続したテレビドアホンモニタな
どを接続する

2 電話機コード（2 芯）で、電話回線とターミ
ナルボックスを接続する

3 ターミナルボックスの付属電話機コード（6
芯）で、ターミナルボックスと親機の「回線」
モジュラージャックを接続する

4 接続が終了したら、ターミナルボックス (TF-
TB2)の電源を入れる

お願い

・取り付け工事は電気工事士の資格が必要です。取り付

けの際は販売店、または工事店にご相談ください。
・6芯コードは、必ずTF-TB2 付属の電話機コードを使

用してください。他のコードを使用すると、故障の原
因となります。

・ドアホンまたはテレビドアホンの取り付け工事につい

て、詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。
・接続方法に関して詳しくは、ターミナルボックス付属

の取扱説明書をご覧ください。
・接続可能なドアホンは、配線が 2線無極性で、イン

ピーダンス 600Ωに限ります。

接続機器 メーカー 対応機種

ターミナルボックス
（電話回線と本機の間に
接続する）

パイオニ
ア

TF-TB2

ドアホン
（ターミナルボックスに
接続する）

パイオニ
ア

TF-DR2、TF-DR1、TF-
DC1

アイホン IF-DA、IE-DC、IE-NC、
IE-RA、IE-TAS、IE-JA、
IE-CA、IE-JEX、IE-
NXUS

松下通信 V L -5 6 8 K A、V L -
568U、VL-568R、VL-
5 6 8 U L 、V L -
568KAP、VL-568S、
V L - 5 8 0 D 、V L -
D568KF、VL-581D、
VL-592、VL-593、
VL-594A

松下電工 EJ502、EJ501W、
EJ10 2、EJ503F、
EJ503A、EJ1021B、
EJ106S、EJ106A

テレビドアホンセット
（ターミナルボックスに
接続する）

パイオニ
ア

TF-TS1（テレビドアホ
ンモニタ：TF-DM1、カ
メラ付きドアホン：TF-
DC1、ターミナルボッ
クス：TF-TB2）

ターミナルボックス
TF-TB2

付属の電話機コード（2芯）
（細い方）

TF-TB2付属の電話機コード
（6芯）（太い方）

100V
ACコンセントへ
(50/60Hz)

2芯

6芯

2芯

ドアホン
ＴＦ-ＤＲ2

テレビドアホンモニター
TF-ＤM1

カメラ付きドアホン
ＴＦ-ＤC1

  電源コンセント
（AC100V　50/60Hz）
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ドアホンの呼び出しに応
答する

親機で応答する

1 ドアホンからの呼出音が鳴ったら、受話器を
取る
ディスプレイに「ドアホン1（2）から呼び出しさ

れています」と表示されている間（約30秒間）に

受話器を取ってください。

ボタン、 ボタンまたは【オ

ンフック】を押しても応答できます。

2 相手と話す

3 終わったら、受話器を戻す

子機で応答する

1 ドアホンの呼出音が鳴ったら、子機を充電台
から取る
充電台に置いていないときは、【通話】を押します。

ディスプレイに「ドアホン 1（2）」と表示されて

いる間（約30秒間）に子機を取ってください。

2 相手と話す

3 終わったら、子機を充電台に戻すか、【切】を
押す

■ドアホンの呼出音について

呼び出すドアホンによって次のように鳴ります。

■外線通話中にドアホンで呼び出されたときは

親機の場合、ドアホンの呼出音が聞こえたら、受話器
を 取 っ た ま ま ボ タ ン ま た は

ボタンを押してドアホンに応答します
（外線は保留となります）。外線との通話に戻るとき

は、いったん受話器を戻した後、受話器を取ります。
子機の場合、ドアホンの呼出音が受話口から聞こえた

ら、【切】を押して外線通話を切り、再度ドアホンの
呼出音が聞こえたら、【通話】を押してドアホンに応

答します。
■内線通話中にドアホンで呼び出されたときは

親機の場合、ドアホンの呼出音が聞こえたら、受話器
を 取 っ た ま ま ボ タ ン ま た は

ボタンを押してドアホンに応答します
（内線通話は自動的に切れます）。

子機の場合、ドアホンの呼出音が受話口から聞こえた
ら、【切】を押して内線通話を切り、再度ドアホンの

呼出音が聞こえたら、【通話】を押してドアホンに応
答します。

■ドアホンと通話中に外線電話がかかってきたときは
親機の場合、外線の着信音が受話口から聞こえたら、

いったん受話器を戻した後、受話器を取ります（ドア
ホン通話は自動的に切れます）。

子機の場合、外線の着信音が受話口から聞こえたら、
【切】を押してドアホン通話を切り、再度外線の着信

音が聞こえたら、【通話】を押して応答します。

・ファクス通信中は、ドアホンからの呼出音は鳴りませ
ん。

・子機間通話中にドアホンからの呼び出しがあると、子
機間通話が中止されます。ドアホンの呼出音が聞こえ

たら、【通話】を押すと応答できます。

ドアホン 1 ドアホン 2

ドアホン 呼出音（親機） 呼出音（子機）

ドアホン1 「ピンポーン」 「ピロピロピロピロ　
ピロピロピロピロ」

ドアホン2 「ピンポン　
ピンポン」

「ピロピロ　ピロピロ　
ピロピロ」

ドアホン1
ドアホン 2

ドアホン1
ドアホン 2
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親機のディスプレイを設
定する

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「画面設定」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ で設定したい項目を選択し、【スター
ト／セット】を押す
設定できる項目については、下記の「画面設定の

項目」をご覧ください。

4 各項目の設定をする

■画面設定の項目
：お買い上げ時の設定

親機の便利な機能を設定
する

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「ライフサポート」を選
択し、【スタート／セット】を押す

3 ／ で設定したい項目を選択し、【スター
ト／セット】を押す
設定できる項目については、下記の「ライフサポー

ト設定の項目」をご覧ください。

4 各項目の設定をする

5 ボタンを押す

■ライフサポート設定の項目
：お買い上げ時の設定手順3で選択する

設定項目
手順4での操作

待機画面選択
待機画面の表示を切り
替える

31ページ参照

明るさ設定
画面表示の明るさを設
定する 

1【スタート／セット】を押す 

2 ／ で設定を選択し、【ス
タート／セット】を押す 

3 ボタンを押す
設定値：「 」「普通」「暗く」

コントラスト設定
ディスプレイのコント
ラストを調節する 

1 ／ で「する」を選択し、【ス
タート／セット】を押す 

2 ボタンを押す 

3 ボタンまたは ボタン
を押してコントラストを調節す
る 

4 ボタンを押す
設定値：「－10」～「 」～「＋
10」

登録

明るく

登録

うすく こく

確定

±0

手順3で選択する
設定項目

手順4での操作

ホットライン番号
緊急時にかけたい電話
番号（ホットライン番
号）を登録する 

1【スタート／セット】を押す 

2電話番号を入力し、 ボタン
を押す

キータッチ音
ボタンを押したときの
「ピッ」という音の大き
さを設定する 

1【スタート／セット】を押す 

2 ／ で設定を選択し、【ス
タート／セット】を押す

設定値：「切る（音を鳴らさない）」
「小さく」「 」「大きく」

キータッチ確定時間
ボタンを押してから機
能が動作するまでの時
間を設定する。「長く」に
すると、ボタンを長めに
押さないと反応しなく
なる 

1 ／ で設定を選択し、【ス
タート／セット】を押す

設定値：「 」「長く」

キーロックタイマー
親機のボタン操作を無
効にする時間の長さを
設定する 

1 ／ で設定を選択し、【ス
タート／セット】を押す

設定値：「 」
「チャイルドロック（連続）」

ホームページ読上げ
音声情報のついたイン
ターネットホームペー
ジの読み上げを行うか
どうかを設定する 

1 ／ で設定を選択し、【ス
タート／セット】を押す

設定値：「 」「しない」

音声の速さ
音声ガイダンスなどの
スピードを設定する 

1 ／ で設定を選択し、【ス
タート／セット】を押す

設定値：「 」「遅く」

登録

確定

普通

普通

おそうじモード（3分）

する

普通
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■ ホットライン番号に電話をかけるには

受話器を取って、 ボタンを押します。

親機のボタン操作を無効
にする（キーロック）

親機のボタン操作を約 3分間無効にすることがで
きます。操作パネルの掃除をするときなどに便利
です。

キーロックをセットする

1 【＃】（キーロック）を約 2秒間押す
お買い上げ時は、約 3分たつと自動的に解除され

る設定（おそうじモード）になっています（P.97）。

キーロックを解除する

1 【＃】（キーロック）を約 2秒間押す

■ボタン操作を無効にしたままにするには

キーロックタイマーを「チャイルドロック（連続）」
に設定する（P.97）と、3分を過ぎてもキーロック

が解除されません。小さなお子様やペットによる誤操
作の防止に便利です。解除するときは、【#】（キー

ロック）を約2秒間押します。

・操作パネルを水拭きするときや親機内部の掃除をす

るときは、電源プラグを電源コンセントから抜いてく
ださい。

・キーロック中に電話がかかってきても、キーロックを
解除するまで親機で電話を受けることができません。

・キーロック中でも、子機は使用できます。子機を使っ

た留守録設定（P.46）や、電話帳転送（P.38）を行
うこともできます。

音声読上げ辞書
メール読み上げ用に、文
字の読みかたを最大 30
語登録する 

1 ／ で「文字」のテキスト
ボックスを選択し【スタート／
セット】を押す 

2文字や言葉を入力（最大全角12
文字まで）し、 ボタンを押す 

3 ／ で1つ下の「読み方」の
テキストボックスを選択し【ス
タート／セット】を押す 

4フリガナを入力（最大半角カタカ
ナ12文字まで）し、 ボタン
を押す

手順3で選択する
設定項目

手順4での操作

確定

確定

ホットライン
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メモリに保存されている
内容を一括消去する（全
消去）

メモリに保存されている用件やファクス、通話録
音、受信メール、おしらせカレンダーの入力履歴
や予定を一括して消去することができます。メモ
リがいっぱいになって用件の録音やファクスの受
信ができなくなったときなどに使用します。

1 待機中（通話や用件再生などをしていない状
態）に【消去】を押す

2 ／ で一括消去したい項目を選択する

3 ボタンを押す

4 ボタンを押す
処理が終了すると「消去しました」と表示されま

す。

2 ／ で「おしらせカレンダー」を選択し、
ボタンを押す

3 ／ で消去する項目を選択し、 ボタ
ンを押す
「すべての予定削除」「前日までの予定削除」「入力

履歴を削除」の3 つから選択します。

4 ボタンを押す

■操作を途中でやめるには

【ストップ】を押します。
■1件ずつ消去するには

用件の場合は45ページ、ファクスの場合は 56ペー
ジ、通話録音の場合は33ページ、受信メールの場合

は 87 ページ、おしらせカレンダーの予定の場合は
60ページをそれぞれご覧ください。

・一括消去では、送信済／未送信メールや、保護された

受信メールは消去されません。消去する場合は、80、
82、88ページをご覧ください。

・おしらせカレンダーの「前日までの予定削除」では、
毎週繰り返しの予定は消去されません。消去する場合

は、60ページをご覧ください。

子機の便利な機能を設定
する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ベンリセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で設定したい項目を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す
設定できる項目については、下記の「便利設定の

項目」をご覧ください。

4 各項目の設定をする

■便利設定の項目
：お買い上げ時の設定

用件／ファクス／通話録音／受信メールを一括消

去するときは

おしらせカレンダーの入力履歴や予定を一括消去

するときは

消去

はい

消去

消去

はい

手順3で選択する
設定項目

手順4での操作

キータッチトーン
ボタンを押したときに
「ピッ」という音を鳴ら
すかどうかを設定する 

1 ／ で設定を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

設定値：「 （鳴らす）」「OFF（鳴
らさない）」

クイックツウワ
子機を充電台から取る
だけで外線につながる
ようにするかどうかを
設定する

43 ページ参照

エキショウコントラス
ト
ディスプレイのコント
ラストを調節する 

1 ／ でコントラストを調
節する 

2【メニュー／セット】を押す

ON
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子機のモーニングコール
を利用する

子機を目覚まし時計として使うことができます。
モーニングコールを設定すると、毎日指定した時
刻にアラームが約 2分間鳴ります。

モーニングコールを設定する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「モーニングコール」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「ジコク」を選択し、【メニュー／
セット】を押す

4 【0】～【9】を押して時刻を入力する
1桁の数字は0から入力します。

24時間制で入力します。

5 【メニュー／セット】を押す
モーニングコールが設定され、ディスプレイに

「 」が表示されます。

■ モーニングコールの設定を確認するには 

1手順1～2 の操作をする 

2 ／ で「セッテイ」を選択し、【メニュー／

セット】を押す 

3設定状態や設定時刻を確認し、【切】を押す

・子機の時刻が設定（P.30）されていないと、モーニ

ングコールは使えません。
・子機が2台以上ある場合は、それぞれモーニングコー

ルを設定できます。

モーニングコールの設定／解除を
切り替える
時刻の設定を変えずに、モーニングコールの ON
／OFFを切り替えることができます。

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「モーニングコール」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「セッテイ」を選択し、【メニュー
／セット】を押す

4 ／ で「ON」または「OFF」を選択し、
【メニュー／セット】を押す
設定したときはディスプレイに「 」が表示され、

解除したときは消えます。

鳴っているアラームを止める
アラームは、鳴りはじめて 1分経過すると鳴りか
たが速くなります。約 2分後には自動的に止まり
ますが、途中で止めるときは次のように操作しま
す。

1 子機のいずれかのボタンを押す
アラームが止まります。

充電台から取ったり、充電台に置いていないとき

は充電台に戻してもアラームが止まります。

■アラームが鳴っているときに電話がかかってきたと

きは
アラームが止まって着信／呼出音が鳴ります。

親機または他の子機で電話に出ると、再度アラームが
鳴りはじめます。

・アラームを止めても、モーニングコールの設定そのも

のは解除されません。
・設定した時刻に子機を使用している場合は、モーニン

グコールは動作しません。
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子機のキッチンタイマを
使う

子機をタイマとして使うことができます。キッチ
ンタイマを設定すると、指定した時間が経過した
ときにアラームが約1分間鳴ります。

キッチンタイマを設定する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「キッチンタイマ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 【0】～【9】を押して時間を入力する
1桁の数字は 0から入力します。秒単位で60分

まで設定できます。

（例：5 分 30 秒に設定するときは、「0530」と

入力します。）

4 【メニュー／セット】を押す
秒単位でカウントダウンが開始されます。

■設定を解除するには

カウントダウン表示中に【切】を押します。
■カウントダウン中にかかってきた電話や内線、ドアホ

ンの呼び出しに応答するには
カウントダウン中は着信／呼出音は鳴らずにディス

プレイに着信が表示され、【通話】が点滅します。
【切】を押してカウントダウンを中止し、子機の着信

／呼出音が鳴ってから【通話】を押します。

・カウントダウン中の子機では、中止するまで他の操作
を行うことはできません。

・モーニングコールを設定しているときは、キッチンタ
イマは使えません。

・子機が2台以上あるときは、それぞれの子機でキッチ
ンタイマをセットすることができます。

鳴っているアラームを止める
アラームは、鳴りはじめて約 1 分間後には自動的
に止まりますが、途中で止めるときは次のように
操作します。

1 子機のいずれかのボタンを押す
アラームが止まります。

充電台から取ったり、充電台に置いていないとき

に充電台に戻してもアラームが止まります。

■外線や内線、ドアホンなどの着信中にタイマの時間に

なったときは
アラームが鳴りはじめます。【切】を押してアラーム

を止め、子機の着信／呼出音が鳴ってから【通話】を
押すと、応答できます。

■アラームが鳴っているときにかかってきた電話や内
線、ドアホンの呼び出しに応答するには

着信／呼出音は鳴らずにディスプレイに着信が表示
され、【通話】が点滅します。

【切】を押してアラームを止め、子機の着信／呼出音
が鳴ってから【通話】を押します。
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子機に使う人の名前を表
示する

子機のディスプレイに、使う人の名前を表示させ
ることができます。

使用者名を登録する
登録すると、待機中のディスプレイに名前が表示
されます。

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ショキセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「シヨウシャヒョウジ」を選択し、
【メニュー／セット】を押す

4 ／ で「トウロク」を選択し、【メニュー
／セット】を押す

5 使用者の名前を入力する
文字の入力のしかたは28ページをご覧ください。

6 【メニュー／セット】を押す

登録した使用者名を消去する

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ショキセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「シヨウシャヒョウジ」を選択し、
【メニュー／セット】を押す

4 ／ で「ショウキョ」を選択し、【メニュー
／セット】を押す

5 ／ で「ハイ」を選択し、【メニュー／セッ
ト】を押す

子機をお買い上げ時の状
態に戻す

子機のすべての設定をお買い上げ時の設定に戻
し、電話帳の登録内容も一括して消去することが
できます。

1 【通話】が消灯している状態で【メニュー／
セット】を押す

2 ／ で「ショキセッテイ」を選択し、【メ
ニュー／セット】を押す

3 ／ で「ショキカ」を選択し、【メニュー
／セット】を押す

4 ／ で「ハイ」を選択し、【メニュー／セッ
ト】を押す
処理が終了すると「ショキカガシュウリョウシマ

シタ」と表示されます。



設
定

 

さまざまなリストをプリ
ントする

ファクス通信結果や電話帳、機能設定のリストを
プリントすることができます。

リストをプリントする

1 【メニュー】を押す

2 ／ ／ ／ で「プリント」を選択し、
【スタート／セット】を押す

3 ／ でプリントしたい項目を選択し、【ス
タート／セット】を押す
次のいずれかを選択します。

通信結果リスト：

ファクス送受信の結果の一覧

電話帳リスト：

親機に登録されている電話帳の一覧

機能設定リスト：

親機の登録・設定状態の一覧

4 ボタンを押す
リストがプリントされます。

■プリントを中止するには

【ストップ】を押します。

・記録用紙がなくなると、プリントは中止されます。

通信結果リストの見かた
送受信した最新 10 件までのファクスの記録を確
認することができます。

通信結果リストには、送信と受信を分けて、次の
内容が記録されます。

■通信結果リストのエラー表示

電話帳リストの見かた
電話帳リストには、登録した相手の名前、電話番
号、メールアドレスがプリントされます。

機能設定リストの見かた
機能設定リストには、機能設定項目名、現在の登
録・設定内容およびお買い上げ時の設定がプリン
トされます。

実行

松川  

［送信日時］／［受
信日時］

ファクスの送信／受信を開始した日時

［相手先電話番号］ 送信：ダイヤルした番号
受信：相手のファクスに登録されている

番号

［ページ数］ 送信／受信したファクスの総ページ数

［通信時間］ 送信／受信にかかった時間

［通信結果］ 「OK」：送信／受信が正常に完了した
「NG」：異常が発生し、送信／受信が正常

に完了しなかった

［エラーの内容］ 通信結果「NG」時のエラーの内容
（「通信結果リストのエラー表示」下記）

エラーの内容 意味

相手応答なし 相手と話した後の送信時、相手側がファ
クスを受信しなかった／受信時に相手側
が送信しなかった

相手記録紙なし 相手側のファクスに記録用紙がなかった

相手話し中 自動送信時、相手が話し中だった

原稿が長すぎ 原稿がつまった／長さが1m 以上の原稿
を送ろうとした／送信時間が 32 分を超
えた

原稿を点検 原稿が正しくセットされていなかった

受信のやり直し 受信が正常に行われなかった

送信のやり直し 送信が正常に行われなかった

ストップで中止 【ストップ】を押して中断した

メモリオーバー ファクスを受信している途中でメモリが
いっぱいになった
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こんなときは
 

白紙が出るときは プリント画像が汚いとき
は

インクフィルムの残量は十分ですか？

インクフィルムを交換します（P.17）。

正常にプリントできますか?

お買い上げの販売店または最寄りのキヤノンサー
ビスセンター（P.126）へ修理を依頼してくださ
い。

はい いいえ

いいえ

ファクスを受信するとき、相手先が汚れのないき
れいな原稿をセットしていますか？
また、コピーをとるとき、汚れのないきれいな原
稿をセットしましたか？

汚れのない原稿をセットします。
また、推奨の記録用紙を使ってください。

記録用紙の種類 製品名

普通紙
（コピー用紙等）

キヤノンスーパーセレクト
ペーパーSC-250A4

正常にプリントできますか ?

原稿読み取り部と記録ヘッド、ローラー部はきれ
いですか？

はい いいえ

いいえ

いいえ 

ローラー部

記録ヘッド

原稿読み取り部

原稿読み取り部と記録ヘッド、ローラー部を
清掃します（P.112）。
記録ヘッドは乾いた布でから拭きしてください。
原稿読み取り部とローラー部は、水を含ませ固
く絞った布で拭いた後、乾いた布でから拭きし
てください。

正常にプリントできますか ?

いいえ

お買い上げの販売店または最寄りのキヤノンサー
ビスセンター（P.126）へ修理を依頼してくださ
い。

はい



こ
ん
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き
は

 

用紙がつまったときは

つまった原稿を取り除くには
原稿がつまったときは、次の手順で原稿を取り除
きます。

1 記録用紙を取り、記録用紙トレイを外す

2 ディスプレイを閉じ、「開く」レバーを押し上
げながら、ロックがかかるまで操作パネルを
開ける

3 両側の緑色の解除レバーを立てる

4 つまった原稿を取り除く
正面側または背面側の抜き取りやすい側に引っ

ぱってください。

5 解除レバーを戻す

6 インクフィルムのたるみを取る（P.16）

7 終わったら、操作パネルを「カチッ」と音が
するまで閉める
操作パネルの手前をロックがかかるまで静かに押

してください。

8 ディスプレイを開け、 ／ で「継続」を選
択し、【スタート／セット】を押す
インクフィルムがたるんでいると、ディスプレイ

に「インクフィルムがありません」と表示される

ことがあります。その場合は、もう一度操作パネ

ルを開けて手順6 ～8を繰り返してください。

つまった記録用紙を取り除くには
ディスプレイに「プリンターを点検」または「用
紙を取り除いて下さい」と表示されたら、記録用
紙トレイに残っている記録用紙を取ってから、つ
まっている記録用紙を取り除いてください。

1 残っている記録用紙を取り、記録用紙トレイ
を外す

2 ディスプレイを閉じ、「開く」レバーを押し上
げながら、ロックがかかるまで操作パネルを
開ける

3 記録用紙を引き抜く

4 インクフィルムのたるみを取る（P.16）

5 終わったら、操作パネルを「カチッ」と音が
するまで閉める
操作パネルの手前をロックがかかるまで静かに押

してください。

6 ディスプレイを開け、 ／ で「継続」を選
択し、【スタート／セット】を押す
インクフィルムがたるんでいると、ディスプレイ

に「インクフィルムがありません」と表示される

ことがあります。その場合は、もう一度操作パネ

ルを開けて手順4～6を繰り返してください。

お願い

・記録用紙や原稿は、抜き取りやすい方向に静かに引い
て、破れないように注意して取り除いてください。

・無理な力を加えると、記録用紙が破れることがありま
す。親機内部で記録用紙が破れたときは、内部につ

まった記録用紙をすべて取り除いてください。

原稿

解除レバー
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停電になったときは

本機は AC 電源を必要としているため、停電時は
親機も子機も使用できなくなります。そのため、あ
らかじめ停電時用の電話機（AC 電源がなくても使
える電話機）をご用意いただくことをおすすめし
ます。

・停電になっても、本機の登録・設定内容や電話帳の内

容は消去されません。
・日付時刻設定は消去されてしまう場合があります。

・メモリに保存されている受信ファクスや録音された
用件、自作応答メッセージなどは、停電状態でも約7

分間は保持されます。ただし、停電になる前に約 60
分以上連続で、本機の電源を入れた状態にしておく必

要があります。
・メモリに保存されている内容が消去されてしまった

場合は、電源が復旧した後、ディスプレイに「メモリ
消去」と表示されます。消去されたメモリの内容を復

活させることはできません。
・用件を録音中に停電になったときは、録音中の用件は

消去されます。
・登録中など、データを保存中に停電になったときは、

保存中のデータが消去される可能性があります。

故障かな？と思ったら

修理に出したり、サービスセンターにお問い合わ
せいただく前に、次のことをチェックしてくださ
い。

親機のトラブル

全般

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

正常に動作し
ない

― 1約5秒間【ストッ
プ】を押し続け
ます。一度電源
が OFF になり、
リセットされま
す。 

2それでも正常に
動作しない場合
は、一度電源プ
ラグを電源コン
セントから抜い
た後、約 10 分
以上おいてから
差し込んでくだ
さい。

―

ディスプレイ
に何も表示さ
れない

電源プラグが外
れていません
か？

電源プラグを正し
く差し込んでくだ
さい。

P.14

待 機 画 面 が
OFF になって
いませんか？

最後の操作から約
2 分以上たってい
ます。【ストップ】
を押してくださ
い。

P.9

電話／留守番電話

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

電話がかけら
れない

電話回線が正し
く自動設定され
ていますか？

電話回線の種類を
手動で設定してみ
てください。

P.15

電話回線や受話
器が正しく接続
されています
か？

接続を確認してく
ださい。

P.14

110、119、
117、186、
184や、0120
（フリーダイヤ
ル）などの番号
にかからない

電話回線が正し
く自動設定され
ていますか？

電話回線の種類を
手動で設定してく
ださい。

P.15

ダイヤル終了
後、着信音が
聞こえはじめ
るまでの時間
が長い

相手の方がナン
バー・ディスプ
レイをご利用の
場合は、長くな
ることがありま
す。

― ―
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着信音が鳴ら
ない

着信音量が「消
音」（OFF）に設
定されていませ
んか ?

着信音量を「消音」
以外に設定してく
ださい。

P.24

おやすみモード
にセットしてい
ませんか ?

おやすみモードを
解除してくださ
い。

P.46

モデムダイヤル
インが「する」に
設定されていま
せんか ?

モデムダイヤルイ
ンサービスを契約
していない場合
は、「しない」に設
定してください。

P.93

モデムダイヤルイ
ンサービスを契約
している場合は、
サービス開始日に
なったら「する」に
設定してくださ
い。

P.93

こちらの声が
相手に届かな
い

受話器の下の穴
を手でふさいで
いませんか？

ふさがないように
正しくお持ちくだ
さい。

―

雑音がひどい 適切な場所に設
置されています
か？

適切な場所に設置
してください。

P.22

スピーカから
の音が聞こえ
ない、聞こえ
にくい

音量が小さく
なっていません
か？

スピーカの音量を
調節するか、受話
器で聞いてくださ
い。

P.24

用件が録音さ
れない

メモリがいっぱ
いになっていま
せんか？

不要な用件やファ
クスを消去してく
ださい。

P.45、
P.56、
P.99

留守モードに
セットされてい
ますか？

留守モードにセッ
トしてください。

P.44

【キャッチ】が
効かない

着信拒否の登録
をした相手先か
らのキャッチホ
ンではありませ
んか？

着信拒否に設定し
た相手先からの電
話はいっさい受け
ることができませ
ん。受けたい場合
は着信拒否を解除
してください。

P.64

外出先からリ
モート操作が
できない

トーン信号（ピ
ポパ音）の出る
電話機を使って
いますか？

トーン信号の出る
電話機から操作し
てください。

ー

に続いて
正しい暗証番号
（4桁の数字）を
入力しています
か？

を押してから
正しい暗証番号（4
桁の数字）を入力
してください。

P.48

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

コピー／ファクス

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

ファクスを送
信できない

原稿はセットさ
れていますか？

原稿を正しくセッ
トしてください。
読み取りを開始し
ないときは、原稿
の反りを直して、
原稿の後端を軽く
押してください。

P.20、
P.52

原稿がつまって
いませんか？

つまっている原稿
を取り除いてくだ
さい。

P.105

原稿をオモテ向
きにセットして
いませんか？

送る面をウラ向き
にセットしてくだ
さい。

P.52

相手側のファク
スの記録用紙が
なくなっていま
せんか？

相手に確認してく
ださい。

―

ファクスで送
信した画像が
汚い

ローラーや原稿
読み取り部、記
録ヘッドが汚れ
ていませんか？

汚れを拭きとって
ください。

P.112

ファクスを受
信できない

受話器を置く前
に
ボタン を押し
ましたか？

先に受話器を置く
と、電話が切れて
しまいます。受信
し直してくださ
い。

P.53

メモリがいっぱ
いになっていま
せんか？

不要なファクスや
用件を消去してく
ださい。

P.45、
P.56、
P.99

プリント中では
ありませんか？

プリント中はファ
クスを受信できま
せん。プリントを
中止するか、終了
してから受信し直
してください。

―

コピーやファ
クス受信した
画像が汚い
（P.104 もご
覧ください。）

静電気や雷など
で電話回線の状
態が悪くありま
せんか？

相手側にもう一度
送信してもらって
ください。

―

ファクス受信中
にキャッチホン
が入りました
か？

相手側にもう一度
送信してもらって
ください。

―

適切な記録用紙
を使っています
か？

使用できる記録用
紙かどうか確認し
てください。当社
推奨の記録用紙を
使ってみてくださ
い。

P.18、
P.115

ローラーや原稿
読み取り部、記
録ヘッドが汚れ
ていませんか？

汚れを拭きとって
ください。

P.112

コピーした画
像に横線が入
る

ローラーや原稿
読み取り部、記
録ヘッドが汚れ
ていませんか？

汚れを拭きとって
ください。

P.112

ファクス受信
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白紙が出てく
る
（P.104 もご
覧ください。）

インクフィルム
がきれていませ
んか？

インクフィルムを
交換してくださ
い。

P.17

コピー原稿をオ
モテ向きにセッ
トしていません
か？

コピーする面をウ
ラ向きにセットし
ます。

P.59

相手側がファク
ス原稿の向きを
逆にセットして
いる場合があり
ます。

相手側に確認して
ください。

―

インクフィルム
がセットされて
いますか？

インクフィルムを
セットしてくださ
い。

P.16

うまく紙送り
されない

内部の給紙ロー
ラーが汚れてい
る場合がありま
す。

ローラー部の清掃
を行ってくださ
い。

P.112

セットされてい
る記録用紙が、
残り1枚になっ
ていませんか？

記録用紙を、記録
用紙トレイに残っ
ている記録用紙の
下に追加してみて
ください。

P.19

セットされてい
る記録用紙が、
15 枚を超えて
いませんか ?

記録用紙の枚数を
15 枚以下にして、
セットし直してく
ださい。

P.18

ファクス情報
サービスをう
まく受けられ
ない

ト ーン（プ ッ
シュ）信号が出
ていますか？

お使いの電話がダ
イヤル回線の場合
は【 】（トーン）を
押してください。

P.33
P.53、

相手から受信状
態にするよう指
示はありました
か？

最後に
ボタ

ンを押してくださ
い。

―

何度も紙づま
りが起きる

記録用紙を正し
くセットしまし
たか？

記録用紙を正しく
セットしてくださ
い。

P.19

適切な記録用紙
を使っています
か？

使用できる記録用
紙かどうか確認し
てください。当社
推奨の記録用紙を
使ってみてくださ
い。

P.18、
P.115

ローラーが汚れ
ていませんか？

ローラー部の清掃
を行ってくださ
い。

P.112

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

ファクス受信

カレンダー

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

おしらせ機能
が正しく動作
しない

親機の日付と時
刻は正しく設定
されています
か？

親機の日付と時刻
の設定を確認して
ください。

P.30

おしらせカレ
ンダーの音声
／メールおし
らせが遅れて
通知される

設定したおしら
せ時刻に本機を
使用中ではあり
ませんでしたか
?

通信中や操作中は
通知されません。

P.61

同時刻に複数の
音声／メールお
しらせを設定し
ていませんか？

最低3 分以上は時
刻をずらして設定
してください。

P.61

おしらせカレ
ンダーのメー
ルおしらせが
通知されない

電話回線の状態
が悪くありませ
んか？

回線状態によって
はおしらせメール
が送信できない場
合があります。

P.61

L モードサービ
スの利用契約を
されましたか？

メールおしらせ機
能をご利用になる
には、Lモードサー
ビスの契約が必要
です。Lモードサー
ビスの詳細につき
ましては、NTTへ
お問い合わせくだ
さい。

P.69

電話サービス、その他

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

ドアホンが使
えない

正しく接続して
いますか？

接続を確認してく
ださい。

P.95

ターミナルボッ
クスの電源プラ
グが外れていま
せんか？

電源プラグを正し
く差し込んでくだ
さい。

P.95

ナ ン バ ー・
ディスプレイ
が正しく動作
しない

ナンバー・ディ
スプレイサービ
スの利用契約を
されましたか？

ナンバー・ディス
プレイの契約が必
要です。
ナンバー・ディス
プレイの詳細につ
きましては、NTT
へお問い合わせく
ださい。

P.62

静電気や雷など
で電話回線の状
態が悪くありま
せんか？

回線状態によって
は表示できない場
合があります。

―

ナンバー・ディ
スプレイの設定
が「する」になっ
ていますか？

ナンバー・ディス
プレイの設定を
「する」にしてくだ
さい。

P.62
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ネーム・ディ
スプレイが正
しく動作しな
い

ネーム・ディス
プレイはナン
バー・ディスプ
レイの付加サー
ビスです。
ナンバー・ディ
スプレイとネー
ム・ディスプレ
イサービスの利
用契約をされま
したか？

表示させるとき
は、ナンバー・ディ
スプレイとネー
ム・ディスプレイ
の契約が必要で
す。
ナンバー・ディス
プレイとネーム・
ディスプレイの詳
細につきまして
は、NTTへお問い
合わせください。

P.62

静電気や雷など
で電話回線の状
態が悪くありま
せんか？

回線状態によって
は表示できない場
合があります。

―

ナンバー・ディ
スプレイの設定
が「する」になっ
ていますか？

ナンバー・ディス
プレイの設定を
「する」にしてくだ
さい。

P.62

キャ ッ チホ
ン・ディスプ
レイが正しく
動作しない

キャッチホン・
ディスプレイ
サービスの利用
契約をされまし
たか？

相手の番号を表示
させるときは、ナ
ンバー・ディスプ
レ イ の 契 約 と
キャ ッ チ ホン・
ディスプレイおよ
び「キャッチホン、
キャッチホン II、マ
ジックボックス、
ボイスワープ、話
中転送」サービス
の中から、いずれ
かの契約が必要で
す。

P.35、
P.62

ナンバー・ディ
スプレイの設定
が「する」になっ
ていますか？

ナンバー・ディス
プレイの設定を
「する」にしてくだ
さい。

P.62

鳴り分け着信
ができない

電話帳に登録し
た番号は市外局
番から登録しま
したか？

相手の電話番号を
市外局番から登録
してください。

P.63

ナンバー・ディ
スプレイサービ
スの利用契約を
されましたか？

ナンバー・ディス
プレイの契約が必
要です。
ナンバー・ディス
プレイの詳細につ
きましては、NTT
へお問い合わせく
ださい。

P.62

メールが利用
できない

L モードサービ
スの利用契約を
されましたか？

NTTとの契約が必
要です。
Ｌ モードサービス
の詳細につきまし
ては、NTTへお問
い合わせくださ
い。

P.69

電波障害などで操
作できないことが
あります。

―

L モードを使え
るように設定し
ましたか？

L モードを使える
ように設定してく
ださい。

P.70、
P.90

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

メ ール の 送
信・受信がで
きない

送信先のメール
アドレスが正し
く合っています
か？

正しいメールアド
レスを入力してく
ださい。

P.79

受信メールが
いっぱいになっ
ていませんか？

受信メールが 50
件になると、メー
ルを受信すること
ができません。不
要なメールを削除
してから操作をや
り直してくださ
い。

P.87、
P.99

送信メールが
いっぱいになっ
ていませんか？

未送信メールと送
信済メールの合計
が30件になると、
メールを送信する
ことができませ
ん。不要なメール
を削除してから操
作をやり直してく
ださい。

P.80、
P.82

― L モード通信速度
を14.4kbps に変
更してください。

P.91

メールの自動
受信ができな
い

TA やモデムを
接続している場
合、L モード対
応のTA やモデ
ムをご使用され
ていますか？

Lモード対応のTA
やモデムをお使い
ください。

―

お使いのTA や
モデムは正しく
設定されていま
すか？

お使いのTAやモデ
ムの設定を確認し
てください。

―

メール通知音
が鳴らない

TA やモデムを
接続している場
合、L モード対
応のTA やモデ
ムをご使用され
ていますか？

Lモード対応のTA
やモデムをお使い
ください。

―

お使いのTA や
モデムは正しく
設定されていま
すか？

お使いのTAやモデ
ムの設定を確認し
てください。

―

L モードのサ
イト（番組）に
接続できない

― L モード通信速度
を14.4kbps に変
更してください。

P.91

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ
109
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親機のディスプレイのメッセージ

メッセージ 意味
参照
ページ

相手先記録
紙無し

相手に記録用紙をセットしてもらい
ます。

―

インクフィ
ルムがあり
ません

インクフィルムを装着していないか、
インクフィルムの残量がなくなった
ときに表示されます。インクフィルム
を装着するか、新しいインクフィルム
に交換してください。

P.16、
P.17

インクフィ
ルムわずか
です

インクフィルムの残りが少なくなっ
ています。

―

印字部
高温エラー

黒い部分が多い原稿を印字している
と印字部が熱くなります。しばらく時
間を置いてから使用してください。

―

原稿が長す
ぎます

原稿がつまっています。つまった原稿
を取り除いて、もう一度操作してくだ
さい。

P.105

長さが1m以上の原稿はファクス送信
できません。適切なサイズの原稿を
セットしてください。

P.20

原稿を確認
して下さい

原稿を正しくセットしてください。読
み取りを開始しないときには、原稿の
反りを直して、原稿の後端を軽く押し
てください。

P.20

原稿を点検
して下さい

原稿を正しくセットしてください。読
み取りを開始しないときには、原稿の
反りを直して、原稿の後端を軽く押し
てください。

P.20

原稿を取り
除いて下さ
い

原稿がつまっています。つまった原稿
を取り除いて、もう一度操作してくだ
さい。

P.105

長さが1m以上の原稿はコピーできま
せん。適切なサイズの原稿をセットし
てください。

P.20

子機使用中 子機を使用中です。表示が消えるまで
親機は操作できません。

―

子機操作中 電話帳転送などで子機が操作中です。
表示が消えるまで親機は操作できま
せん。

―

登録できま
せん

電話番号を入力していないために、親
機の電話帳に登録できません。電話番
号を入力してください。

P.36

話し中でし
た

相手が応答しませんでした。もう一度
やり直してください。

―

表示するこ
とが出来ま
せんでした

メモリ残量が少なくなっているか、受
信したファクス画像の一部が壊れて
いるため、ファクスの内容を画面に表
示できません。【消去】を押してこの
ファクスを消去する操作を行ってく
ださい。
また不要な用件やファクスも消去し
てください。

P.45、
P.56、
P.99

メモリ残量
ありません

メモリがいっぱいです。不要な用件や
ファクスを消去してください。

P.45、
P.56、
P.99

メモリがあ
りません

電話帳登録時に表示された場合は、す
でに電話帳が 100 件登録されていま
す。不要な電話帳を消去してくださ
い。

P.37

イラスト Lメールで、読み取った画像
のデータが200KBを超えているので
送信できません。

P.84

メモリ残量
わずかです

メモリが残り少なくなっています。不
要な用件やファクスを消去してくだ
さい。

P.45、
P.56、
P.99

メモリ消去 約7分以上停電や電源コンセントが抜
けた状態が続いたため、用件、ファク
ス、自作応答メッセージは消去されま
した。

P.106

セットキー
を押して
時刻設定し
て下さい

5分以上の停電などで、日付時刻設定
が消えています。日付と時刻を設定し
てください。

P.30

やり直して
下さい

ファクスが送信できていません。もう
一度送信してください。

―

ファクスが受信できませんでした。も
う一度送信してもらってください。

―

用紙を確認
して下さい

記録用紙を正しくセットしてくださ
い。

P.19

用紙を取り
除いて下さ
い

記録用紙がつまっています。 

1つまった記録用紙を取り除いてく
ださい。 

2それでもこの表示が出るときは、本
機をお買い上げになった販売店ま
たは最寄りのキヤノンサービスセ
ンター（P.126）に修理をご依頼く
ださい。

P.105

操作パネル
を開けて、用
紙を取除い
て下さい

宛先が入力
されていま
せん。

送信や保存するメールに宛先が入力
されていません。宛先を入力してから
送信や保存の操作をやり直してくだ
さい。

P.79

プリントで
きません

Ｌ モードで表示しているページや
メールがプリントできないときに表
示されます。記録用紙やインクフィル
ムが正しくセットされているか、記録
用紙がつまっていないかを確認して
ください。

P.16、
P.19、
P.105

接続に失敗
しました。

Lモードとの接続に失敗しました。も
う一度操作をやり直してください。

P.70

設定に失敗
しました。

Lモードが使えるように設定されてい
ません。

P.70、
P.90

受信エラー ナンバー･ディスプレイサービスの利
用契約をしていない場合は、ナンバー･
ディスプレイの利用を「しない」に設
定してください。

P.62

回線状態が悪い場合に表示されるこ
ともあります。

―

インクフィ
ルムは新品
ですか？

インクフィルムを交換した場合は「新
品」を、交換していない場合は「継続」
を選んで、【スタート／セット】を押
してください。

―

操作パネル
が開いてま
す

操作パネルが開いています。操作パネ
ルをきちんと閉めてください。操作パ
ネルが閉まっている場合は、一度パネ
ルを開けてから、閉め直してくださ
い。

―

メッセージ 意味
参照
ページ
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子機のトラブル

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

ディスプレイ
に何も表示さ
れない

バッテリのプラ
グは正しく接続
されています
か？

プラグを奥まで確
実に差し込んでく
ださい。

P.21

子機を充電台に
戻さないで、長
期間放置しませ
んでしたか？

充電台に戻して
15 時間以上充電
してください。

P.21

短いアラーム
音が鳴り、使
えない

親機の電源プラ
グが抜けていま
せんか？

親機の電源プラグ
を確実に差し込ん
でください。

P.14

親機を使ってい
ませんか？

親機が使用中のと
きは使えません。

―

親機と離れすぎ
ていませんか？

親機に近づいても
う一度【通話】を押
してください。

―

他の子機を使っ
ていませんか？

他の（増設）子機が
使用中のときは使
えません。

―

近くにテレビや
OA 機器など、
強い電波や雑音
を発生する機器
はありません
か？

強い電波や雑音を
発生していると思
われる機器の電源
を切ってからお使
いください。

P.22

【通話】を押し
ても【通話】が
点灯しない

バッテリは十分
に充電されてい
ますか？

充電台に戻して充
電してください。

P.21

【通話】を押す
と【通話】は点
灯するが、使
えない

｢ナンバー・ディ
スプレイ｣や｢モ
デムダイヤルイ
ンサービス｣を
利用している場
合など、子機を
使うタイミング
によっては、こ
のような症状に
なることがあり
ます。

一度子機を充電台
に戻すか、【切】を
押すと、普通に使
えるようになりま
す。

ー

途中で電話が
切れる

テレビやコン
ピュータなど、
雑音が発生する
機器が近くにあ
りませんか？

雑音が発生する機
器から離れてくだ
さい。

P.22

親機に近づきす
ぎていません
か？

親機から離れてく
ださい。

P.22

バッテリのプラ
グがしっかりと
差し込まれてい
ますか？

プラグを奥まで確
実に差し込んでく
ださい。

P.22

― 電話を受ける、か
けるの操作をやり
直してください。

―

電話がかけら
れない／受け
られない

電話回線の種類
は正しく設定さ
れていますか？

ご使用の電話回線
を調べ、親機で回
線の種別を合わせ
てください。

P.15

相手の声が聞
き取りにくい

受話音量が小さ
くなっていませ
んか？

受話音量を調節し
てください。

P.24

こちら側の声
が相手に聞こ
えない、また
は、とぎれて
聞こえる

送話口を指でふ
さいでいません
か？

送話口をふさがな
いように子機を持
ち直してくださ
い。

―

雑音がひどい 適切な場所に設
置されています
か？

適切な場所に設置
してください。

P.22

着信音が聞こ
えない

着 信 音 量 が
「ショウオン」
（OFF）に設定
されていません
か？

着信音量を「ショ
ウオン」以外に設
定してください。

P.24

おやすみモード
が設定されてい
ませんか？

親機のおやすみ
モードを解除して
ください。

P.46

充電しても、
すぐに電池が
なくなる

バッテリが古く
なっていません
か？

新しいバッテリに
交換してくださ
い。

P.23

充電台に置い
ても【切】が点
灯しない

充電端子が汚れ
ていませんか？

充電端子の汚れを
綿棒などで拭き
とってください。

P.112

充電台のACア
ダプタが電源コ
ンセントから抜
けていません
か？

AC アダプタを電
源コンセントに接
続してください。

P.21

充電台に正しく
置いてあります
か？

端子同士が接続さ
れるよう子機を充
電台に正しく置い
てください。

P.21

子機で外線を
受けたとき、
きちんとつな
がらない

― もう一度【通話】を
押してください。

―

子機の一部が
あたたかい

― 充電によるもので
す。故障ではあり
ません。

―

【ク リ ア ／
キャッチ】が
効かない

着信拒否の登録
をした相手先か
らのキャッチホ
ンではありませ
んか？

着信拒否に設定し
た相手先からの電
話はいっさい受け
ることができませ
ん。受けたい場合
は着信拒否を解除
してください。

P.64

鳴り分け着信
ができない

電話帳に登録し
た番号は市外局
番から登録しま
したか？

相手の電話番号を
市外局番から登録
してください。

P.63

電話帳に特番ダ
イヤル（186／
184）をつけて
登録していませ
んか？

特番ダイヤルをつ
けずに、相手の電
話番号を市外局番
から別に登録して
ください。

P.64

ナンバー・ディ
スプレイサービ
スの利用契約を
されましたか？

ナンバー・ディス
プレイの契約が必
要です。ナンバー・
ディスプレイの詳
細につきまして
は、NTT へお問い
合わせください。

P.62

電話帳操作中
に強制終了さ
れる

操作中に親機が
使用されません
でしたか？

親機使用後に再度
操作してくださ
い。

P.38

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ
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 各部のお手入れ

親機外部と子機
親機や子機の汚れは、乾いた柔らかい布で拭き
とってください。汚れがひどいときは、水を含ま
せて固くしぼった布で拭きとった後、から拭きし
てください。

充電端子
子機や充電台の充電端子は、綿棒などを使って定
期的に清掃してください。充電端子が汚れている
と充電できなくなることがあります。

親機内部
原稿読み取り部、記録ヘッド、ローラー部は定期
的に清掃してください。原稿読み取り部が汚れて
いると、コピーや送信したファクスに汚れがつい
たりします。ローラー部が汚れていると、紙づま
りや原稿の汚れの原因となります。また、記録用
紙がつまると、記録ヘッドがインクフィルムで汚
れてしまうことがあります。

1 ディスプレイを閉じ、「開く」レバーを押し上
げながら、ロックがかかるまで操作パネルを
開ける

アラーム音が
鳴 り 続け る
（約15秒間）

子機と親機の距
離が離れすぎて
いませんか？

通話エリア外と思
われます。子機を
親機に近づけてく
ださい。

ー

【通話】などを押
した直後に親機
が使用されませ
んでしたか？

親機使用後に再度
操作してくださ
い。

ー

子機のディスプレイのメッセージ

メッセージ 意味
参照
ページ

デンチザン
リョウガア
リマセン

子機のバッテリが消耗しています。子
機を充電台に置いて、充電してくださ
い。

P.21

デンワチョ
ウトウロク
サレテイマ
セン

子機の電話帳に1件も登録されていま
せん。

ー

ノコリ 0 ケ
ン　メ モリ
イッパイデ
ス

すでに子機の電話帳に 100 件登録さ
れています。不要な電話帳を消去し、
もう一度登録し直してください。

P.37

メッセージ
ハアリマセ
ン

留守番電話に用件が録音されていま
せん。

ー

テンソウ
NG

電話転送中に、子機と親機との距離が
離れすぎています。子機を親機に近づ
けてもう一度操作してください。

ー

オヤキトツ
ウシンデキ
マセン

親機が使用中です。親機使用後に再度
操作してください。

ー

セツゾクデ
キマセン

他の子機が使用されています。また、
電波状態が悪いときに表示されます。

ー

モーニング
コールセッ
テイデキマ
セン

子機の時刻が設定されていないため、
モーニングコールの設定ができませ
ん。時刻を設定してください。

P.30

ナマエミニュ
ウリョク

子機の使用者名が入力されていませ
ん。使用者名を入力してください。

P.102

こんなときは
これをチェック
してください

こうしてください
参照
ページ

警告 水拭きするときは、電源プラグを電源コン
セントから抜いてください。また、ベンジ
ン、シンナー、アルコール、油類、化粧品、
中性洗剤などは使用しないでください。

警告 親機の内部（原稿読み取り部・記録ヘッド・
ローラー部）を清掃するときは、電源プラ
グを電源コンセントから抜いてください。

充電端子

充電端子
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2 インクフィルムとホルダーを取り出す
（P.17）

3 記録ヘッドを乾いた布で拭く

4 原稿読み取り部とローラー部を、水を含ませ
て固くしぼった布で拭く
●水を含ませ固くしぼった布で拭いた後、乾いた

布でから拭きしてください。

●原稿読み取り部のガラス面は、両側の緑色の解

除レバーを立て、ローラー部とのすき間に薄い

布などを入れて拭いてください。

拭き終わったら、解除レバーを戻してください。

5 「インクフィルムをセットする」の手順 4 ～
5（P.16）にしたがって、インクフィルムを
セットし、操作パネルを閉める

6 ディスプレイを開け、電源プラグを接続する

7 ／ で「継続」を選択し、【スタート／セッ
ト】を押す
インクフィルムが正しくセットされていないと、

ディスプレイに「インクフィルムがありません」と

表示されます。その場合は、もう一度操作パネル

を開けてインクフィルムを正しくセットしてくだ

さい。

お願い

・記録ヘッドは水拭きしないでください。
・原稿読み取り部を清掃するときは、原稿読み取り部に

傷をつけないようご注意ください。
傷がつくと、コピーやファクスに線が入ったりするこ

とがあります。

・本機を電話線コンセントに直接接続しない場合
（ADSL モデムなどに接続した場合）は、必ず電話回

線の種類を手動で設定し直してください。電話がかけ
られないことがあります（P.15）。

ローラー部 

記録ヘッド 

原稿読み取り部 

解除レバー 

解除レバー 
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主な仕様

■ファクス部

■電話部

■留守録部

■コードレス部（子機）

■共通部

仕様および外観は改良のため予告なく変更するこ
とがありますがご了承ください。
*1：当社A4標準原稿を「普通」で送ったときの時間です。こ

れは画像情報のみの転送速度で、通信の制御時間は含まれ
ていません。なお、実際の通信時間は原稿の内容、相手機
種、回線の状態により異なります。

*2：用件録音とファクス受信はメモリを共用しています。
*3：当社A4標準原稿の場合。
*4：ニッケル水素電池はリサイクル可能です。使用済みの電池

は、お買い上げの販売店までお持ちいただき、リサイクル
推進にご協力をお願いいたします。

形名 CF-SL50／ CF-SL50W

適用回線 一般加入電話回線、NCC 回線、ファクシ
ミリ通信網（F ネット：16Hz）

圧縮方式 MH 方式

通信モード G3 ／ ECM
主：8 dot ／mm
副：3.85 line ／mm（普通）

7.7 line ／mm（細かい）

記録方式 熱転写方式

表示装置 液晶ディスプレイ（320× 240 ドット、
5.1 インチ、バックライト付カラー）

通信速度 9600 ／ 7200／ 4800／ 2400bps：
自動フォールバック

電送時間 約18秒 *1

中間調伝送 GENESIS64 階調

記録用紙サイズ A4

最大記録有効幅 204 mm

最大読取幅 A4 サイズ

ダイヤル形式 押しボタン式パルスダイヤル／押しボタン
式トーンダイヤル

選択信号種別 DP 信号（10PPS／ 20PPS）
PB 信号（DTMF）

電話番号の記憶
容量

親機： 電話帳ダイヤル　100 局（23 桁
以内）、ホットライン番号　1 局
（32 桁以内）、着信履歴　30 局、
リダイヤル　1局

子機： 電話帳ダイヤル　100 局（23 桁
以内）、着信履歴　20 局、リダイ
ヤル　10局

自作 応答メッ
セージ／通話録
音

各1 件（最大約40秒）

用件録音時間 最大約20 分（30件）*2

ファクス受信
枚数

最大約40 枚（20件）*2*3

使用可能距離 約100m（環境により異なる）

充電完了時間 約15時間

使用可能時間
（充電完了後）

連続通話時：約7時間
待ち受け時：約200時間

寸法
（幅×奥行×高
さ）
単位：mm

親機： 346× 237× 282（記録用紙
トレイ含む、受話器、突起部、ア
ンテナ除く）
346× 234× 156（記録用紙
トレイ、突起部、アンテナ除く、
受話器含む）

子機： 46×32× 180.5
充電台：53× 101.5× 87

質量 親機： 約3.7kg（受話器、記録用紙トレ
イ、インクフィルム含む）

子機： 約150 g（バッテリ含む）
充電台：約75 g（ACアダプタ含まず）

電源 親機： AC100 V 50／ 60 Hz
子機： 2.4 V、600 mAh

（ニッケル水素電池）*4
充電台：ACアダプタ　DC9 V、

100 mA

直流抵抗値 約120Ω

消費電力 親機： 約 5.2 W（待機バックライトオ
フ時）／約 8.2 W（待機バック
ライトオン時）／約100 W
（動作時最大）

子機、充電台：約1.8 W　（充電中、ACア
ダプタ含む）

使用環境 温度： 10 ℃～32.5 ℃
湿度： 20 ％～80％RH
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消耗品／別売品について

キヤノンでは次のような消耗品や別売品を用意し
ております。本機の故障などを防ぐためにも、キ
ヤノン純正品をお使いください。

■インクフィルム

■記録用紙

■その他

2003年 7月1日現在

区点コード表―JIS 漢字
第一水準漢字

漢字コードは左列の番号と上横列の番号を組み合
わせた4桁の番号です。（例）亜　漢字コード1601
下記の漢字コード表は JIS 区点コード（第一水準
漢字）に準じています（一部記号を除く）。製品名 入り数 内容

インクフィルム30
IF-A301

1本
（30m）

交換用のインクフィルム
です。

インクフィルム30
IF-A303

3本
（各30m）

交換用のインクフィルム
です。

製品名 入り数 内容

キヤノンスーパー
セレクトペーパー
SC-250A4

250枚
1冊

推奨普通紙です。

製品名 入り数 内容

コードレス子機 用
バッテリ
HBT500

1個 子機用の電池パックで
す。

増設子機コードレス
キット（カナ）
CL10

1セット CF-SL シリーズ／ CF-S
シリーズ専用の増設子機
です。付属の子機も含め
て4台まで増設できます。

増設子機コードレス
キット（漢字）
CL11

1セット CF-SLシリーズ専用の増
設子機です。付属の子機
も含めて4台まで増設で
きます。

キャリアシート
5キャリアA（A4 サ
イズ）

5枚／袋 破れた原稿や、反ってい
る原稿など、状態の悪い
原稿をはさんで、ファク
ス送信やコピーに使いま
す。

分類 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

記号 010

011

012

013

014

015

016

017

018

019

020

021

022

023
024

026

027

028

029

(SP) 、 。 ， ． ・ ： ； ？

！ ゛ ゜ ´ ｀ ¨ ＾ ‾ ＿ ヽ

ヾ ゝ ゞ 〃 仝 々 〆 〇 ー ―

‐ ／ ＼ ～ ‖ ｜ … ‥ ‘ ’

“ ”（ ）〔 〕 ［ ］｛ ｝

〈 〉《 》「 」 『 』【 】

＋ － ± × ÷ ＝ ≠ ＜ ＞ ≦

≧ ∞ ∴ ♂ ♀ ° ′ ″ ℃ ￥

＄ ¢ £ ％ ＃ ＆ ＊ ＠ § ☆

★ ○ ● ◎ ◇

◆ □ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ 〒

→ ← ↑ ↓ 〓

∈ ∋ ⊆ ⊇

⊂ ⊃ ∪ ∩
∧ ∨ ¬ ⇒ ⇔ ∀ ∃

∠ ⊥ ⌒ ∂ ∇ ≡ ≒ ≪ ≫ √

∽ ∝ ∵ ∫ ∬

Å ‰ ♯ ♭ ♪ † ‡ ¶

◯

数字 031

032

０ １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９

アルファ

ベット

033

034

035

036

037

038

039

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ

Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ

ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ

ｚ

ひらがな 040

041

042

043

044

045

046

047

048

ぁ あ ぃ い ぅ う ぇ え ぉ

お か が き ぎ く ぐ け げ こ

ご さ ざ し じ す ず せ ぜ そ

ぞ た だ ち ぢ っ つ づ て で

と ど な に ぬ ね の は ば ぱ

ひ び ぴ ふ ぶ ぷ へ べ ぺ ほ

ぼ ぽ ま み む め も ゃ や ゅ

ゆ ょ よ ら り る れ ろ ゎ わ

ゐ ゑ を ん
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カタカナ 050

051

052

053

054

055

056

057

058

059

ァ ア ィ イ ゥ ウ ェ エ ォ

オ カ ガ キ ギ ク グ ケ ゲ コ

ゴ サ ザ シ ジ ス ズ セ ゼ ソ

ゾ タ ダ チ ヂ ッ ツ ヅ テ デ

ト ド ナ ニ ヌ ネ ノ ハ バ パ

ヒ ビ ピ フ ブ プ ヘ ベ ペ ホ

ボ ポ マ ミ ム メ モ ャ ヤ ュ

ユ ョ ヨ ラ リ ル レ ロ ヮ ワ

ヰ ヱ ヲ ン ヴ ヵ ヶ

特殊記号 060

061

062

063

064

065

070

071

072

073

074

075

076

077

078

079

080

081

082

083

Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι

Κ Λ Μ Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ

Υ Φ Χ Ψ Ω

α β γ δ ε ζ η

θ ι κ λ μ ν ξ ο π ρ

σ τ υ φ χ ψ ω

А Б В Г Д Е Ё Ж З

И Й К Л М Н О П Р С

Т У Ф Х Ц Ч Ш Щ Ъ Ы

Ь Э Ю Я

а

б в г д е ё ж з и й

к л м н о п р с т у

ф х ц ч ш щ ъ ы ь э

ю я

─ │ ┌ ┐ ┘ └ ├ ┬ ┤

┴ ┼ ━ ┃ ┏ ┓ ┛ ┗ ┣ ┳

┫ ┻ ╋ ┠ ┯ ┨ ┷ ┿ ┝ ┰

┥ ┸ ╂

あ 160

161

162

163

164

亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢

葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵

梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾

鮎 或 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇

鞍 杏

い 164

165

166

167

168

169

170

以 伊 位 依 偉 囲 夷 委

威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異

移 維 緯 胃 萎 衣 謂 違 遺 医

井 亥 域 育 郁 磯 一 壱 溢 逸

稲 茨 芋 鰯 允 印 咽 員 因 姻

引 飲 淫 胤 蔭

院 陰 隠 韻 吋

う 170

171

172

173

右 宇 烏 羽

迂 雨 卯 鵜 窺 丑 碓 臼 渦 嘘

唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜 閏 噂

云 運 雲

え 173

174

175

176

177

178

荏 餌 叡 営 嬰 影 映

曳 栄 永 泳 洩 瑛 盈 穎 頴 英

衛 詠 鋭 液 疫 益 駅 悦 謁 越

閲 榎 厭 円 園 堰 奄 宴 延 怨

掩 援 沿 演 炎 焔 煙 燕 猿 縁

艶 苑 薗 遠 鉛 鴛 塩

分類 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

お 178

179

180

181

182

於 汚 甥

凹 央 奥 往 応

押 旺 横 欧 殴 王 翁 襖 鴬

鴎 黄 岡 沖 荻 億 屋 憶 臆 桶

牡 乙 俺 卸 恩 温 穏 音

か 182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

下 化

仮 何 伽 価 佳 加 可 嘉 夏 嫁

家 寡 科 暇 果 架 歌 河 火 珂

禍 禾 稼 箇 花 苛 茄 荷 華 菓

蝦 課 嘩 貨 迦 過 霞 蚊 俄 峨

我 牙 画 臥 芽 蛾 賀 雅 餓 駕

介 会 解 回 塊 壊 廻 快 怪 悔

恢 懐 戒 拐 改

魁 晦 械 海 灰 界 皆 絵 芥

蟹 開 階 貝 凱 劾 外 咳 害 崖

慨 概 涯 碍 蓋 街 該 鎧 骸 浬

馨 蛙 垣 柿 蛎 鈎 劃 嚇 各 廓

拡 撹 格 核 殻 獲 確 穫 覚 角

赫 較 郭 閣 隔 革 学 岳 楽 額

顎 掛 笠 樫 橿 梶 鰍 潟 割 喝

恰 括 活 渇 滑 葛 褐 轄 且 鰹

叶 椛 樺 鞄 株 兜 竃 蒲 釜 鎌

噛 鴨 栢 茅 萱

粥 刈 苅 瓦 乾 侃 冠 寒 刊

勘 勧 巻 喚 堪 姦 完 官 寛 干

幹 患 感 慣 憾 換 敢 柑 桓 棺

款 歓 汗 漢 澗 潅 環 甘 監 看

竿 管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 莞 観

諌 貫 還 鑑 間 閑 関 陥 韓 館

舘 丸 含 岸 巌 玩 癌 眼 岩 翫

贋 雁 頑 顔 願

き 207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

企 伎 危 喜 器

基 奇 嬉 寄 岐 希 幾 忌 揮 机

旗 既 期 棋 棄

機 帰 毅 気 汽 畿 祈 季 稀

紀 徽 規 記 貴 起 軌 輝 飢 騎

鬼 亀 偽 儀 妓 宜 戯 技 擬 欺

犠 疑 祇 義 蟻 誼 議 掬 菊 鞠

吉 吃 喫 桔 橘 詰 砧 杵 黍 却

客 脚 虐 逆 丘 久 仇 休 及 吸

宮 弓 急 救 朽 求 汲 泣 灸 球

究 窮 笈 級 糾 給 旧 牛 去 居

巨 拒 拠 挙 渠 虚 許 距 鋸 漁
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悠 憂 揖 有 柚 湧 涌 猶 猷 由

祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 夕

よ 452

453

454

455

456

予

余 与 誉 輿 預 傭 幼 妖 容 庸

揚 揺 擁 曜 楊 様 洋 溶 熔 用

窯 羊 耀 葉 蓉 要 謡 踊 遥 陽

養 慾 抑 欲 沃 浴 翌 翼 淀

ら 456

457

458

羅

螺 裸 来 莱 頼 雷 洛 絡 落 酪

乱 卵 嵐 欄 濫 藍 蘭 覧

り 458

459

460

461

462

463

464

465

利 吏

履 李 梨 理 璃

痢 裏 裡 里 離 陸 律 率 立

葎 掠 略 劉 流 溜 琉 留 硫 粒

隆 竜 龍 侶 慮 旅 虜 了 亮 僚

両 凌 寮 料 梁 涼 猟 療 瞭 稜

糧 良 諒 遼 量 陵 領 力 緑 倫

厘 林 淋 燐 琳 臨 輪 隣 鱗 麟

る 466 瑠 塁 涙 累 類

れ 466

467

468

469

470

令 伶 例 冷 励

嶺 怜 玲 礼 苓 鈴 隷 零 霊 麗

齢 暦 歴 列 劣 烈 裂 廉 恋 憐

漣 煉 簾 練 聯

蓮 連 錬

ろ 470

471

472

473

呂 魯 櫓 炉 賂 路

露 労 婁 廊 弄 朗 楼 榔 浪 漏

牢 狼 篭 老 聾 蝋 郎 六 麓 禄

肋 録 論

わ 473

474

475

倭 和 話 歪 賄 脇 惑

枠 鷲 亙 亘 鰐 詫 藁 蕨 椀 湾

碗 腕

分類 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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 区点コード表―JIS 漢字
第二水準漢字

相手機の仕様によっては、サポートしていない第
二水準漢字を使用するとその漢字がプリントされ
るべき場所はスペース（空白）になる場合があり
ます。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493
494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

弌 丐 丕 个 丱 丶 丼 丿 乂

乖 乘 亂 亅 豫 亊 舒 弍 于 亞

亟 亠 亢 亰 亳 亶 从 仍 仄 仆

仂 仗 仞 仭 仟 价 伉 佚 估 佛

佝 佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻 佩 佰

侑 佯 來 侖 儘 俔 俟 俎 俘 俛

俑 俚 俐 俤 俥 倚 倨 倔 倪 倥

倅 伜 俶 倡 倩 倬 俾 俯 們 倆

偃 假 會 偕 偐 偈 做 偖 偬 偸

傀 傚 傅 傴 傲

僉 僊 傳 僂 僖 僞 僥 僭 僣

僮 價 僵 儉 儁 儂 儖 儕 儔 儚

儡 儺 儷 儼 儻 儿 兀 兒 兌 兔

兢 竸 兩 兪 兮 冀 冂 囘 册 冉
冏 冑 冓 冕 冖 冤 冦 冢 冩 冪

冫 决 冱 冲 冰 况 冽 凅 凉 凛

几 處 凩 凭 凰 凵 凾 刄 刋 刔

刎 刧 刪 刮 刳 刹 剏 剄 剋 剌

剞 剔 剪 剴 剩 剳 剿 剽 劍 劔

劒 剱 劈 劑 辨

辧 劬 劭 劼 劵 勁 勍 勗 勞

勣 勦 飭 勠 勳 勵 勸 勹 匆 匈

甸 匍 匐 匏 匕 匚 匣 匯 匱 匳

匸 區 卆 卅 丗 卉 卍 凖 卞 卩

卮 夘 卻 卷 厂 厖 厠 厦 厥 厮

厰 厶 參 簒 雙 叟 曼 燮 叮 叨

叭 叺 吁 吽 呀 听 吭 吼 吮 吶

吩 吝 呎 咏 呵 咎 呟 呱 呷 呰

咒 呻 咀 呶 咄 咐 咆 哇 咢 咸

咥 咬 哄 哈 咨

咫 哂 咤 咾 咼 哘 哥 哦 唏

唔 哽 哮 哭 哺 哢 唹 啀 啣 啌

售 啜 啅 啖 啗 唸 唳 啝 喙 喀

咯 喊 喟 啻 啾 喘 喞 單 啼 喃

喩 喇 喨 嗚 嗅 嗟 嗄 嗜 嗤 嗔

嘔 嗷 嘖 嗾 嗽 嘛 嗹 噎 噐 營

嘴 嘶 嘲 嘸 噫 噤 嘯 噬 噪 嚆

嚀 嚊 嚠 嚔 嚏 嚥 嚮 嚶 嚴 囂

嚼 囁 囃 囀 囈 囎 囑 囓 囗 囮

囹 圀 囿 圄 圉

圈 國 圍 圓 團 圖 嗇 圜 圦

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

圷 圸 坎 圻 址 坏 坩 埀 垈 坡

坿 垉 垓 垠 垳 垤 垪 垰 埃 埆

埔 埒 埓 堊 埖 埣 堋 堙 堝 塲

堡 塢 塋 塰 毀 塒 堽 塹 墅 墹

墟 墫 墺 壞 墻 墸 墮 壅 壓 壑

壗 壙 壘 壥 壜 壤 壟 壯 壺 壹

壻 壼 壽 夂 夊 夐 夛 梦 夥 夬

夭 夲 夸 夾 竒 奕 奐 奎 奚 奘

奢 奠 奧 奬 奩

奸 妁 妝 佞 侫 妣 妲 姆 姨

姜 妍 姙 姚 娥 娟 娑 娜 娉 娚

婀 婬 婉 娵 娶 婢 婪 媚 媼 媾

嫋 嫂 媽 嫣 嫗 嫦 嫩 嫖 嫺 嫻

嬌 嬋 嬖 嬲 嫐 嬪 嬶 嬾 孃 孅

孀 孑 孕 孚 孛 孥 孩 孰 孳 孵

學 斈 孺 宀 它 宦 宸 寃 寇 寉

寔 寐 寤 實 寢 寞 寥 寫 寰 寶

寳 尅 將 專 對 尓 尠 尢 尨 尸

尹 屁 屆 屎 屓

屐 屏 孱 屬 屮 乢 屶 屹 岌

岑 岔 妛 岫 岻 岶 岼 岷 峅 岾

峇 峙 峩 峽 峺 峭 嶌 峪 崋 崕

崗 嵜 崟 崛 崑 崔 崢 崚 崙 崘

嵌 嵒 嵎 嵋 嵬 嵳 嵶 嶇 嶄 嶂

嶢 嶝 嶬 嶮 嶽 嶐 嶷 嶼 巉 巍

巓 巒 巖 巛 巫 已 巵 帋 帚 帙

帑 帛 帶 帷 幄 幃 幀 幎 幗 幔

幟 幢 幤 幇 幵 并 幺 麼 广 庠

廁 廂 廈 廐 廏

廖 廣 廝 廚 廛 廢 廡 廨 廩

廬 廱 廳 廰 廴 廸 廾 弃 弉 彝

彜 弋 弑 弖 弩 弭 弸 彁 彈 彌

彎 弯 彑 彖 彗 彙 彡 彭 彳 彷

徃 徂 彿 徊 很 徑 徇 從 徙 徘

徠 徨 徭 徼 忖 忻 忤 忸 忱 忝

悳 忿 怡 恠 怙 怐 怩 怎 怱 怛

怕 怫 怦 怏 怺 恚 恁 恪 恷 恟

恊 恆 恍 恣 恃 恤 恂 恬 恫 恙

悁 悍 惧 悃 悚

悄 悛 悖 悗 悒 悧 悋 惡 悸

惠 惓 悴 忰 悽 惆 悵 惘 慍 愕

愆 惶 惷 愀 惴 惺 愃 愡 惻 惱

愍 愎 慇 愾 愨 愧 慊 愿 愼 愬

愴 愽 慂 慄 慳 慷 慘 慙 慚 慫

慴 慯 慥 慱 慟 慝 慓 慵 憙 憖

憇 憬 憔 憚 憊 憑 憫 憮 懌 懊

應 懷 懈 懃 懆 憺 懋 罹 懍 懦

懣 懶 懺 懴 懿 懽 懼 懾 戀 戈

戉 戍 戌 戔 戛

戞 戡 截 戮 戰 戲 戳 扁 扎

扞 扣 扛 扠 扨 扼 抂 抉 找 抒

抓 抖 拔 抃 抔 拗 拑 抻 拏 拿
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573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

583

584

585

586

587

588

589

590

591

592

593

594

595

596

597

598

599

600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

612

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

拆 擔 拈 拜 拌 拊 拂 拇 抛 拉

挌 拮 拱 挧 挂 挈 拯 拵 捐 挾

捍 搜 捏 掖 掎 掀 掫 捶 掣 掏

掉 掟 掵 捫 捩 掾 揩 揀 揆 揣

揉 插 揶 揄 搖 搴 搆 搓 搦 搶

攝 搗 搨 搏 摧 摯 摶 摎 攪 撕

撓 撥 撩 撈 撼

據 擒 擅 擇 撻 擘 擂 擱 擧

舉 擠 擡 抬 擣 擯 攬 擶 擴 擲

擺 攀 擽 攘 攜 攅 攤 攣 攫 攴

攵 攷 收 攸 畋 效 敖 敕 敍 敘

敞 敝 敲 數 斂 斃 變 斛 斟 斫

斷 旃 旆 旁 旄 旌 旒 旛 旙 无

旡 旱 杲 昊 昃 旻 杳 昵 昶 昴

昜 晏 晄 晉 晁 晞 晝 晤 晧 晨

晟 晢 晰 暃 暈 暎 暉 暄 暘 暝

曁 暹 曉 暾 暼

曄 暸 曖 曚 曠 昿 曦 曩 曰

曵 曷 朏 朖 朞 朦 朧 霸 朮 朿

朶 杁 朸 朷 杆 杞 杠 杙 杣 杤

枉 杰 枩 杼 杪 枌 枋 枦 枡 枅

枷 柯 枴 柬 枳 柩 枸 柤 柞 柝

柢 柮 枹 柎 柆 柧 檜 栞 框 栩

桀 桍 栲 桎 梳 栫 桙 档 桷 桿

梟 梏 梭 梔 條 梛 梃 檮 梹 桴

梵 梠 梺 椏 梍 桾 椁 棊 椈 棘

椢 椦 棡 椌 棍

棔 棧 棕 椶 椒 椄 棗 棣 椥

棹 棠 棯 椨 椪 椚 椣 椡 棆 楹

楷 楜 楸 楫 楔 楾 楮 椹 楴 椽

楙 椰 楡 楞 楝 榁 楪 榲 榮 槐

榿 槁 槓 榾 槎 寨 槊 槝 榻 槃

榧 樮 榑 榠 榜 榕 榴 槞 槨 樂

樛 槿 權 槹 槲 槧 樅 榱 樞 槭

樔 槫 樊 樒 櫁 樣 樓 橄 樌 橲

樶 橸 橇 橢 橙 橦 橈 樸 樢 檐

檍 檠 檄 檢 檣

檗 蘗 檻 櫃 櫂 檸 檳 檬 櫞

櫑 櫟 檪 櫚 櫪 櫻 欅 蘖 櫺 欒

欖 鬱 欟 欸 欷 盜 欹 飮 歇 歃

歉 歐 歙 歔 歛 歟 歡 歸 歹 歿

殀 殄 殃 殍 殘 殕 殞 殤 殪 殫

殯 殲 殱 殳 殷 殼 毆 毋 毓 毟

毬 毫 毳 毯 麾 氈 氓 气 氛 氤

氣 汞 汕 汢 汪 沂 沍 沚 沁 沛

汾 汨 汳 沒 沐 泄 泱 泓 沽 泗

泅 泝 沮 沱 沾

沺 泛 泯 泙 泪 洟 衍 洶 洫

洽 洸 洙 洵 洳 洒 洌 浣 涓 浤

浚 浹 浙 涎 涕 濤 涅 淹 渕 渊

涵 淇 淦 涸 淆 淬 淞 淌 淨 淒

淅 淺 淙 淤 淕 淪 淮 渭 湮 渮
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625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

636

637

638

639

640

641

642

643

644

645

646

647

648

649

650

651

652

653

654

655

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

669

670

671

672

673

674

675

676

渙 湲 湟 渾 渣 湫 渫 湶 湍 渟

湃 渺 湎 渤 滿 渝 游 溂 溪 溘

滉 溷 滓 溽 溯 滄 溲 滔 滕 溏

溥 滂 溟 潁 漑 灌 滬 滸 滾 漿

滲 漱 滯 漲 滌

漾 漓 滷 澆 潺 潸 澁 澀 潯

潛 濳 潭 澂 潼 潘 澎 澑 濂 潦

澳 澣 澡 澤 澹 濆 澪 濟 濕 濬

濔 濘 濱 濮 濛 瀉 瀋 濺 瀑 瀁

瀏 濾 瀛 瀚 潴 瀝 瀘 瀟 瀰 瀾

瀲 灑 灣 炙 炒 炯 烱 炬 炸 炳

炮 烟 烋 烝 烙 焉 烽 焜 焙 煥

煕 熈 煦 煢 煌 煖 煬 熏 燻 熄

熕 熨 熬 燗 熹 熾 燒 燉 燔 燎

燠 燬 燧 燵 燼

燹 燿 爍 爐 爛 爨 爭 爬 爰

爲 爻 爼 爿 牀 牆 牋 牘 牴 牾

犂 犁 犇 犒 犖 犢 犧 犹 犲 狃

狆 狄 狎 狒 狢 狠 狡 狹 狷 倏

猗 猊 猜 猖 猝 猴 猯 猩 猥 猾

獎 獏 默 獗 獪 獨 獰 獸 獵 獻

獺 珈 玳 珎 玻 珀 珥 珮 珞 璢

琅 瑯 琥 珸 琲 琺 瑕 琿 瑟 瑙

瑁 瑜 瑩 瑰 瑣 瑪 瑶 瑾 璋 璞

璧 瓊 瓏 瓔 珱

瓠 瓣 瓧 瓩 瓮 瓲 瓰 瓱 瓸

瓷 甄 甃 甅 甌 甎 甍 甕 甓 甞

甦 甬 甼 畄 畍 畊 畉 畛 畆 畚

畩 畤 畧 畫 畭 畸 當 疆 疇 畴

疊 疉 疂 疔 疚 疝 疥 疣 痂 疳

痃 疵 疽 疸 疼 疱 痍 痊 痒 痙

痣 痞 痾 痿 痼 瘁 痰 痺 痲 痳

瘋 瘍 瘉 瘟 瘧 瘠 瘡 瘢 瘤 瘴

瘰 瘻 癇 癈 癆 癜 癘 癡 癢 癨

癩 癪 癧 癬 癰

癲 癶 癸 發 皀 皃 皈 皋 皎

皖 皓 皙 皚 皰 皴 皸 皹 皺 盂

盍 盖 盒 盞 盡 盥 盧 盪 蘯 盻

眈 眇 眄 眩 眤 眞 眥 眦 眛 眷

眸 睇 睚 睨 睫 睛 睥 睿 睾 睹

瞎 瞋 瞑 瞠 瞞 瞰 瞶 瞹 瞿 瞼

瞽 瞻 矇 矍 矗 矚 矜 矣 矮 矼

砌 砒 礦 砠 礪 硅 碎 硴 碆 硼

碚 碌 碣 碵 碪 碯 磑 磆 磋 磔

碾 碼 磅 磊 磬

磧 磚 磽 磴 礇 礒 礑 礙 礬

礫 祀 祠 祗 祟 祚 祕 祓 祺 祿

禊 禝 禧 齋 禪 禮 禳 禹 禺 秉

秕 秧 秬 秡 秣 稈 稍 稘 稙 稠

稟 禀 稱 稻 稾 稷 穃 穗 穉 穡

穢 穩 龝 穰 穹 穽 窈 窗 窕 窘

窖 窩 竈 窰 窶 竅 竄 窿 邃 竇
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677

678

679

680

681

682

683

684

685

686

687

688

689

690

691

692

693

694

695

696

697

698

699

700
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 保証とアフターサービス

保証書と保証期間
●このファクシミリには、保証書が同梱されてい
ます。
保証書はお買い上げの販売店で、所定事項を記
入してお渡ししますので、内容をよくご確認の
うえ大切に保管してください。

●保証期間はお買い上げの日から1年間です。
故障の内容によっては保証期間中でも有料にな
ることがあります。

アフターサービス
修理を依頼されるときは、「故障かな？と思った
ら」（P.106）をよくお読みのうえ、もう一度お調
べください。それでも不具合があるときは、使用
をやめて電源コードを抜き、修理をご依頼くださ
い。詳しくは、「修理をご依頼いただく場合は」（右
記）をご覧ください。危険ですからご自分での修
理は絶対に行なわないでください。

キヤノンでは、お客様のニーズに合ったサービス
をご用意しています。以下のサービスメニューか
らお選びいただき、ご依頼ください。

サービスメニュー一覧

○印は、弊社負担にてお受けします。△印は、お
客様負担となります。
※1 キヤノンテクニカルセンターまでの送料および諸掛かり

はお客様の負担となります。
※2 出張料金を申し受けます。
※3 引き取り料金を申し受けます。

●宅配メンテナンスサービス
お客様のご自宅へご希望日に商品を引き取りに
お伺いし、修理完了後にお届けいたします。
※宅配メンテナンスサービスは国内のみのお取り扱いとな
ります。

●送付修理サービス
お客様ご自身で宅配または郵送により以下の宛
先にお送りください。修理完了後にお届けいた
します。
＜ご送付先＞
キヤノンテクニカルセンター
〒306-0605
茨城県岩井市大字馬立1234　F7 棟
(0297) 35-5000

●持込み修理サービス
最寄りの弊社サービスセンターもしくはお買い
上げの販売店に直接お持ち込みください。

●出張修理サービス
お客様のご希望により、出張修理サービスも手
配させていただきます。

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品です。保守サービスのために必
要な補修用性能部品の最低保有期間は製品の製造
打ち切り後7年間です。

消耗品はお買い上げいただいた販売店、お近くの
キヤノン製品取り扱い店およびキヤノン販売（株）
販売窓口にてご購入ください。

アフターサービスについておわかりにならないと
きは、お買い上げの販売店または最寄りのキヤノ
ンサービスセンター（P.126）までお問い合わせ
ください。

修理をご依頼の際は、125ページの「パーソナル
商品 修理受付票」のコピーをとって必要事項をご
記入のうえ、本体といっしょにお買い上げの販売
店、または最寄りのキヤノンサービスセンター
（P.126）までご持参またはご送付ください。引き
取り修理サービスをご利用される場合は、「お客様
相談センター全国共通電話番号」（裏表紙）にお問
い合わせください。

サービスメニュー

宅配メン
テナンス
サービス

送付修理
サービス

持込み修
理サービ
ス

出張修理
サービス

保
証
期
間
内

送料
（訪問料）

△※3 △※1 - △※ 2

作業料金 ○ ○ ○ ○

部品代 ○ ○ ○ ○

保
証
期
間
終
了
後

送料
（訪問料）

△※3 △※1 - △

作業料金 △ △ △ △

部品代 △ △ △ △

お問い合わ
せ／
ご依頼先

お客様相
談 セ ン
ター
(0570)0
1-9000
（該 当 番
号：31）

キヤノン
テクニカ
ル セ ン
ター
(0297)3
5-5000

弊社サー
ビスセン
ター
126 ペー
ジをご覧
ください

お客様相
談 セ ン
ター
(0570)0
1-9000
（該 当 番
号：31）

補修用性能部品について

消耗品は

その他ご不明な点は

修理をご依頼いただく場合は
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お客様のお名前 ： 

ご住所 ： 〒 

電話番号 ： 

製品名 ： CF-SL50/CF-SL50W

機番 ： 

お買い上げ日 ： 　　年　　月　　日 

故障した日 ： 　　年　　月　　日 

保証期間 ： 期間中／期間切れ 

（保証期間中に修理をご依頼の際は、必ず保証書を商品といっしょにお持ちください） 

故障内容 ： （どのようにご使用時に） 

（どのような不具合がありますか） 

お客様からのご連絡（ご自由にお使いください） 

お買い上げいただいた販売店： 

　販売店の住所 ： 〒 

　電話番号 ： 

（コピーして使用してください。 ） 

パーソナル商品　修理受付票
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 外出先からのリモート操
作早見表

外出先からのリモート操作早見表です。切り取っ
て、定期入れや名刺入れなどに入れてご活用くだ
さい。詳しい操作方法については「外出先から操
作する」（P.48）をご覧ください。
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